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令和４年第２回東伊豆町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                      令和４年６月８日（水）午前９時３０分開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 所信表明 

日程第 ５ 行政報告 

日程第 ６ 一般質問 

    １． １番 楠 山 節 雄 君 

     １）町長の政治姿勢について 

    ２．１２番 鈴 木   勉 君 

     １）行政運営について 

    ３． ２番 笠 井 政 明 君 

     １）当町におけるデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の取り組みについ 

       て 

     ２）通学路の安全確保について 

    ４． ７番 須 佐   衛 君 

     １）町長の政治姿勢について 

     ２）観光地としての課題について 

     ３）幼稚園の統合について 

    ５．１０番 内 山 愼 一 君 

     １）町長の政治姿勢について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  楠 山 節 雄 君      ２番  笠 井 政 明 君 

     ３番  稲 葉 義 仁 君      ５番  栗 原 京 子 君 

     ６番  西 塚 孝 男 君      ７番  須 佐   衛 君 
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     ８番  村 木   脩 君     １０番  内 山 愼 一 君 

    １１番  藤 井  明 君     １２番  鈴 木   勉 君 

    １３番  定 居 利 子 君     １４番  山 田 直 志 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 岩 井 茂 樹 君 副 町 長 鈴 木 利 昌 君 

教 育 長 横 山 尋 司 君 総 務 課 長 村 木 善 幸 君 

企画調整課長 森 田 七 徳 君 住民福祉課長 鈴 木 尚 和 君 

住 民 福 祉 課 
参 事 

前 田 浩 之 君 
健 康 づ く り 
課 長 

齋 藤 和 也 君 

健康づくり課 
参 事 齋 藤 徳 人 君 観光産業課長 山 田 義 則 君 

建設整備課長 齋 藤   匠 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 梅 原   巧 君 

水 道 課 長 鈴 木 貞 雄 君 水 道 課 技 監 桑 原 建 美 君 

───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長 福 岡 俊 裕 君 書 記 榊 原 大 太 君 

───────────────────────────────────────────────── 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会の宣告 

○議長（稲葉義仁君） 皆様、おはようございます。 

  議員の皆様におかれましては公私ともにお忙しい中、御出席を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

  長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、町内経済が受けた影響は計り知れないも

のがございます。一方で、ワクチン接種機会の増加や医療提供体制の充実等により、感染症

の克服に向けた動きが徐々にではございますが、広がりを見せております。ウィズコロナか

らポストコロナへの歩みを進める中で、引き続き感染拡大防止を図りつつ社会経済活動の正

常化に向け歩んでいく必要があることから、本定例会におきましても、マスクの着用や手指

を清潔に保つなど皆様に御協力をいただくとともに、健康に十分御留意され審議に臨んでく

ださいますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和４年東伊豆町議会第２回定例会は成立しましたので、開会いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会運営委員長の報告 

○議長（稲葉義仁君） 議会運営委員長より報告を求めます。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 皆さん、おはようございます。 

  議会運営委員会より、令和４年第２回定例会の運営について御報告いたします。 

  まず、本定例会には９名の議員の方々より17問の一般質問が通告されております。一般質

問の趣旨をよく理解され、円滑に質疑・答弁がなされますよう御協力をお願いします。 

  なお、本定例会では一般質問については、時間60分以内、一問一答方式で行います。終了

後、新型コロナウイルス感染症対策として休憩を取り換気を行います。 

  また、町長には反問権の行使が認められております。なお、反問権に要する時間は制限時
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間の60分には含みませんので御承知ください。 

  また、質問通告者の中で掲示板の使用願及び資料配付の願いが７番、14番より出されてお

ります。 

  本定例会の提出案件といたしまして、条例の一部改正が１件、指定管理者の指定が２件、

財産の取得が１件、補正予算案が３件、報告２件、人事案件が１件、諮問が１件、合計11件

の案件がそれぞれ日程に組み込まれております。さらに、議会からは、常任委員会の所管事

務調査の報告及び議会運営委員会の所掌事務調査について上程をいたします。 

  なお、条例の一部改正につきましては、説明資料等により簡潔で分かりやすい要点説明と

し、また補正予算の説明につきましては、一般会計がおおむね100万円以上、特別会計がお

おむね50万円以上で説明することが協議決定しましたので、当局の皆さんにもよろしくお願

いします。 

  以上の内容を踏まえて、本定例会の会期は、本日から６月９日までの２日間とします。 

  また、議員の服装については、当局と同様クールビズを実施します。テレビ等で見ている

町民の皆さんに見苦しくないよう御配慮をお願いします。 

  最後になりますが、議会運営委員会の所掌事務調査につきましては、本会議の会期日程等

運営に関する事項について、閉会中の継続調査といたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  また、本日は大勢の方に傍聴いただきまして本当にありがとうございます。議員各位には

活発なる審議と円滑な議会運営を切にお願い申し上げまして、議会運営委員会からの報告と

いたします。よろしくお願いいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（稲葉義仁君） これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（稲葉義仁君） 本日の議事日程は、あらかじめ皆様のお手元に配付したとおりであり
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ます。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（稲葉義仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において11番、藤井議員、12番、

鈴木議員を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（稲葉義仁君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月９日までの２日間にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 異議なしと認めます。よって、会期は２日間と決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（稲葉義仁君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

  議会閉会中に提出されました例月出納検査の結果に関する報告につきましては、既に送付

いたしました。 

  議長の出席した会議等の報告については、お手元に資料を配付してあります。会議資料に

ついては、議員控室に置きますので、御覧いただきたいと思います。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎日程第４ 所信表明 

○議長（稲葉義仁君） 日程第４ 町長より所信表明を行います。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 皆様、おはようございます。 

  令和４年第２回議会定例会の開会に当たり、挨拶を兼ねまして町民の皆様並びに議員の皆

様に私の所信を表明し、今後の町政運営につきまして御理解と御協力をお願いさせていただ

きます。 

  私たちは現在、多くの課題に直面しています。人口減少も大きな課題の一つで、平成26年

には日本創生会議のレポートにおいて、賀茂地域のほとんどの市町が消滅の可能性が高いと

予測されました。また、地球温暖化による豪雨災害の激甚化・頻発化、地震災害のリスク増

大、加えて新型コロナウイルス感染症のパンデミックやロシアのウクライナ侵攻により拍車

がかかった燃料や原料の不足問題、さらにほかにも円安に起因する物価上昇など、私たちを

取り巻く環境は大きく変化しています。 

  その中で私たちはどのように生き残りを図っていけばよいのか。「強い者、賢い者が生き

残るのではない。変化に対応した者が生き残るのだ」、これは進化論で有名なチャールズ・

ダーウィンの言葉です。環境が激変する中で生き残りを図るためには、自らが変化すること

が必要だということです。東伊豆町を次の世代に引き継いでいくためにも、周囲の変化に柔

軟に対応した施策を進めてまいります。 

  変化といえば、江戸から明治への変化は劇的な変化でした。ちょうどそのときに書かれた

「５箇条の御誓文」の第１条に記されている「広く会議をおこし、万機公論に決すべし」と

いう言葉は、人々の声を大事にして、優れた意見を取り入れ政治を行うという意味の言葉で

す。今から150年以上も前の言葉ですが、その精神は、令和の時代になった今も変わりませ

ん。 

  令和になり、多くの課題や問題が顕在化する中で、それらに対峙し乗り越えていくために

は、広く人材を求めて公正な意見に基づく政治を行うことが必要です。東伊豆町の町政にお

いても、この精神を基本とし、町民や議会に向かい合ってまいります。 

  私は、町長選挙以前から町内各所において、町民の皆様からの様々な声をお聞かせいただ

くことができました。また、町長就任後間もなく東伊豆町行政の現状と課題について職員か
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ら報告を受け、取り組まなければならない多くの課題を確認いたしました。 

  それらも踏まえた中で、私のこれからのまちづくりの指針は、「明日（みらい）へと希望

をつなぐまちづくり」─変化・挑戦─を掲げることといたしました。そのために４つの柱と

なる施策により、指針の実現を目指してまいります。 

  それでは、柱となる４つの施策について御説明いたします。 

  １つ目は、「東伊豆町の安全・安心の確保」です。 

  災害対策については、一から再点検を進めてまいります。命を守る、被害を最小限に抑え

る、迅速に復旧できる体制を整えてまいります。学生時代に発災した阪神・淡路大震災の調

査のために発災直後に現地入りした経験を生かし、また、東日本大震災発災後に復興の政務

官として被災地の復興に携わった経験を踏まえ、当町における防災・減災対策を再点検し、

必要な手だてを講じてまいります。 

  なお、災害から町民の安心・安全を確保するためには、東日本大震災の教訓から避難訓練

が重要なものであると再認識しました。本定例会において提案いたします一般会計補正予算

にハザードマップの整備費用を計上いたしました。作成後は、町内全戸に配布いたします。

町民の皆様には、改めて自宅の周辺や避難路にどのような災害の危険性があるか確認をお願

いいたします。 

  また、観光地である当町においては、災害時の避難行動において、町民のみならず観光客

の安全確保も重要なものであります。人、緊急物資の輸送を確保するため、まずは東伊豆町

内の道路整備を進め、加え近隣自治体や国・県とも連携を図りながら町外へと結ぶ道路整備

を進めてまいります。道路だけでなく海上交通も有効となります。国や県などと協議し、特

に緊急時における海上輸送の検討を進めてまいります。 

  また、災害時における役場本庁舎にある災害対策本部の機能維持を図ることも必要です。

この点に関しても検討を開始し、対応を図ってまいります。 

  東伊豆町の安全・安心の確保は、自然災害に対するものだけではありません。感染症対策、

健康づくり、高齢化など不安の多い福祉対策の充実も図っていかなければなりません。高齢

者福祉では、在宅の高齢者が体力を維持しながら自立した生活ができるよう支援するため、

デイサービス、趣味活動等を実施する生きがい活動支援通所事業など、在宅高齢者福祉事業

を推進してまいります。 

  次に、安心して暮らせるまちづくりについて説明いたします。まずは、地域内交通のある

べき姿の検討を開始いたします。そのためにアドバイザーを招聘する予算を今回の補正予算
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に計上いたしました。どのような地域内交通を実現すれば町民や観光客の移動ストレスを少

なくできるのか、その検討を開始します。安心して買物ができる、安心して病院へ通院でき

るなど、地域内交通の整備につなげてまいります。 

  ２つ目は、「郷土・東伊豆愛の醸成」であります。 

  「明日（みらい）へと希望をつなぐまちづくり」を実現するためには、町民がふるさとに

誇りや愛着を持ち、東伊豆町に住んでよかったと思えるまちづくりを進める必要があります。

ふるさとへの誇りや愛着を持っていただくための一つの手法として、まずは東伊豆ブランデ

ィング戦略を進めてまいります。その大きな柱になるのが、ＳＤＧｓへの取組です。これま

でに東伊豆町では食物残渣を利活用してきた経緯がございますが、この取組への再チャレン

ジも含め、ごみのリサイクルを進めてまいります。 

  女性が活躍し、輝く東伊豆町を目指します。地方の人口減少に歯止めをかけるヒントは、

女性の活躍にあると考えます。そのため、まずは子育て環境の充実に力を入れてまいります。

子育て中の母親にとって、子育ては大きな負担となっています。技術や能力を持っていても、

それを発揮する機会がない、チャレンジしたいことがあっても子育てが大きな負担となり、

新しい一歩を踏み出すことができない、このような状況を打破するためにも、現在の子育て

支援策をさらに充実させ、子育て環境の充実を図ってまいります。 

  国が進めるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の流れも受け止めながら、東伊豆

町民の幸福度の見える化を図り、郷土・東伊豆愛の醸成につなげてまいります。 

  次に、東伊豆町の子供たちにしっかりとした教育環境を提供してまいります。充実した教

育環境の整備は、教育の向上に重要なものであります。学校の在り方を検討し、学校教育環

境整備を行い、東伊豆町の子供たちが地元をはじめ世界でも活躍できる人材になれるよう、

人材育成に力を入れてまいります。 

  ３つ目は、「東伊豆町の稼ぐチカラの復活」であります。 

  まずは観光産業のさらなる磨き上げ、もうかる一次産業の実現、そして、ふるさと納税の

拡大を図ってまいります。 

  観光産業のさらなる磨き上げについては、国・県の様々な支援策を踏まえ、政策効果を最

大限に引き出すために「まずは自らが考える」の基本精神にのっとり、現場の声を大切にし

ながら効果的な施策立案・実行してまいります。 

  一次産業は、水産業にしても農業にしても、ふるさとの要です。地域の特性を生かした一

次産業を後押しし、もうかる一次産業を目指します。 
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  また、ふるさと納税の拡大については、まずは各課横断型のプロジェクトチームを立ち上

げ、参加意欲のある者が幅広く本プロジェクトに参画できるように図ります。各課横断のみ

ならず、民間の皆様とも連携、参画をいただきながら、チーム東伊豆町で力強くふるさと納

税の成果を増やしてまいります。ふるさと納税のポイントは、一次産業のさらなる参画と６

次化の成功にあります。基盤整備から組織の在り方までハードとソフトの両面で新しい流れ

をつくってまいります。 

  次に、東伊豆町の観光ＰＲや地場産品の販路拡大対策について御説明いたします。 

  まずは、東京における活動が主となりますが、二子玉川高島屋ショッピングモールでの

「雛のつるし飾りまつり」観光宣伝及び地場産品を使用した創作レシピによる飲食での提供、

ＪＲ東日本による東京駅構内でのうまいもの市への参加、浅草千束商店街アンテナショップ

での地場産品の販売及び観光宣伝など、また周辺市町で開催される物産展等への参加により、

さらに観光宣伝の充実、販路拡大を図ってまいります。 

  トップセールスによる地場産品や観光資源である地域の魅力の売り込みも重要だと考えま

す。町の魅力ある地場産品を町長が先頭を切って売り込んでまいります。 

  新型コロナウイルス感染症のパンデミックを経験する中で、地域内で経済を回す仕組みづ

くりが重要だと痛感しました。まずは地域通貨等を活用し、地域内での経済循環策を図って

まいります。町内の各施策を推進するためには、それに関わる者の意識向上や技術、能力の

向上を図らなければなりません。そのためには、まず知識、経験獲得機会の創出のため、講

演会、勉強会、そして現地見学会等の開催を進めてまいります。 

  そして、４つ目は「時代変化への順応」でございます。 

  時代は大変なスピードで変化しています。気候変動、人口減少、デジタル社会、新型コロ

ナウイルス感染症など、新しい環境、価値観への対応が求められております。 

  デジタル社会への対応については、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進し

ます。国の施策をしっかりキャッチアップしながら、新しいビジョンの構築と施策立案を進

めてまいります。 

  新型コロナウイルス感染症への対応については、ウィズコロナ社会に対応したまちづくり

を進めます。新型コロナウイルス感染症により働き方が大きく変化いたしました。当町にお

きましては、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活用し、ワーケーション

の推進を図り、移住者や関係人口の増に努めてまいりました。引き続き町内で活動するこれ

らの方々の支援を図ってまいります。 
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  まずは、移住・定住への入り口となる関係人口の潜在的なニーズを掘り起こすために、単

なる観光ではなく、当町に通い地域振興に役立つ活動をしてくれる方に対し、交通費の一部

を補助することとしました。関係人口を増やす上で重要なのは、町外から来られる方々と東

伊豆町民との相互理解と協力です。当町に興味を持った皆さんを町民の皆さんが気持ちよく

歓迎して交流する、誰に対しても開かれた町を目指します。 

  さらに、空き家バンク制度への登録者をさらに増やし、空き家物件の見える化を加速させ

ます。既に東伊豆町では空き家バンク制度を実施しておりますが、空き家バンク登録数は十

分と言えない状況です。より多くの方が空き家バンク制度に御登録いただけるよう町役場が

必要な役割を担い、登録数を増やしてまいります。また、登録された物件に誰もがどこから

でもアクセスでき、情報を得られるよう空き家物件等の見える化を進めます。 

  次に、既に東伊豆町へ移住・定住された働き手の皆様への支援策について申し上げます。

町外から東伊豆町へ移り住み、働かれる皆さんは東伊豆町の大きな活力の源です。そのよう

な皆さんが東伊豆町への愛着を持ち、東伊豆町ライフを楽しんでいただくための施策が必要

です。去る６月２日には、町内の観光施設で働く若手社員や役場の若手職員などが参加し、

地域の様々な方にインタビューを行い、地域の魅力を発見しつつ、町内の若者が広く交流し、

仕事や生活の悩みや楽しさを共有できるような関係性を築くことを目的としたイベントが開

催されました。今後は、町としても引き続きこのような取組を後押しし、町外から当町の企

業等に就職してくれた若者たち並びに移住・定住された方々が東伊豆町ライフを楽しめる環

境づくりを目指していきたいと考えております。 

  我が国は、既に人口減少時代に突入し、かつて経験したことのない人口減少、少子・高齢

化が進行しつつあります。東伊豆町においても、町の人口は1975年をピークに減少し続け、

令和４年４月30日現在で１万1,552人となっています。この急激な減少に歯止めをかけるた

めにも、「安心して暮らせるまちづくり」、「郷土・東伊豆愛の醸成」、「東伊豆町の稼ぐ

チカラの復活」、「時代変化への順応」などの諸政策を進めてまいります。 

  人口減少は、地域に大きな負のインパクトを与えるのは事実です。しかし一方で、規模が

小さくなるメリットもあるはずです。意思決定までがスピーディーである、政策の効果が出

やすい、行政の効率化やコストが抑えられるなど、行政はデメリットの影に隠れているメリ

ットも把握、活用しなくてはなりません。人口減少のデメリットを最小限に抑制しつつ、メ

リットを最大限に伸ばすことが求められます。メリットを引き出すためには、私たちを取り

巻く環境を整えなければなりません。そのためには、コンパクトなまちづくりが必要です。 
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  これまでは人口が増加する局面でまちづくりが拡大志向で行われてきました。しかし、人

口が減少する局面を迎え、中心市街地の衰退、空き家の増加、公共交通の衰退、公共施設の

維持管理など様々な問題が生じ、今、新しいまちづくりの考え方に思考をシフトする必要が

あります。人口動態に沿ったまちづくりを進めなくてはなりません。人口減少局面において、

コンパクトなまちづくりを進めます。今後は防災・減災の施策とまちづくりが一体となった

コンパクトシティの検討を推進し、政策を積み上げてまいります。 

  少子・高齢化の進行により生産年齢人口が減少局面にある中、また、世界的に資源不足が

懸念される中、施策の持続可能性を保つキーワードは、「平準化」と「シェアリング」にあ

ると考えます。平準化とシェアリングという、今ある様々な資源を効率的に分かち合うとい

う考え方が「明日（みらい）へと希望をつなぐまちづくり」を実現させるための処方箋です。

この２本の柱を今後の施策推進の基本的なコンセプトとします。 

  政策について、その使い方や効果も再点検し、政策のコストに対する効果を吟味し、優先

度を決め、効率的な実行を心がけてまいります。 

  結びに、私は町長就任時に職員に対し、この町のよさ、魅力、課題を教えてほしい、ふる

とのためアイデアを教えていただきたい、これまでの経験、ノウハウを生かし新しく変えて

いく原動力とする、現在の状況を受け止めて皆さんと共に変えていきたい、ふるさと東伊豆

をつくっていきたい、どうやって町を守っていくか、次の世代につなげていくか、皆さんと

一緒に輝く、うらやむ東伊豆町をつくっていきたいと訓示いたしました。 

  時代が大きく変化する中で「明日（みらい）へと希望をつなぐまちづくり」を目指し、そ

のために必要な町の将来像をしっかり描いて実現してまいります。オール東伊豆町の考えの

下、町民の皆様、議会の皆様と一丸となった体制で立ちはだかる壁に果敢に挑戦してまいり

ます。 

  改めまして、町民の皆様、議員の皆様に今後の町政の推進に御理解と御協力を賜りますよ

うお願い申し上げまして、私の所信表明とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（稲葉義仁君） この際、10時10分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前 ９時５８分 

 

再開 午前１０時１０分 
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○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ、再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（稲葉義仁君） 日程第５ 町長より行政報告を行います。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） それでは、行政諸般の報告をさせていただきます。 

  初めに、防災関係ですが、４月27日、年度当初の職員動員訓練を早朝実施し、125名が参

加し、参集体制の確認を行いました。 

  今月は土砂災害防止月間となっております。６月５日には、入谷区町内会をモデル地区と

して、静岡県下田土木事務所職員による土砂災害防止講習会を実施したほか、各地区で自主

防災会役員を中心に防災委員、住民による土砂災害危険地域の見回り、危険区域内に居住す

る住民への啓蒙活動を行いました。近年、全国各地で大規模な水害、土砂災害が発生してお

りますので、崖地、急傾斜地を抱える土砂災害危険地域の住民の皆様におかれましては、平

時から食料品等の備蓄、避難方法、避難経路、避難場所の確認、大雨が想定される場合は、

事前防衛を含めた早期避難行動をお願いいたします。 

  また、町では停電時の備えとして、今年度までの期限限定ではありますが、ポータブル発

電機、蓄電池の購入に対し補助制度を整備しておりますので、御利用ください。 

  消防団関係では、４月２日入団式を行い、再入団の団員を含めた新たに11名の消防団員が

加わることとなりました。３月をもって退団された団員の皆様には、長きにわたり消防団活

動を通じ地域貢献に寄与していただきましたことに心からお礼を申し上げますとともに、機

能別消防団員への登録をお願いいたします。消防団員の皆様には、引き続き自然災害等を含

むあらゆる災害に備え、訓練等を通じ消防署と消防団の連携が図られ、消防団本部、各分団、

消防団員１人１人の技能向上、体制強化に努めていただくようお願いするものであります。 

  町としましては、想定される様々な災害に備え、災害に備えた安心・安全なまちづくりを

さらに進め、減災に努めてまいります。 

  熱川温泉しおかぜ広場の指定管理者であります熱川温泉観光協会については、観光協会の

一元化に伴い、３月末日をもって指定管理者の指定の取消しの申出がなされ、東伊豆町公の
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施設の指定管理者選定委員会にて指定管理者の指定の取消しが決定しましたので御報告いた

します。 

  なお、熱川温泉しおかぜ広場の指定管理者につきましては、東伊豆町公の施設の指定管理

者選定委員会にて新たに指定管理者の選定がなされましたので、本定例会での御審議をお願

い申し上げます。 

  次に、ふるさと納税寄附金についてですが、令和３年度実績は、延べ3,673人、２億4,423

万円となり、前年度に比べ50.74％増という結果になりました。 

  なお、昨年度、町観光協会及び商工会により要望のありましたふるさと納税自動販売機事

業は、導入メリット、採算性等から今年度予算計上いたしておりましたが、６月10日にスタ

ートし、さらなるふるさと納税の拡大を図ります。自動販売機の設置場所は、業種ごとの検

討結果により、ホテル・旅館を候補とし、利用金額等を考慮した東伊豆町観光協会の推薦に

より、ホテル銀水荘といたしました。明後日、マスコミ発表を行うとともに、今後、ほかの

施設でもタブレットやバーコードを活用し自動販売機と同等のことができるようにいたしま

す。観光業を中心に面的に事業を進めるのは珍しく、全国的にも注目される事業であります。 

  次に、企画関係ですが、今年度より新たに森本健介さんと鈴木敦士さんの２名が地域おこ

し協力隊として着任しました。森本さんは、主にワーケーションや関係人口の構築などまち

づくりについて活動していただき、鈴木さんには、奈良本けやき公園の利活用に取り組んで

いただく予定です。町民の皆さんには、任期２年目となる樋口歩実さんを加え３名の地域お

こし協力隊の活動を温かく見守っていただくようお願いいたします。 

  また、３月に任期満了で地域おこし協力隊を退任した藤田翔さんが芝浦工業大学の学生が

改修した旧ふれあいの森管理棟をＭＯＲＩＥという名称で、ワーケーションなどの宿泊や大

学生の活動拠点、子供たちを対象としたサマーキャンプの開催などを行う施設として運用を

開始しましたので、多くの方に利用していただきたいと思います。 

  まちづくりアドバイザーについてですが、今年度より利用者の少ない土休日の自主運行バ

スの運行を休止しましたが、高齢化や運転免許証の返納後の町民の皆さんの外出の足となる

交通手段について検討するため、ＭａａＳの第一人者で国土交通省の「アフターコロナ時代

に向けた地域交通の共創に関する研究会」のメンバーである合同会社うさぎ企画代表社員の

森田創さんをまちづくりアドバイザーとして委嘱する予定です。大手鉄道会社に勤務してい

た森田さんの幅広い知見を今後のまちづくりに生かしていきたいと考えております。 

  次に、ＬＩＮＥによる情報発信の開始についてですが、４月より町公式ＬＩＮＥの運用を
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開始しました。文字情報以外の多彩な情報発信が可能になるメリットを生かして、積極的に

町政情報を発信していきたいと思います。今回の補正予算では、町の公式ＬＩＮＥに登録す

ることにより、町内でお得に買物ができるＬＩＮＥクーポンの発行や高齢者の方がスマート

フォンを購入する際の補助金交付のための費用を計上しています。将来的には、現在の情報

配信メールを廃止する予定ですので、これを機会に町民の皆様にはぜひＬＩＮＥへの登録を

お願いいたします。 

  次に、税務関係ですが、５月末日で令和３年度の出納を閉鎖したところです。３年度は、

コロナ減免による調定額の減に伴い、町税の収入額は前年から減少しましたが、収納率は、

令和２年度に新型コロナウイルス感染症の拡大により、徴収猶予を受け繰り越された固定資

産税などが納付された影響で前年度を上回る結果となりました。当町では、引き続き納税者

の利便性を高める取組として、地方税における申告、申請及び納税等の手続をインターネッ

トを利用し電子的に行うシステムであるｅＬＴＡＸなどの活用を推進するとともに、各種税

務研修への参加を通じて職員の資質向上を図り、町政運営において貴重な自主財源となる町

税の確保と町民の信頼に応える納税秩序の維持に努めてまいりますので、皆様には、今後と

も町税の納税に御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

  次に、住民福祉関係ですが、一般家庭などからの収集ごみの排出割合やリサイクル率が県

下で最も悪い部類となっており、循環型社会形成をより推進するために、４月１日よりごみ

の有料化を実施しました。４月30日までの猶予期間を経て、５月１日からは新しい可燃物用

指定袋での排出となりましたが、各区の協力により、ごみステーションパトロールなどによ

り適正排出へと結びついております。町民の皆様方の御協力に感謝申し上げます。 

  また、４月から家庭から排出される生ごみの減量化及び堆肥化を推進するため、家庭用生

ごみ処理器、コンポスト容器の購入費に対する補助制度を整備しました。町民の皆様には、

この機会の御購入をお勧めいたします。 

  ５月29日には、環境美化推進運動の一環として町内一斉のクリーン作戦を実施し、多くの

町民に御参加いただいた中で、快適で住みよい環境の保全に努めていただきました。町民並

びに関係各位の御協力に感謝申し上げます。引き続き身近な取組として、ごみの減量化、再

利用、再資源化を実践していただけるよう御協力をお願いいたします。 

  交通安全関係では、４月６日から15日まで春の全国交通安全運動が実施され、４月７日に

は交通指導員、学校及びＰＴＡ等の御協力の下、朝の街頭指導を実施し、交通ルールとマナ

ーの徹底を呼びかけました。参加いただきました関係各位にお礼申し上げます。 
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  福祉関係では、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面にし

た方々に対し、速やかに生活・暮らしの支援をすることを目的に、住民税非課税世帯等に対

して１世帯当たり10万円を支給しております。令和４年３月から支給を開始し、４月末現在、

対象世帯約2,050世帯に対し1,817世帯に支給しましたが、この給付金は、令和４年９月まで

受け付けておりますので、支給申請がお済みでない対象世帯の方は申請をお願いいたします。 

  子育て支援関係では、４月１日から稲取保育園が保育所型認定こども園の認定を受け、名

称を東伊豆認定こども園に変更し運営を始めました。認定こども園になったことにより３歳

から５歳児の幼稚園児の受入れも可能となりました。また、稲取小学校、熱川小学校で実施

しております放課後児童クラブの運営ですが、５月17日に公募型プロポーザル方式選定審査

会を実施したところ２社から提案があり、審査の結果、株式会社共立メンテナンスに決定し、

６月１日から運営を委託しております。 

  次に、健康づくり関係では、新型コロナウイルス感染症予防のための３回目のワクチン接

種を１月末より実施し、５月の集団接種終了時点では、65歳以上の高齢者の方87.9％に接種

していただき、町全体では72.3％の方の接種が終了したところです。また、４回目の接種に

つきましては、４月末に厚生労働省より方針が示され、新型コロナウイルス感染症にかかっ

た場合の重症化予防を目的に、60歳以上の方及び18歳から60歳未満の基礎疾患のある方を対

象に、３回目から５か月の間隔を空けて接種することが決まりました。これを受けて当町で

は、現在接種体制の確保に向けて、接種券の発送等、準備を進めているところです。 

  次に、特定健診・健康診査につきましては、４月に対象者の方に案内を通知したところ

1,609人の予約をいただきました。５月30日から９月30日までの期間のうち26日間で、役場

及び保健センターを会場に感染症予防対策を講じて集団健診を実施していきます。また、秋

以降には、未受診者の対策といたしまして、町内医療機関において個別健診も予定している

ところです。 

  そのほか高齢者の健康づくりや介護予防事業の各教室につきましても、感染予防対策を講

じて５月より、順次開催しております。 

  次に、建設整備関係ですが、二級河川白田川にかかる町道稲取片瀬線の白田川橋につきま

しては、５年に１度の法定点検により緊急に措置を講ずべき状態であると診断され、４月１

日より通行止めとさせていただいております。地域住民の皆様には大変御迷惑をおかけして

おりますが、御理解、御協力をお願いいたします。 

  ４月13日に片瀬区町内会長及び白田区長より架け替えについての要望書の提出がございま
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した。地域住民の意向は重要であると考えておりますが、架け替えの可否について判断する

に当たり、事業費や工程及び問題点の整理等による検討が必要と考え、今回の補正予算に計

画策定費を計上させていただきました。その上で財政負担などを確認したいと考えておりま

す。 

  梅雨時の災害発生を未然に防止することを目的に、県と連携して町内の二級河川である大

川川、濁川、白田川及び稲取大川の河川パトロールを実施し、情報共有を図りながら河川の

異常時には迅速に対応してまいります。 

  地籍調査事業につきましては、賀茂地域１市５町と静岡県で共同実施に関する協定を結び、

平成29年度より実施しております。今年度につきましても、津波浸水区域を含む白田地区の

町道白田臨港線から稲取側の国道下であります白田Ｉ地区の0.04平方キロメートル及び稲取

地区の伊豆急行黒根トンネル付近から富士伊豆農業協同組合稲取支店までの二級河川稲取大

川北側であります稲取Ｉ地区の0.04平方キロメートルについて、官民全ての筆界を確認する

ため業務委託する予定でおりますので、対象地区の土地所有者におかれましては、境界立会

等の御協力をお願いいたします。 

  次に、観光・商工関係ですが、令和３年度の当町の入湯客数は、前年対比で5.7％増加し

ているものの新型コロナウイルス感染症がおさまらない影響で、一昨年と比べ40.2％の大幅

減となっております。特に令和３年８月から９月までの期間は、新型コロナウイルス感染症

の第５波により、まん延防止等重点措置、緊急事態宣言が発令され、回復基調にあった観光

客の入り込みに水を差す状況になりました。その後、年末にかけて客足は徐々に戻り始め、

令和３年12月頃になると一旦は例年の９割まで復活するも、年が変わり令和４年に入ってか

らは新型コロナウイルス感染症第６波の急拡大により、まん延防止等重点措置が再度発令さ

れました。その影響により、雛のつるし飾りまつり、河津桜まつりなど大きな収益確保が見

込まれる時期である２月の入湯客数は、例年の55％にとどまってしまいました。幸いにも３

月21日に全国でまん延防止等重点措置が解除されると旅行客が増え始め、今年のゴールデン

ウイークは例年並みのにぎわいになりました。現在実施されている県民割や今後実施が検討

されているＧｏＴｏトラベルなど、国・県の大型施策による経済効果を今後も期待するとこ

ろですが、町としましても、国の交付金を活用した中で誘客対策事業に力を入れ、町の主力

産業であります観光産業の活性化に努めてまいります。 

  産業団体連絡会関係ですが、５月17日から19日の３日間、岡谷市の大規模ショッピングモ

ール「レイクウォーク岡谷」にて姉妹都市物産展が行われ、岡谷市の姉妹都市である群馬県
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富岡市、岡山県玉野市と共に参加しました。東伊豆町からは、商工会から３事業者と農業団

体から１団体が物販を行い、併せて東伊豆町の観光宣伝を行ってきました。 

  ロケ誘致の関係ですが、令和３年度に受け入れました総数は42件でありました。特にコロ

ナ禍の影響で、町なかでの撮影が難しい状況もあり、稲取細野高原での撮影が多くなりまし

た。所有者の稲取財産区の同意、協力を仰ぎながら23件の受入れを行っております。近々で

は、ＮＨＫの土曜ドラマ「17歳の帝国」が５週にわたって放送され、多くのエキストラの協

力により東伊豆町で撮影が行われました。また、スタッフも多く携わっていることから、滞

在期間に生じる経済効果も多く生じております。 

  イベント関係ですが、４月17日にクロスカントリーコーススタート付近にてグリーンフォ

レストマーケットが開催され、多くの人が来場し、買物を楽しんでおられました。 

  ４月24日には町民ゴルフ大会が開催され、新型コロナ感染対策により閉会式等の式典がな

い形で実施されました。当日は悪天候にもかかわらず90名の方が参加され、お互いの腕を競

いながら交流を深めました。 

  ４月29日から５月１日の３日間、クロスカントリーコース及び町立体育センターを会場に

レインボーディスコクラブから３年ぶりに開催されました。全国的に新型コロナウイルス感

染症によるイベントの人数制限などの規制解除がなされた状況でしたが、従前の新型コロナ

ウイルス感染症対策を行い、感染リスクを低減させる工夫を行いながら開催しました。あい

にく１日目と３日目に雨に見舞われましたが、３日間で延べ6,000人の方が来場され、国内

外を含め総勢23組のアーティストの演奏を楽しまれました。雨の影響でコース内が荒れてお

りますが、主催者側により復旧作業を行っておりますので御承知ください。 

  次に、農林水産の振興関係ですが、５月11日から松くい虫防除事業、薬剤地上散布を行っ

ています。間隔を空け計３回の実施となります。近年、１月からの積算温度が高く、昨年同

様、松くい虫による被害が多くなることが想定されることから、景観の重要度が高い地域を

重点に薬剤散布を実施しております。 

  次に、東伊豆町営稲取海浜プールの指定管理者であります稲取温泉観光協会及び東伊豆町

営熱川海浜プールの指定管理者であります熱川温泉観光協会については、観光協会の一元化

に伴い、両協会とも３月末日をもって指定管理者の指定の取消しの申出がなされ、東伊豆町

公の施設の指定管理者選定委員会にて指定管理者の指定の取消しが決定しましたので報告い

たします。 

  なお、東伊豆町営稲取海浜プールの指定管理者につきましては、東伊豆町公の施設の指定
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管理者選定委員会にて、新たに指定管理者の選定がなされましたので、本定例会での御審議

をお願いいたします。 

  次に、教育関係ですが、今年度は学校教育環境整備委員会において、小中学校の規模や配

置の適正化、その適正化に向けた整備の具体的方針を検討していただき、町としての方向性

を決めていければと考えております。町民の皆様には、教育委員会だよりにて引き続きお知

らせしてまいります。さらに、昨年度１年をかけ協議してまいりました幼稚園の統合につい

ては、令和５年度から現在の２園から１園とすること、場所は現在の熱川幼稚園を活用した

新幼稚園としてスタートすることが決まりましたので、今年度は新園の運営方法などを検討

し、統合が円滑に進むよう準備会を開催してまいります。こちらにつきましても、幼稚園統

合だよりとして町民の皆様にお知らせしてまいります。 

  また、今年度から町立体育センターや学校体育館、野球場及び新グラウンドといったスポ

ーツ関連施設の予約状況が町のホームページにて確認できるようにいたしました。施設を予

約していただく際の空き状況が確認しやすくなりましたので、御活用くださるようお願いい

たします。 

  次に、水道事業関係でありますが、令和３年度の水道事業会計は３月末で出納を閉鎖いた

しました。概要といたしまして、収益面では、使用水量の減少により営業収益が前年対比

690万円、1.7％の減収となりました。一方、費用面では、令和２年度の災害復旧仮設電気料

金皆減や電力会社の変更による動力費削減により、費用の減少が収益の減少を上回ったこと

から、わずかではありますが純利益を確保することができたところであります。 

  しかしながら、施設・管路の老朽化対策など今後も厳しい経営状況が想定されるため、新

規井戸の有効活用や施設のダウンサイジングなど計画に沿って事業を着実に推進することに

より、経費節減やリスク分散などに努め、継続的に安全・安心な水の供給を行っていけるよ

うに取り組んでまいりたいと考えておりますので御理解をお願いいたします。 

  以上で行政諸般の報告とさせていただきます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 一般質問 

○議長（稲葉義仁君） 日程第６ 一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問、答弁を含め60分以内で、本定例会は一問一答方式により行います。 
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  また、町長の反問権については、議長の許可の下、行使することが可能です。なお、反問

権行使に要する時間は持ち時間60分に含めませんので、御承知ください。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 楠 山 節 雄 君 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員の第１問、町長の政治姿勢についてを許します。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 皆さん、おはようございます。 

  10代目の岩井新町長誕生、おめでとうございます。私も含めて町民の皆さん、本当に期待

感を持って見守っていくと思います。一朝一夕にはなかなか結果は出てこないと思いますけ

れども、ただ、町の経済状況等を考えると悠長に構えていられない、そんな状況だと思いま

すので、ぜひスピード感を持って町政運営に当たっていただければありがたいなと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

  今回、私は１問質問をさせていただきますけれども、６項目にわたっての質問となってお

りますので、順次お答えをいただければと思います。 

  最初に１問です。町長の政治姿勢について。 

  全国的にもまれな国政から地方自治への転身で注目されての町長就任となりましたが、以

下の点について伺います。 

  １点目、なぜ東伊豆町長への転身を決意されましたか。 

  ２点目、国・県への対応をどう図りますか。 

  ３点目、職員の健康管理について、どのような認識を持っていますか。 

  ４点目、旧大川小学校をはじめ施設の活用をどう図りますか。 

  ５点目、４月１日から始まったごみの有料化について、現状の認識はどうですか。 

  ６点目、国民の祝日における国旗掲揚の推進についてのお考えは。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 
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○町長（岩井茂樹君） 楠山議員へお答えいたします。 

  まれというか、国政から町長になるのは、確かにあまり聞いた話ではございません。それ

を基に御質問いただいたと思っております。 

  最初の質問でございますが、東伊豆町長への転身、どうして決意をされたか。話すとすご

く長くなるんですが、端的にお話をいたしますと、2010年に行われました参議院選挙で初当

選をして以来、11年間国政の場で仕事をさせていただきました。それも本当にいろいろな方

の御支援があって国政に邁進できたと思っております。当然東伊豆町の皆さんをはじめとす

る静岡県下の皆さんにいつも感謝の気持ちでいっぱいであります。国会議員になってからは、

辞めるまでの11年間、本当にいろいろなことがあって、いろいろな勉強もさせていただきま

した。 

  東日本大震災が発災して、その後の復興の仕事を復興庁の政務官として現地に行ったり、

いろいろなこともさせていただきましたし、たしか平成26年に増田寛也さんが、この伊豆半

島もそうですけれども、消滅の危機というショッキングなレポートを出して、その中で、ま

さに内閣府の政務官として地方創生のスタートのときの仕事も少しやらせていただきました。

それだけではなくて、東伊豆の関係でいうと農林水産委員会というものがございまして、一

次産業は大変重要なところでありますので、そこの委員長という仕事の中で、実は東伊豆町

の農協の青壮年部の皆さんと、もうかる農業の勉強のために皆さんを連れて熊本まで行った

り、そんなことをやったり、水産の関係で言うと稲取港の漁業というのを応援したいという

気持ちの中で、新しい整備、国が進める整備を少し紹介したり、つないでみたりということ

もしておりました。その頃からも、既に東伊豆町とは御縁があったということであります。 

  いろいろな皆さんの御縁で、いろいろ活動をさせていただく中で、いろいろな経験をすれ

ばするほど、自分の中にまたちょっと違った思いというものが実は生まれまして、それはど

ういう思いかというと、今までの経験や知識、人とのつながりを生かして、より現場に近い

ところで仕事がしてみたいなというふうに何となく思い始めておりまして、決定的というか、

それを強くさらに後押ししたというのが実はコロナでありまして、コロナ禍の中で、そこの

対策本部のメンバーということで自民党というところでやっていたんですけれども、それも

そうなんですけれども、本当に地方自治が重要だというのを痛感しました。緊急事態宣言を

発出するにしても、国が最終的には決断をするんですけれども、必ずやはり地方自治体に御

意見を聞く、つまりやはり現場をよく知っているのは、どちらかというと地方自治体ではな

いのかなというふうな思い、あとは諸課題がありますけれども、防災の話もそうですが、人
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口減少の話もしかり、一番直面しているのは、まさに地方自治体、そこの中で自分が少しで

も役に立てるならという、そんな思いがありまして、あとは去年いろいろ、皆様御存じのよ

うないろいろな状況があって、静岡県の知事選という話もある中で、ただ、先ほどお話をし

ました地方自治体での仕事、現場でしっかり仕事をしたいという思いはぶれることなく、そ

の後、東伊豆の応援してくれる方のそういうラブコールというか、そういうものもありまし

て、東伊豆町長という道を選ばせていただいたということであります。 

  あと国への対応ということでありますけれども、恐らく去年の知事選ということも踏まえ

ているという御質問かもしれませんけれども、着任してどのようなことをやったかという話

でありますが、町長就任後、４月18日に静岡県庁に行ってまいりました。目的は、知事に会

うためであります。多分、時間にして55分ぐらい２人だけでお話をさせていただいて、当然

それは、この町のいろいろな課題もお話ししましたし、知事からもいろいろなアドバイスと

いうようなものもいだいたということであります。その後、副知事とも面談をしました。各

部長を訪問させていただいて、そして５月18日には、今度は県ではなくて国のほうに行って

まいりまして、国土交通省事務次官、観光庁の長官、水産庁の長官と面談をさせていただい

て、同じように東伊豆の課題、いいアイデアがないかというような話をさせていただいてお

ります。行くだけではなくて、実は中部運輸局の局長もわざわざこの当町を訪問していただ

いて、いろいろなお話を聞くことができました。沼津河川国土事務所の所長もそうですし、

そこだけではなくて清水港湾事務所の所長もわざわざ来ていただいて、伊豆半島どうですか

というような話も、それは今までのいろいろなつながりがあったからこそ、それをしっかり

と生かすことがこの町にとって大変重要だなというふうに思っております。 

  あとちょっと３問目というか、職員の健康管理というお話でありますけれども、大変重要

な話だと思っています。いろいろな意味で、肉体的にも精神的にもということなんですけれ

ども、近年、全国的に公務員の心身の不調、特に心の病による病気休暇というものが増えて

いるというのも聞いております。東伊豆の役場もそういう傾向が少しあるかもしれませんが、

実は国のほうも同じで、やはり責任を持って仕事をされているという中で、かなりストレス

があるというのが事実だと思っています。国・県からの権限移譲による仕事がすごく増えて

いるというのを目の当たりにしておりますし、住民ニーズへの対応、まさにさっき私が言っ

た現場に近いというところが、いいんですけれども、直接いろいろな話が聞こえてくるとい

うこともあろうかと思います。 

  職員の健康管理については、まさに心身不調の、まず予防が大事だと考えておりまして、
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管理職や同僚に、自分がちょっと不調なんだよということを気軽に話せる、または不調を気

づいてあげられる職場環境というものをつくっていくことが重要だと思っています。個人的

には、暗い職場よりも明るい職場というふうに考えておりまして、当然ですけれども、朝来

たら「おはよう」と、帰るときは「お疲れさま」というものを町長自らなるべく言おうとい

うふうに思っています。 

  あとは全職員の健康状態の把握をしなければいけないとも思っておりまして、このために

健康診断とか検診とかカウンセリング、ストレスチェックということをもう既に行っており

ます。ただし、心の病については本人の申告、管理職への相談によるもの、同僚からの報告

など早期発見、これが大変重要だと思っておりますので、引き続き、この町を支えているの

は役場の方だという認識もありますので、そのあたりをしっかりと取り組んでいきたいとい

うふうに思っております。 

  次ですけれども、旧大川小学校の施設の活用ということであります。私も実際に現場に行

ってきました。たしか耐震化のことはもう済んでいるという中で、大変地域の方も、町とし

ても旧大川小学校の活用というのは大変重要、考えなければいけないなというふうに認識を

しております。一方で町が所有する施設につきましては、公益施設等の総合管理計画という

ものがございまして、その中で将来予測される財源不足に備えて住民ニーズ、これにしっか

りと対応しながらも施設や機能の整備、統合を図って、施設総量の適正化、つまりあまり多

過ぎるとちょっと減らそうという中での多分大川小学校が統合されたという経緯だと思って

おります。 

  基本的には、必要な施設については計画的に補修や修繕を行い、廃止すべきだと判断され

た施設については利用を中止してやっていくということになろうかと思いますけれども、施

設の活用については、まずはいろいろな方の御意見、地域の方もいろいろなお考えがあると

思いますし、町としても、この町の発展のためにどうすることが一番いいのかということを

真摯に考えながら、冒頭、所信の中で言いましたけれども、「万機公論に決すべし」という、

そういう精神の下で活用をしっかり図っていきたいなと思っております。 

  そして、ごみの話であります。４月１日からごみが有料化になりました。もう少し混乱を

するのかなと思ったのですけれども、見ている限りは、そうでもないのかなという印象が個

人的には持っているんですけれども、昨年７月に住民説明会を実施して、ホームページでも、

あとはユーチューブで配信をやったり、制度の詳細について既に町のほうでも回覧、各区の

協力によるごみ収集所への不適正排出、要はルールにのっとらないごみの出し方だと思うん
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ですけれども、そういうことに対する看板設置とか、販売店の店舗内での変更内容の掲載等、

こんなことをずっとやっておりました。このようなことから４月30日までの移行期間を経て、

５月１日からおおむね順調にスタートしているというふうに認識しています。 

  しかしながら、私のところもそうですけれども、時々持っていかれないごみがあるのも事

実であります。ただ数は少ないというふうに思っています。一部の集積所においては、旧指

定可燃のごみ袋で生ごみを出してしまったり、前のごみ袋に瓶とか缶を入れて出してしまっ

たりというような事例が見られているというのも報告を受けております。環境衛生監視員と

いう方、各区から出ていただいておりまして、その方からの報告ということでありますけれ

ども、近隣住民等にこのようなことで影響があるということから、実は改善されない１か所、

ちょっと早く対応したほうがいいというか、そういうところにおいては監視カメラの設置依

頼が来ておりまして、貸出しを予定しております。 

  今後も引き続き現場サイドの情報をしっかりと得ながら、適切な対応をしていきたいと思

っております。 

  これは最後になると思います。国旗掲揚の話であります。 

  御存じのように、国のほうでは国旗掲揚については法律が、たしか平成11年に策定をされ

たというふうに認識をしております。国旗というのは、いずれの国でも国家の象徴として大

切に扱われていると、それが普通の話だと思うんですけれども、ある意味、国家にとっては、

なくてはならないというものであって、国旗が国民の間に定着するということは国としては

望んでいるというふうに思います。ただ、一方でこの法制化は国民の皆様に新たに義務を課

すというものでもありません。国民の皆様方が日章旗の歴史などをちょっと思い返りながら、

ふるさとの愛情ということも含めて、個々で感じられるということが重要ではないかなと思

っております。 

  東伊豆町においてもいろいろな状況があると思います。国旗を掲揚したくてもスペースが

ないとか、いろいろな住宅の状況とかありますので、ぜひ国旗を掲揚できる方は掲揚してい

ただければいいのかなというふうに思っております。思想信条ということもあろうかと思い

ますが、その辺に配慮しながら、ただ、この地域として、先ほど東伊豆への愛情という話を

しましたけれども、その辺もちょっと絡むかもしれませんけれども、そういうふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 
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（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） すみません、ちょっと欲張って６点やったものですから、時間がちょ

っと心配になってきました。 

  町長、今回はちょっと深く掘り下げるということは無理だと思いますので、町長の基本的

な考え方みたいなものを確認させていただければと思います。 

  東伊豆の町長を目指したということは、私は参議院選挙も含めて、県知事選挙も本当に熱

心なサポーターがいっぱいいて、現職の県知事に勝ったのは熱海と東伊豆というふうなこと

で、そうした熱心な支援者の要望に応えるということが、その結果として、そういうふうに

なったのかなというふうに思っております。 

  ただ、御殿場市も含めてほかの自治体からも市長、町長の要請があったように私は聞いて

いるんですけれども、東伊豆町を選んだというそこの部分、そこのところを最後にちょっと

１点お聞かせください。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） お答えいたします。 

  なかなか説明しにくい御質問ですけれども、幾つかそんな話はあったかと思います。ただ、

もう東伊豆との御縁というのは私が国会議員になる前から、もう十五、六年になるんでしょ

うか。前からのお付き合いがあって、東伊豆の方だけが私のことを「おめぇ」とか、決して

先生とは呼ばないという、大変居心地がいいというのもあるんですけれども、もう少し理論

的な話をすると、先ほど少しお話をしたかもしれませんけれども、規模感というものがあっ

て、いろいろな課題解決の政策の効果が出やすいという話もあろうかと思いますし、もとも

と私の曽祖父が賀茂の出身ということもあって、伊豆半島のために仕事ができるというのは、

大変自分にとってはありがたい、いろいろな条件が重なったということだと思います。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 町長選に立候補を表明して、各家庭も含めて熱心に回られたと思うん

ですけれども、その中で私なんかが聞いているのは、やはり次にまた参議院の先生に戻るん

じゃないの、あるいは次の県知事選挙をにらんでの腰かけみたいな、そんなことを言う人も

いたんですよね。ですけれども、今まで町長の姿勢を見ていると、もうそういうものは全く

心配御無用だということが分かりましたので、１点目については了解をさせていただきたい

と思います。 
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  ２点目の国県との対応の関係なんですけれども、町長は国交省をはじめとして副大臣もや

られて要職にあったわけですから、国の職員に対しての態度というんですか、そこの接し方

というのは、どちらかというと立場が今までは国政だと上、今度はやはり一つの地方の自治

体ですので、立場的にはやはり国にお願いをしていくという部分というのが基本になってく

ると思うんです。そういう中で、やはりその辺の対応を一つ下がってみたいな気持ちの中で

対応をしていくのではないかなと。ただ人とのつながりというものも、国の大臣をやってい

るときにいろいろな人脈があると思いますので、そうした人脈は有効に活用していくんです

けれども、その辺のことをぜひ自分を下に置いてというふうな気持ちが私は必要ではないか

なと思うんですけれども、その点と、県知事とは小一時間お話をしたということで、ノーサ

イド的な立ち位置にいるのかなと思うんですけれども、コシヒカリ発言もあって、なかなか

気性の激しい県知事ですので、その辺の確執というものを心配する町民というのがやはり多

くいたんですよね。だからその辺のこともぜひ、県知事とはうまくやっていかないと、やは

り国・県の躍進が大事だということは所信表明の中にも書かれていることですので、その辺

をちょっと１点お聞かせください。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  立場が変わったので、その対応の仕方いかんということだと思うんですけれども、自分が

国会議員のときから、今も実は変えていません。当初から上から目線ではありませんでした

ので、同じ目線で常にどなたとも一緒にいたので、逆によかったなと思っていまして、例え

ば中央官庁に行っても、今まで偉そうにしていた人だと結構大変だと思うんですけれども、

もともと腰が低いので、そんなに実は自分の中では対応を変えたということはなくて、普通

に一地方自治体の長ということで行っても、向こうもそんなに違和感なく受け止めていただ

いていると、会話の内容にも特にぎくしゃくすることもなく、和やかな感じでやらせていた

だいているというふうに思います。 

  あと県知事については、やはり静岡県の長たる方なので、そこはもう懐はしっかりと持た

れているというふうに思いますし、特にそういう自分の中では、受け止めでは、特にその後

の変なしがらみというか、心のわだかまりでしょうか、そういうものはありません。でなけ

れば、そんな長い間、話さないのではないかと思いますので、ここは是々非々で、静岡県の

ために、もしくは東伊豆町のために、伊豆半島のためにというところを目標にしてお付き合

いをさせていただければと思っています。 
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○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ありがとうございます。 

  ３点目の職員の関係なんですけれども、なかなか悩んで、身体的なことを私は心配をして

いるんです。心のほうを心配をしています。本人から上司への申出だとか、あるいは町長に

直接、今こんな状況ですからもう苦しんでいるよというふうなことを言えるような職員であ

れば、これ問題ないと思うんですけれども、助ける手を差し伸べる、そうしたことというの

はできることだと思うんですけれども、そういうやはり申出ができないような人たちを救っ

ていかなければならないなというようなこと。実はこの前のときもちょっとそのことをお話

をしたんですけれども、私の同級生が本当に悲しい出来事が起きてしまったものですから、

そういうことが二度と繰り返されないように、課長を中心として周りがやはり気遣いをする、

町長がそういうことをやはり常々、心の片隅、頭の片隅に置いていただいて、そうした不幸

が二度と起きないような、カウンセリングだとかいろいろな対応はしていただいているとい

うことはもう承知をしていますけれども、ぜひその辺のことを認識をしていただければと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  職員の方、特に心のケアという話だったと思うんですけれども、いろいろ世の中が複雑化

してきたりとか業務の量も多種になってきているということもあると思うんですけれども、

ストレスを抱えるのが大きいと思っています。性格にもよると思うので、そこを言えない

方々へのフォローというのはちょっと心がけるというか、いつも気に留めるということと、

あとは役場の中で少し明るい雰囲気になる取組みたいなものを、今はちょっとなかなかでき

ないかもしれないですけれども、昔は何かちょっとしたクラブがあったという話を聞いたり

しています。そういうところで仕事外の中でのお付き合い、これはなかなか強制はできない

ところでありますけれども、少しストレス発散になれるようなことも少しできればいいのか

なというふうに思っています。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 町長代わられて、町民も含めて私なんかもそうなんですけれども、期

待感を持っているんですけれども、その半面考えると、今度はやはり行け行けじゃないんで
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すけれども、町長が新しい事業をやったり、いろいろなことの中で仕事量も含めて、やはり

やりがいのあるという職員が多く出てくるとは思うんですけれども、一方、それをやはりス

トレスに感じてしまうという、その危険性も表裏一体というか裏にはあるのかなというふう

なことをやはり考えたりしていますので、ぜひそういうことにならないように再度お願いを

して、この３点目は終わります。 

  ４点目の旧大川小学校を含めた施設利用の関係なんですけれども、大川小学校が統合され

て５年ちょっと経過をしているような状況なんですけれども、いまだちょっとまだ方向性が

見えないと。地元ではやはり検討委員会みたいなものを立ち上げて、そこの中で検討してい

るということでお聞きをしていますけれども、前の町長も地元意向を最大限尊重するよとい

うことです。これはもう本当にさっき言ったように、町民からいろいろな方から広く意見を

聞くということ、町長の基本姿勢みたいな部分ですので、地元意向を尊重するというのは、

これはもうごく当然のことだと思うんです。 

  ただ、なかなかやはり前に進まないということを考えると、前にもちょっと私お話しした

と思うんですけれども、町がやはりそこの中に入っていかないと、なかなか前に進まない部

分かなと。アイデアだとかそういうものをもらったことによって前に進めるという、そこの

部分もあると思いますので、その辺の考え方と、幼稚園は統合して稲取幼稚園が空きになる

ということですけれども、将来的には、小中学校も一貫になるのか総合になるのかまだ全然

結論も出ていない中で、ただそうは言っても、やはり総合計画みたいに将来を見越すみたい

な計画もやはり必要、さっき町長は町内の交通の関係で専門家を交えた検討委員会みたいな

やつを立ち上げるというふうなことですけれども、そういう施設も含めての検討委員会みた

いなものを専門家も含めて立ち上げたらどうかなというふうに思いますけれども、その辺の

考え方をちょっと教えてください。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  まさに地域の方の意見を聞くというのは大前提なんですけれども、地域の方が意見を持つ

までのフォローもしなければいけないと思っていまして、いろいろなものがありますよね。

いろいろなやり方とか、そういうものもちゃんと、例えば地域の方々に御紹介をして、それ

で考えてもらうという、そこのところを少し重要視したいなというふうに思っています。な

ので、今お話、御提案があったような、提案するというまさにそこに近いことだと思うんで

すけれども、そういうことをやっていきたいと思っています。 
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  あと旧大川小学校の活用も含めて、まちづくりという観点で考えていかなければいけない

と思っています。加えてまちづくりを考えるに当たっては、防災・減災の視点も入れなけれ

ばいけませんし、人口が減ってきているという、そういう状況の中でどういうまちづくりが

いいか、あとは戦後いろいろ整備してきたインフラが一斉に老朽化をしてきているという問

題に対してどう関わっていくのか。高齢者が、たしか大川は高齢化率が町の中で一番高かっ

たと思います。そういうところでどういうふうに使えばいいかと、かなり多方面で考えてい

かなければいけないということなので、何らかのそういう、広くいろいろな皆様方からの御

意見を聞くというやり方というのは必要なのかなというふうに思っています。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ありがとうございます。 

  今、町長まさに言われたようにやはりまちづくり、全体的な考え方をしなければならない

し、やはりこの地域の振興みたいなものに寄与できるようなものであれば一番いいなと思い

ますので、ぜひその辺は御留意をいただきたいと思います。 

  ５点目のごみの有料化の関係なんですけれども、行政報告の７ページ、適正排出がされて

いますよと先ほど町長の答弁の中でもそういうふうなお話があったんですけれども、私は毎

日のように広報ひがしいずで、ごみの排出の仕方がまずいよというふうな内容の広報をちょ

っと聞いて、何か問題点が発生しているのではないかな、まだスタートしたばかりですので、

これからそうしたものというのは改善をされてきたり、ごみの有料化、リサイクル率の向上

ですとか施設の延命化だとか、そういうものを目指してごみの有料化にしたわけなんですけ

れども、そういうメリットがこれからだんだん出てくる、デメリットよりメリットのほうが

大きいというものが今後出てくると思うんですけれども、現時点で、やはり広報を繰り返す

ような状況というのは、これはどうでしょう、問題はありませんか。その辺をちょっと、も

しあれだったら担当課のほうからの御答弁でも結構ですので、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（鈴木尚和君） 町の広報については、今、有料化が始まりまして、旧指定袋

で排出されているごみも一部であるんですけれども、新しい袋の中に瓶・缶が混在したもの、

あるいはペットボトルを資源ごみ袋で出さなければならないものを新しい可燃袋に入れて排

出されるもの、そういったものの町民の方のちょっと勘違いがあるということで広報させて

いただいています。 
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  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 課長あれですか、広報を始めて大分たつわけですけれども、改善の傾

向に進んでいますか、その辺はどうでしょう。 

○議長（稲葉義仁君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（鈴木尚和君） 当初、町と区のほうでゴールデンウイーク明けからパトロー

ルをさせていただきました。その中で、町内のステーションについては大体500か所ぐらい

あるんですけれども、そのうちの大体１割ぐらいが不適正排出、そういった生ごみが入って

いる旧袋で出されたとか、そういうものがあるんですけれども、随時その後も報告をいただ

いていまして、だんだん改善はされてきております。ただ、先ほどの一部のところではそう

いうものがあるということで、監視カメラの申請が来ているということで先ほど町長のほう

からも話がありましたけれども、そういったものが数件あるということであります。 

  担当課としましては減少傾向にあると、区の皆さんの協力もあって、うまく、何となくだ

んだん減ってきているのかなという認識でおります。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） すみません、ありがとうございます。了解です。 

  この辺は、状況を見てからまた質問をさせていただくことがあるかも分かりませんけれど

も、よろしくお願いいたします。 

  ６点目になります。国民の祝日における国旗の掲揚の関係なんですけれども、これを取り

上げたのは、実はこの前のゴールデンウイークの祝日のときに国旗を掲揚している家庭がほ

とんど見られないという状況に、改めて驚きを隠せなかったんですけれども、そうは言って

も、じゃ自分のところはやっていたのかといったら、自分のところも全くやっていなかった

んです。急遽国旗を購入しようというふうに今思っているんですけれども、実はそういうこ

とも感じて、その後に思ったことが、ソ連のウクライナ侵攻を見て、国を愛する気持ちとい

うのが半端ではないなというふうなことをテレビなどで目の当たりにしました。 

  町長の所信表明にも、やはり町を愛するだとかという、そこのことが触れられていました

ので、やはり国を愛するというそこの部分の中では、国旗の掲揚だとかというのが私は必要
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ではないのかなというふうに思いました。その辺は、ウクライナの侵攻のブルーと黄色のあ

の色をいろいろなところで目にする、例えばこの前のサッカーのワールドカップ予選なんか

もそうなんですけれども、あの色が本当に一色になるぐらい、やはり国を愛するという気持

ちがあって、この辺は、もちろん強制ではありませんけれども、町がその辺の推進をしてい

ってもいいのではないかなというふうに思っていますけれども、どうでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  個人的には、国旗をなるべく掲揚しようかなと思っているほうであると思うんですけれど

も、ただ町としてどうかというのは、またちょっと議論が違うかなというところも実はあり

ます。 

  ただ、国旗を祝日の日に掲揚する家庭が、それはいろいろな事情があると思います。忙し

くて余裕かない、コロナ禍である、住宅環境が許さない、なかなか狭いとか、いろいろな状

況があってできないということであるかと思います。 

  ただ一方で、例えばこの間行われましたオリンピック、ああいうところにおいては、日本

国民というのは本当に国旗を大事にしている国民だと実は思っています。表現の仕方が違う

かと思いますけれども、国に対するそういうものは、多少変わってはいるかもしれませんけ

れども、この東伊豆においてもそういうものは皆さん持たれているのではないかなと思いま

すので、そこの気持ちをしっかり大事にしながら、この国がまとまっていくこと、東伊豆が

一つの思いにまとまっていくという施策をやっていければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ありがとうございます。 

  今日私がこういう質問をして、テレビ放映もされていると思いますので、はっとやはり後

で気づく町民もいて、ああそうだ、やらなければなという、そういうきっかけにこの場がな

ればいいのかなというふうに思いますので、これで私の一般質問を終了させていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で楠山議員の一般質問を終結します。 

  この際、11時30分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時２０分 
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再開 午前１１時３０分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 鈴 木   勉 君 

○議長（稲葉義仁君） 12番、鈴木議員の第１問、行政運営についてを許します。 

  12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 皆さん、おはようございます。 

  改めまして岩井町長、当選おめでとうございます。私、今定例会には１問だけ通告をして

ありますので、答弁のほどよろしくお願いいたします。 

  それでは、一般質問をさせていただきます。 

  第１問、行政運営について。 

  新町長には、多くの町民が東伊豆町のリーダーとして熱い視線を注ぎ、期待に胸を膨らま

せております。一方では、国会議員、副大臣経験者が小規模自治体でございます東伊豆町の

町長に就任したことは全国でも珍しいケースであり、町長の手腕に注目が集まっております。 

  そこで、以下の点についてお伺いいたします。 

  １点目として、東伊豆町も生まれ変われるチャンスが来たのか、生まれ変わらなければな

らないのか分かりませんが、熱心な支援者に後押しされて立候補の意思を固めたと聞いてお

ります。そこで、町長になられた思いを伺います。 

  ２点目として、所信表明を読んで、町長の掲げる方針に感銘を受けるものがございますが、

実現するには大きな課題があります。掲げた政策とどう向き合い、よい結果を出していくの

か、町政運営には議会、町職員と共に多くの町民と連携を図っていかなければなりませんが、

その対応についてをお伺いいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 
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○町長（岩井茂樹君） 鈴木議員にお答えをいたします。 

  先ほどの御質問と少し似たところもあろうかと思いますけれども、なるべく重ならないよ

うなお答えをしたいと思います。 

  まず、熱心な支援者に後押しをされたこと、本当にありがたく思っております。その御縁

があって、今こうして議会に立てているということに対しては、感謝の念でいっぱいでござ

います。そのような熱心な応援をいただいた皆さんの共通の思いというのは、これまでいろ

いろなお付き合いというか関係の中で私が感じているのは、どなたもやはり東伊豆町を何と

かしたい、守りたい、次の世代にこのすばらしいふるさとをつなげていきたいという思い、

これは皆さんお持ちだと思っております。私は、その思いをしっかり受け止めさせていただ

いて、そして、この東伊豆町の未来を皆さんと共に築いていきたいなというふうに、まず思

っております。 

  また、政策を実現するためにはというお話がありました。問題が様々な問題、具体的なこ

とがちょっと分からないので、ちょっと具体的な答えができるか分かりませんけれども、ま

ず、所信表明の中で示した政策の中には、短期的なもの、すぐやれそうなこと、中長期、時

間を少しかけてじっくりやっていくもの、いろいろ混じっているのが現状でございます。ま

ずは、できるところから着手をしていきたいと思っております。 

  まずできるところということに関しては、例えば具体的に言いますと、町の稼ぐ力を取り

戻すというふうに私言っておりますので、まず、ふるさと納税の活用を考えております。先

般も役場内に各課横断型、要は担当を決めるわけではなくて、手挙げ方式でふるさと納税に

ついて、いろいろプロジェクトチームの中でやってみたいという方を自由参加で募らせてい

ただきました。総勢11名の方が手を挙げていただいて、これからこの東伊豆町の、ある意味、

寄附額を上げていくという作業をやっていただけるということでございます。 

  また、中長期の政策については、まずはその実現のために現状の把握が必要かと思ってい

ます。課題の分析と、その対策の立案、そして施策の推進については、先ほどからお話しし

ていますように、いろいろな方々の意見も聞きながら、意見収集をしながら検討を加えて、

情報の共有化ということも図りながら進めていきたいというふうに思っております。 

  あとは連携についての話がございます。連携については、町の様々な課題を乗り越えるた

めには、その処方箋というのは、従来から行政機関、民間企業、地域住民の３つの主体がお

互いに連携をし、協力し、足りないところをお互いに補い合いながら、補完しながら成果を

出していくということが重要だというふうに政策の中でも書かせていただいております。 
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  また、議会と行政の関係についてお話をすると、議会と行政は、よく車の両輪と言われて

おりまして、別の組織で二重のチェックをする、より確かな事業を事業として実施をしてい

くということで、なくてはならない関係だと思っています。一方で、私はこれに加えて議会

と行政の連携も大変重要だと思っております。町で課題になっていることや決まったことな

ど、町も町民への情報共有に努めますけれども、ぜひ議員の先生方におかれましても、地元

の支援者の皆様方へそんな情報提供をしていただいたり、逆に、そういう支援者からいろい

ろ上がってきた話をこの議会の場に持ってきていただけるということが大変重要ではないか

なというふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 答弁ありがとうございました。 

  町長に先におわびしておきたいと思うんですけれども、私ちょっと歯が悪くなりまして、

言葉の発言と、それから言葉遣いが、稲取の生まれなものですからちょっと荒っぽいところ

もあったりして聞こえにくいところもあると思いますけれども、よろしく御答弁のほどをお

願いしたいなと思っております。 

  先ほども楠山議員の質問にも答えておりましたんですけれども、地方自治の大切さや昔か

らこの町に友人がいると、そういう関係でこの町に来たんですよというのはあるんだろうと

いうのが聞こえてきたんですけれども、この地方自治の大切の中には、この東伊豆町の現状

が非常に大変だから、一肌脱ごうかなと思ってくれたのかなと私は感じまして、我が東伊豆

町を選んでくれて本当にありがとうございましたとお礼を申し上げたいなと思っております。 

  この東伊豆町のすばらしい未来をつくり上げていきたい、その思いは私も同じでございま

す。東伊豆町、そして町民のために一緒に頑張っていきたいなと思っております。 

  それで、所信表明の中に「稼ぐチカラの復活」というものがございました。そうですよね。

みんなで稼いでいけるような町にしていきたい、私もそう思うわけでございますけれども、

現在の東伊豆町は、全6,249世帯のうち住民税の非課税世帯が2,000世帯を超えているのが現

状でございます。その現状をどう見ますか、新町長としてはどう思いますか。お伺いをした

いなと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 
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  「稼ぐチカラ」の中で、もっと足元を見ると、そこ住まわれている方々の所得が少ないと

いう話かと思います。そういうこともあるので、この町の産業としては、やはり観光産業が

大きな柱であります。これは、すごく比較優位というか、ほかの地域に比べると優位性だと

思っておりますので、そこの産業を核にしながら所得、東伊豆町の所得というのは確かに、

多分200万円代かと思うんですね。それをもう少し上げていくような努力をするために、

「稼ぐチカラ」ということで上げさせていただいています。 

  当然観光産業が柱になるのは間違いないんですが、ただ私の場合は、加えて一次産業、農

業及び水産業についても、さらに何らかの後押しができればいいなというふうに思っており

ます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 答弁ありがとうございます。 

  私この前の補正予算の説明のときに、この住民税非課税の世帯数がこの町の全世帯の30％

を超えている、約３件に１件が非課税世帯だという説明を受けまして愕然としたわけです。

こういう状況の中を考えると、やはり町民の所得が少なくなれば、町内にお金がなかなか流

通してこない。そうなってくると町は疲弊するわけです。空き店舗が増える状況が目に見え

て出てきますし、これは何といっても負の現象なんですよね。 

  ですから、町長が提案するような形の中で、何としてでも稼ぐ力を復活させたい、私もそ

ういう思いなんですけれども、町長もこういう稼ぐ力というものを優先順位的にはどう考え

ているか、ちょっと聞かせていただけますか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 別に稼ぐ力に優先順位をつける必要はないと思っていまして、できる

ところをしっかりやればいいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） ありがとうございます。 

  次に聞きたいのは、町長は人口を増やしたい、そういう思いをお持ちですよね。所信表明

を読んで、理解しにくい点がございますのでちょっとお聞きしたいのですが、人口が減少し

たらコンパクトなまちづくりが必要だと言っておられますが、私は、人口が増えても、やは



－35－ 

り町長が努力して人口が増えていっても、やはりコンパクトなまちづくりが必要だなと思っ

ておりますけれども、町長、その点どうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 人口が減るからコンパクトという単純な話ではなくて、人口が減るの

も一要因ではありますけれども、先ほどお話ししたように、例えばインフラの老朽化とか、

気候変動によって災害が激甚化、頻発化をしているという中で、町民の安全をどうやって守

るかという話もありますし、その辺を総合的に見て、コンパクトなまちづくりが必要だとい

うふうに考えています。 

○議長（稲葉義仁君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 答弁ありがとうございました。 

  ちょっと所信表明を読ませていただいて、あの点に、ちょっと人口を増やしたいなという

思いで立候補の表明をした新聞記事も読んでおりますし、そういう点では、やはり人口減少

を食い止めたいんだなという思いをすごく感じていましたものですから、コンパクトなまち

づくりというのは、人間が増えても、やはり税金の使い方を一生懸命考えて、無駄なく使っ

ていく、そういうまちづくりが、人口が減少しても増えても、やはり大切ではないのかなと

私は感じているわけなんですけれども、私たちこの東伊豆町は、どのような町になったらよ

いのだろうかなと思っているんですけれども、町長の提案する施策、４つの柱がございます。

これが実現できれば理想の町が誕生するでしょうかね。その理想の町が誕生したら、誰が喜

ぶのかなと思いまして、喜ぶのはやはり町民ではないかと私は思うんですよね。町民の皆様

が、この町に住んでよかったなと思えるまちづくりをしなければならないと私は思いますし、

私は、町長のためのまちづくりではなく、町民のためのまちづくりをしなければならないと。

そのためには、理想のまちづくりに必要な町長の掲げる施策の実現には協力は惜しまない決

意でございます。 

  私は、人の話を最後まで聞けない駄目な人間ですが、岸田首相は、テレビでは私は日本一

話を聞く人ですよと自慢をしておるわけでございますけれども、私は町長にも、広く人材を

求めて公正な意見に基づく政治を行うと言っておりますので、議会や町職員、町民の皆様と

よく話し合って、そして次の世代に胸を張ってバトンを渡せるようなまちづくりを頑張って

いきましょうかと思いますけれども、町長、どうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 
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○町長（岩井茂樹君） まず、町長のためのまちづくりをやろうというわけでは全く違うので、

そこは言及したいと思います。あくまでも町民のための町政であります。 

  今、鈴木議員が言われたお話というのは、まさに私が政策的に言っている話と同じだと思

うので、全く同じ思いです。 

○議長（稲葉義仁君） 鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） ありがとうございました。質問を終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で鈴木議員の一般質問を終結します。 

  この際、午後１時まで休憩といたします。お疲れさまでした。 

 

休憩 午前１１時４９分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 笠 井 政 明 君 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員の第１問、当町におけるデジタル・トランスフォーメ

ーション（ＤＸ）の取組についてを許します。 

  ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 皆さん、こんにちは。 

  午後のトップバッターですけれども、今回は２問届けておりますので、御答弁のほうよろ

しくお願いいたします。 

  それでは、１つ目の当町におけるデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の取組に

ついてをお伺いいたします。 

  総務省のほうが策定しております自治体のデジタル・トランスフォーメーション推進計画
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など、デジタル社会に対応した取組が必要となっています。その点を踏まえて、以下の点に

ついてお伺いをいたします。 

  １点目、デジタル技術を活用した庁内業務改善の取組の計画はどのようになっているでし

ょうか。 

  ２つ目、デジタル技術を活用した住民への行政サービスの向上は。 

  ３つ目、デジタル技術を活用した観光や一次産業の取組計画はあるでしょうか。 

  ３点、すみませんがお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 笠井議員の質問にお答えをいたします。 

  ＤＸの取組に絡む３点の御質問ということでございますが、まず最初に、庁舎内の業務改

善に関わる取組計画はということでございますが、庁舎内業務につきましては、既にコロナ

禍で激増したウェブ会議、この対応を図るために庁舎内のＷｉ－Ｆｉ環境の整備やテレワー

クを可能とする端末の導入などが既に終了いたしまして、今年度は業務用チャットの導入に

取り組んでいるところでございます。 

  当町のような小さな規模の自治体というのは、一つ一つの業務のボリュームというのがな

かなかそんなに大きくないということがあって、デジタル化による業務の改善という、そこ

の効果がなかなか出にくいという、そういうことはあろうかと思います。また、財源や人材

などのリソースにマンパワーが足りないということで限りがあるということから、他自治体

の成功事例などが十分に出てきた段階で、確実に成果を上げられることを見極めた上で、具

体的な検討を進めてはどうかというふうに考えております。 

  今後の計画につきましては、当面の間は国が進める基幹システムの標準化について、たん

たんと準備を進めていきたいと思っております。 

  続きまして、住民への行政サービスの向上に関してということでございますが、住民への

行政サービスの向上につきましては、今年度、町の公式ＬＩＮＥを立ち上げさせていただき

まして、行政情報の配信の充実に取り組んでおりますけれども、より多くの方がデジタル技

術の恩恵が受けられるように、７月から高齢者のスマートフォン購入に対して補助金を交付

するなど、環境整備にも今、取り組んでいるところでございます。 

  また、国の方針に従いまして、子育てと介護に関する届出や申請のオンライン化に必要な
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システム改修を予定をしておりまして、さらには比較的軽微な届出や申請などにつきまして

は、独自にオンライン申請システムを導入いたしましたので、今後は各課局において具体的

な活用を推進していきたいというふうに考えております。 

  そして、３つ目の観光や一次産業の取組等についてということでございますが、デジタル

技術を活用した観光や一次産業についての取組計画、現状はございませんが、事業者からの

意向に沿った対応をしております。 

  観光関係につきましては、昨年度、観光地ワーケーション受入れ環境整備促進事業にて、

11件の補助申請がございまして、そのほとんどがＷｉ－Ｆｉ環境の整備を行うということで

ございました。また、コロナ禍での感染対策において、大浴場や朝食会場での混雑状況を利

用者にお知らせをするためにＩｏＴ技術を、これを使ったシステム導入を宿泊事業者に奨励

をいたしまして、備品等購入費補助事業ということで補助金の支給も実際にしているところ

でございます。 

  一般的に、観光業は経営基盤が脆弱な中小の観光事業者が多く、従業員の高齢化などから

なかなかデジタルという、そのところに導入、対応がほかの業種と比べると少し遅れている

ということがございます。今後、デジタル技術への対応を進めて、経営体制を改善をし、生

産性を高め、利益確保、これを図っていければと思っています。 

  そして、一次産業について、まず農業についてでございますが、我が町の農地はほとんど

御存じのとおり中山間地ということで、平坦な農地がなかなかないということで、大規模な

一団の農地を所有している農家の方が少ないということから、デジタル化に当たっては工夫

が必要かと思っております。 

  そのような中、施設栽培の管理については、以前よりデジタル化を進めております。特に

施設建設時に必要な整備を整えて、スマートフォンなどを活用して作業の効率化、労力の低

減化が図れるよう、スマート農業を進めていこうというふうに考えております。 

  水産業につきましては、今まで取る漁業が中心でありました。ただ、資源管理と言われて

いる話もありますが、なかなか水産業、漁獲が上がらないというところも踏まえますと、デ

ジタル技術を生かした栽培漁業への一部転換ということも考えられるかと思います。今後は

専門家も交えまして、可能性を探ろうというふうに考えております。 

  いずれにしても、今後の当町のＤＸ全般についての考えですけれども、ちょうど先週だと

思います。政府のほうから、デジタル田園都市構想基本方針という案が国から示されました。

この中でＤＸが大きな柱として、１番目としては地方に仕事をつくる、２番目としては人の
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流れをつくる、３番目としては結婚、出産、子育ての希望をかなえる、４番目としては魅力

的な地域をつくる、そして５番目として地域の特色を生かした分野、横断的な支援をすると

いうような、５点がデジタルの力を活用した地方の社会課題解決ということで提示をされた

ところでございます。 

  また、2024年度までに国が策定するデジタル田園都市構想総合戦略に基づきまして、地方

公共団体は目指すべき地域像を再構築をして、地方版の総合戦略、これを改定するという今

後の進め方も示されましたので、それも踏まえまして、当町としても検討を進めていきたい

というふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  町長の所信表明の中にもＤＸということが出てきております。今、御回答いただいた感じ

で一歩ずつ行きたいなと思いますけれども、やはり当町、財政的な部分、あとは人材的な部

分、いろんな部分でまだまだあるのと、あとはやはり国のほうの動きに合わせていかなきゃ

いけないというのは、重々私も承知はしております。 

  その中で庁舎内業務というところで、業務用チャットの導入とか改善をしていく方向は理

解はいたしました。この中でお金をかけずにやっていくところということで、例えば、昔か

ら言われていますけれども、ペーパーレス、要はペーパーを少なくしていきながらのコスト

カットをデジタル技術のほうに回していくということだとか、全体的なところに言えますけ

れども、国が進めるＤＸ、広い面で取っていくと、これから人口が減っていく中で、今まで

のマンパワーで行ってきたものができなくなってくるでしょうというのを見据えて、デジタ

ル技術を使って効率よく業務をしていく、限られた人数でやっていくということがあります。 

  なので、庁舎内の業務もこういうものを導入していって改善はされていくとは思われるん

ですが、できる、できないは別として庁舎内の中で、業務を改善していくためにはこういう

ことをしたらいいんじゃないかとか。例えば、データベース化してアーカイブで全部データ

が取れるように、システム構築の検討をしていくということを僕は進めてほしいなと思いま

す。 

  これは行政の業務もそうなんですけれども、私たち議員にとっても過去の、私が議員にな

る前の情報だったりとかもすぐ検索して追えたりして、全てにおいて時間の効率というのが
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取れるかなと思います。 

  この辺に関して、町長、もう一度ちょっとどのような考え方か、教えてください。 

○議長（稲葉義仁君） ちょっと暫時休憩いたします。すみません、発言者のところのマイク

の調子が悪いようなので申し訳ございません。 

 

休憩 午後 １時１２分 

 

再開 午後 １時１２分 

 

○議長（稲葉義仁君） では、休憩を閉じ再開いたします。 

  町長、答弁をお願いいたします。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  今の最初の答弁の中で、財政的な話とかマンパワーの話をする中で、その辺をうまく考え

ながらも御提案をいただいたというふうに受け止めております。知識のアーカイブという、

今、いろんなところで、知識とか情報が価値として実際に取引が行われているぐらいの世の

中でありまして、この役場の中のそういう知識というものを、ある意味しっかりと管理をし

ていく。皆さんがすぐに使えるような形で整理をしていくというのは、大変いい取組ではな

いかと個人的には思っております。 

  ただ、マンパワーの話もあるので、そこはしっかりと配慮しながら、ただ、このアーカイ

ブという話につきましては今後検討させていただければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  何かと言うと、先ほど町長の中にも出てきたデジタル田園都市の話もそうなんですけれど

も、これから国からＤＸ、デジタル・トランスフォーメーションという方向にかじを切って

いくというのは、もうここ直近のニュースでも大きく取り上げられています。 

  僕が全体的に何を言いたいかというと、要は国の方針が決まってからでは、この競争に地

方自治体が勝っていくことはできないこと。いつか来るであろう、もしかしたら実現ができ

ないかもしれないけれども、今から庁舎内の中で、このデジタル機器を使って自分たちがど

のようにしていけば仕事の効率が上がり、空いた時間で何ができるかということを、やっぱ
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り真剣に考えていくべきだと思います。 

  そこが出てくると、例えば、２点目の行政サービスという部分です。御存じかもしれない

んですけれども、エストニアという国は二十数年かけて、今99％の申請がデジタルオンライ

ンで済んでおります。たしかできないのは婚姻届と離婚届ぐらいなものじゃないかなと思わ

れます。納税から会社設立から、国を挙げてでなので地方自治体がどうこうということはな

いんですけれども、こういうことを見ながら国のほうは今、デジタル・トランスフォーメー

ションという言葉でデジタル化に向かおうとしているんだろうと僕は勝手に解釈をしており

ます。 

  なので、先がこうではないだろうかという予測を立てながら、では、当町でできる理想的

な未来像というのを準備しておけば、国のほうがデジタル田園都市で補助金の部分だったり

とか、すぐ出してくださいと、計画こういうことを出してくださいと申請があった場合に、

非常にそれに対応して幾つかの引き出しからすぐ引っ張り出せて申請ができるのではないか

と思います。それをブラッシュアップ、例えばしていくことによって、よりよい環境だった

りとか、時代に即してすぐ対応ができるのかなと思っておりますので、この辺に関しては、

町長、なかなかお金の面もあるんですけれども、考えることは、時間だけだと思っておりま

すので、広く皆さんの意見を聞きながらやっていっていただければと思います。 

  先ほど言った住民のサービスに関して、説明にもありましたけれどもデジタルデバイスの

購入補助金、今お持ちじゃない高齢者の方にもスマホ購入補助金というものを出していただ

けるということになります。その次には、やっぱり出てくるものはデジタルデバイスが使え

ない方々へのサポートという部分がやっぱり出てくるのかなと思います。買ってくださいね、

補助は出しますよだけだと、なかなか使われないのかなという部分があるんですけれども、

ここに関して町長は今後どのようにデジタル機器にあまり強くない方々への指導、また利用

の促進というのはどのように考えているか、ちょっとお伺いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  デジタルデバイスの購入補助金ということで、まずは進めさせていただいている中で、た

しかその後のフォローについても、幾つか議論があったかのように思っております。 

  たしか聞くところによると、販売側の業者さんというか携帯の会社のほうである程度基本

的な扱い方については教えていただけるというような話も聞いておりますので、まずは民間

のほうでやっていただけるところについては民間にしっかりやっていただきながら、足りな
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い部分、それを見極めながら行政として対応できればというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  確かに今言うとおりに携帯通信キャリアさんのほうで、かなりやってくれていたりとか、

教室を設けたりとかしてくれています。一応キャリアさんだったりとかショップさんとかと

タッグを組めば、行政のほうにも出張で来てくれるというお話も聞いております。 

  何かというと、これから急速に進むであろう、10年間で進むであろうこのデジタルのとこ

ろ、スマートフォンではっきり言って何でもかんでもできてしまうかもしれない。例えばＬ

ＩＮＥのほうも行政で始めましたけれども、ＬＩＮＥクーポンの話一つとっても、例えば使

い方、ＬＩＮＥの使い方を理解していないとなかなかＬＩＮＥのクーポンというのが難しく

なってくるのかな。 

  また、単純にお得だから使うんだけれども、その逆側というリスクの部分。例えば高齢者

がスマートフォン、便利だと使ってきたときに、例えば町のＬＩＮＥといわゆる詐欺メール

的なものの区別のつけ方だったりとか、そういう部分というのは、やっぱり個人の責任だよ

というところもあるんですけれども、そういう被害を増やさないための啓蒙活動だったりと

かサポートという部分が、ちょっと僕は必要なのかなと思っております。 

  かなり僕が知っている中でも、これ実は年齢関係なく、結構クリックしちゃう方が多いで

す。実は10代とか20代も結構多くて、相談ができなくてというのも結構問題に今なっていま

す。これがどんどんオンラインでクーポン、今すごく分けていますけれども、それに似たよ

うなものが入ってきたときに、ましてや、ないと思うんですけれども、行政の公式ＬＩＮＥ

に似せたものがあった場合のリスクもやっぱりあるので。民間業者さんに使い方はというの

はあるんですけれども、例えば実際そのクーポンを使うといったときに何かお店のほうとか

で一つあったりとか、町のほうでそんなに数は多くないけれども、使い方相談ができたらい

いななんて思って、ちょっとその辺はお話をさせていただきました。 

  これから、どんどん独自のオンライン申請とか、あと今回行政で公共施設の空きでしたか、

体育館とかというところがあって、そういうのも今までカウンターに来なければいけなかっ

たものがデジタルになっていろんなところからできるというのは非常にいい取組だと思いま

す。もう一つ、そこから行くと、そこのオンラインの予約システム、カウンターに来ないで
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やる、そうするとリアルタイムで空きがある、ないというのが非常に分かるし、管理するほ

うも楽かなと思うので、その辺とかも予算の問題はあると思いますけれども、多分進めてい

っていただけるのかなと思いますけれども、もう一度、その辺の高齢者に対したりとかのス

マホのサポートとか、あとはそういう行政サービスのところ、今後どのようにしていきたい

か、もう一回だけ教えてください。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  リスクについては、よく振り込め詐欺じゃないですけれども、私の携帯のところにも変な

メッセージが来たりとかというのは、多分ほとんどの方が経験されているんではないかなと

思います。情報化社会になって、デジタル技術がいろいろ発展をしていく中で、私たちが今

まで遭ったことのないようなやり方とか、手口みたいなものがある可能性は十分にあると思

っております。 

  その当たりもまずは民間企業さんのほうで多分対応もしていただけると思いますし、国を

はじめとする行政でもその辺はアンテナを張りながらしっかりと対応しなければいけないと

いうふうに思っております。 

  ちょっとまだ未知の領域のところもありますので、そこは町としてはしっかりと情報収集

させていただいて、あまり遅延のないような対応を心がけていきたいというふうに思ってい

ます。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） すみません、ありがとうございます。 

  時間もあれなので、３番目の観光、一次産業に関してのデジタルの部分です。確かにコロ

ナ禍でワーケーション事業の補助金とかＩＴ関係でシステム導入の補助金というのが確かに

ありましたということがあります。 

  観光地に関して言うと、個々の旅館さんたちの設備投資、これも非常に大変重要なところ

でございます。今まで対応していただいて、ありがとうございますというところもあります。

もう一つは、僕はコロナ禍になって、観光でなかなか旅行客がやっぱり来れないという部分、

あとは行動制限がないゴールデンウイークといいながらも、やはり全体的で見るとまだなの

かなと。今年に関してはちょっと例年に戻ったかなというところは、非常に肌感覚でありま

したが、全国的に見てもというところはあります。 
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  ＤＸの中で今、出てくるところで、仮想現実、ＶＲ、メタバースの世界ですが、行政のメ

タバースへの参入というのが、最近ちょっとちょろちょろと出てきているのかなと。バーチ

ャルの世界で観光するというのもコロナ禍の中でちょっとはやりました。これは何かという

と、行きたいけれども行けない、時間がないといった中で、ＨＩＳさんとかＪＴＢさんがや

っていましたけれども、オンラインでバーチャルで旅行した気になるというものでございま

す。 

  僕が提案したいのは、今すぐこれをやってくれとかいう話ではなくて、リアルとバーチャ

ル、これから先２つの世界というのが実在していくんだろうなと思っております。バーチャ

ルリアリティーの中で東伊豆町というものを非常にアピールしていくチャンスもあるのかな

と。そのＶＲの中のイベントだったりとかで当町を知っていただいたりとか、当町の魅力を

見つけていただいて足を運んでいただくという魅力面が出てくるかなと。町単独でこのよう

な事業をやるというのは財政的な部分で難しい部分がありますが、例えば賀茂地区だったり

とか、伊豆半島だったりとかということは非常にできるかなと思っております。 

  また、メタバースに関しては川根本町が東京の会社さんと、多分、川根本町にサテライト

を置いている会社さんと、多分３つの会社で取組をしていますが、メタバースという仮想空

間の中でＥＣサイトを立ち上げて、地場産品の場所をつくって販売をしていくことが先日あ

りまして、もう対応をし始めている自治体があります。ふるさと納税のときと同じなんです

けれども、こういう空間というのも無視は今後できないのかなというところがありまして、

準備だけはしておいてほしいなというところがあります。 

  バーチャルな旅行なので、家にいながら例えば細野高原、見るだけじゃなくてＶＲの中で

ライブをやってもらって、そこに参加して実際の映像と重ねたりとかすると行ってみたいと

かという形になって、旅行者の増幅というか新しい客層の発掘というのもできるのかなと思

って、一応提案をさせていただきます。 

  ２つ目はあと一次産業関係のＤＸに関しても、もうここも全部と一緒なんですよね。やっ

ぱり農業を続けていく方が少ないとか、水産業も跡取りが少ないという中で、やっぱり人手

が回らないところをデジタル化していこうよというのがあります。それも単独でやるという

のはなかなか難しいのだけれども、先ほど町長が言った稼ぐという部分、考えていくと設備

投資と稼げるところをうまくつくってあげれば、変な話、一人農業でも結構できるのかなと

いうところがあるので、こういうところの準備も、町長、できれば課長さんたちと皆さんで

研究をして進めていただけたらなと思うんですけれども、その辺のお考えをよろしく。 
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○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  一つ一つの御提案がうなずけるというか、そうだよなと思えることが多いとは思います。

進められるものがあれば進めようとは思うんですが、なかなかそこに至るまでは少しいろい

ろハードルがあるかなというのも率直な感想であります。 

  ＶＲ、バーチャルリアリティーについては今後、確かに広がっていくと思います。そこを

どうやって取り入れるかというのは、すぐに対応というのは無理だと思いますけれども、頭

の中に置いて、今後何か機会があればしっかりと検討するということかなと思います。 

  あと、一次産業について、デジタル技術が人手が足りないところを補完するということ、

確かにそうなんですけれども、あともう一個実は大事なポイントがあって、暗黙知、つまり

経験とかノウハウと言われているところについて、なかなか伝承して伝えてきたものについ

てそういう新しい技術を使って、それを全然経験したことのない方に直接渡していくという、

そういうところがもう一つの価値だと思っておりまして、そういうことも含めてこの東伊豆

町ですぐにというところもあるんですけれども、意識しながら新しい儲かる一次産業を目指

して頑張っていければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  今町長が言ったように伝承というところ、経験というもの。行政諸般の話でも出てきまし

たけれども、ＮＨＫのドラマの「17歳」なんですけれども、あれは当町をロケ地に使ってい

ただきましたけれども、あのドラマを見た方は分かると思うんですけれども、非常にＡＩを

駆使をして、ＡＩが決めていくんではなくて、ＡＩが経験だったりとか未来予測というもの

をデータベースから引っ張り出して最適なものを提案をする、それを人間がうまく使ってい

きながら、最適なルートを通っていこうというところだったりとか、行政サービスもそうな

んですけれども、あれがテレビの世界だからというふうに思っている方もいらっしゃるかも

しれないですけれども、ほぼほぼ６割、７割ぐらいは現実味を帯びているのかなというとこ

ろがあります。 

  ただ、あのようなことを、あれはテレビの中のフィクションだしねじゃなくて、僕が最後

に言いたかったのは、そういうことを真面目に考えて、できる、できないは別としてそうい

うふうにあったら便利だよね、そういうふうであったらこういうところが効率化できるんじ
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ゃないかなというのを、常日頃準備しませんかということです。 

  国のほうもどのように進めていくかというのは、大きな柱は決まっていますが、事細かに、

じゃ行政サービスのシステムの一元化はどのような形でなっていくのかとかは、全くこれか

らだったりとかこの先というのがあると思います。そこより先行してやってしまうと、やっ

ぱり無駄になっちゃうんだけれども、考え方だったりとか、そういう技術があるよねという

ことを考えておくと、やはりいろんなところの端々に出てきたときに、あっというのが気づ

くのかなと。 

  新しく考えつく、それを使ったこういうことができる、こういうサービスができるんじゃ

ないか。こういう観光の取組、農業に対して効率化だったりとか、問題解決になるんじゃな

いかということの糸口をつかまえるために準備をしてほしいよということです。 

  当然、お金がたくさんあって湯水のように使えるんであれば、先行的にやって事例をつく

っちゃうというのも一つですけれども、その準備をしていたときに、国がさあ、やりましょ

うと言ったときに、うちの町はもうこれだけ準備ができていますと。ちょっと変えれば行け

ますよというところまで行けると最高かなと思いますので、この辺に関してはなかなか難し

い問題で今回一般質問させていただきましたが、前向きに検討していただければと思います。 

  １問目の質問はこれで終わります。もし、回答があればお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） おっしゃることはよく分かります。というのも、まち・ひと・しごと

創生本部が立ち上がって、あのときにまち・ひと・しごと創生総合戦略みたいな話を地方に

振られたときに、全く同じことが起こっていました。つまり、それまでにいろいろ検討して

きた自治体については非常に先行優位というか、そういうのがあったんです。今回も恐らく

このＤＸについては同じようなスキームになるのではないかなとちょっと思っています。 

  そういうこともありましたので、６月に基本方針が策定されるんじゃないかという話はち

ょっと前から知っていたので、当町としてはできれば６月ぐらいに直接いろんな内容につい

てヒアリングというかそういう場を、実は今設けているところでありまして、それをしっか

りと拝聴して、中身を確認をして、場合によればこちらからの質問も役所にぶつけさせてい

ただく中で、明確化した中で町として何ができるかというのを、広く意見を聞きながら考え

ていきたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、通学路の安全確保についてを許します。 

  ２番、笠井議員。 
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（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） それでは、２点目の通学路の安全確保についてお伺いをしていきます。 

  ここに関しては、僕も議員になってから何度かやらせていただいておりますが、岩井町長

になりましたので、改めて御確認をさせていただこうかと思います。 

  児童生徒が通学している通学路に危険な箇所がありますよということなんですが、町はこ

の辺に関してどのように考えていますかと、今後このようなところの改善は行う考えがある

かどうか、２点、教えてください。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（岩井茂樹君） 第２問につきましては、通学路ということですので、まずは教育長の

ほうから御答弁いただければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） 笠井議員の第２問、通学路の安全確保につきましては、２点からの

質問ですので順次お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、現在通学路内で危険性があると思われる箇所としては、堀切

の通学路脇の民地に大きな枯れ木がありまして、強風などの際に倒れてしまう危険性がある

ということは認識しております。そちらにつきましては、町道の管理をしている建設整備課

にお願いをし、所有者の確認と所有者に伐採のお願いをしていただくよう依頼してございま

す。 

  次に、２点目についてですが、今後改善を行う考えはとのことですが、教育委員会といた

しましては、学校とも協力し、常に危険箇所の把握に努めるとともに、危険があると判断さ

れた場合は児童生徒や保護者にお知らせするなど、安全管理に取り組んでおります。また、

安全対策につきまして改善できるところから関係機関にお願いするなど策を講じていく所存

でございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  前回が堀切のというところがあったので、堀切のところのお話もしていただけたかと思い
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ます。お話があったので、前から言っていますけれども皆さん御存じのとおりで、なかなか

手が出せないというのがあって、民地だからというふうに御回答を前回はいただいていまし

た。今回に関しては所有者さんを確認して再度何とかしてくれというふうな形で行くという

ふうな御回答でよかったかと思います。 

  それで、実はそこのところというのは非常に木もあって危ないよというところもあるんで

すけれども、それ以外の部分というところも例えば生徒児童が歩く所によっては白線が消え

かかっているよとかいう部分とかも町道にたくさんあったりとかします。全般含めて、レベ

ルで言ってしまえばあれかもしれないんですけれども、安全か安全じゃないかとかいう部分

と、前町長のときの御回答だと年１回の安全確認で生徒さんとか児童さんと、あとＰＴＡだ

ったりとかと一緒に歩いて確認をして、危険箇所の把握はしておりますという形でしたが、

大きく改善されたということはないのかなというところが今までありました。 

  なので、単純に、岩井町長、新しくなって、よそから来て見て通学路に対して安全なのか、

安全ではないけれども安全に努めてどのように行っていくのかとか、ちょっとお考えのほう

をお伺いできればと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  非常に難しい問題で、地方になればなるほど財源の話もある中で、しかも大体どこの都市

もそうですけれども、整備したインフラというのが大体老朽化をしてきているという話もあ

れば、加えて先ほど言いましたけれども、地球温暖化によって雨の降り方が全く変わってき

たという、今まで経験のしたことのないような状況に陥っています。一方で、同じ変化とい

う中では、子供の数が減ってきて、そのインフラを利用する子供たちの数が減ってきている

というような中で、どういうのが最適解かというのは、なかなかすぐには出てこない解だと

思います。 

  ただ、子供たちが日々通学をしている通学路でもあるということなので、そこを踏まえな

がら、加えて父兄の御意見もあろうかと思いますし、あらゆる選択肢を、可能性をちょっと

探りながら、ちょっと今調べているというか検討している状況であります。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  危険箇所を直していくというところで言えば、当然お金が発生してくるので、なかなか全
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部を一遍にというのは難しいというのも分かります。が、本当に危ない箇所に関しては、究

極を言ってしまうと直してリスクを下げるのか、リスクをそのままにして事故が起きないこ

とを祈るのか、違う方法を考えるかの、究極を言ってしまえば３つなのかなと僕は思ってい

ます。 

  ここに関しては、例えば昨年ですか、教育委員会のほうとかでも通学路のアンケートを取

っていただきましたが、３ルートだったか書かれていましたが、これとこれとこのルートが

ありますけれどもどうしますかみたいな、ざっくり言ってしまうと、形だったと思います。

やっぱり保護者の方からお伺いをすると、危ないけれどもやっぱりあそこが時間的には一番

最短であるし、例えば大回りをして行かせると、やっぱり余計に20分とかかかってくる。距

離の部分とかもあると、手放しであそこがいいよねとは言えないけれども、学校とかがルー

トとして示して通っていいのであれば、そこを選択するよねという感じなのかなという声も

ありました。 

  なので、例えば通れる、木が落ちてきたりとかそういうリスクはあるけれども、やっぱり

距離を考えちゃうとあそこかな。でも、例えば町のほうが危ないから通らないでと言ったら、

じゃ、仕方ないよねみたいな考え方もあるのかなと思います。 

  要は、町として安全管理を本当にしっかりやって、万全な体制ですということまで言える

のであればいいのかなと思うんですけれども、なかなか言えない部分で、もし大雨が降った

とか、この間も雨が降りましたけれども、後とかに例えば翌日朝、変な話、建設課が見に行

って、全部チェックして、オーケーであれば通学させますよとかいうことまでやっているん

だったら、僕は全然ありだと思うんですけれども。 

  実際問題、その後通った方とかに、木が落ちているよとか、あったりとか、昼に見に行っ

て、落ちているねとかいう形であるんであれば、いつ落ちてくるというのは今までだったら

昼間じゃなかっただけなのかもしれないんですけれども、昼間歩いているとき、朝歩いてい

るときに、万が一行ったときにどうしますかというところまで考えて、対応の考え方という

のは考えてもいいのかなと思うんですけれども、どうでしょうか、その辺は。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 行政も最善のことはやれるところはやるのが当たり前だと思っており

ます。ただ、それで問題は解決しないことというのはたくさんあるわけですよね。関係する

方、当然、その道路を利用する方を含めて、それぞれがやれることをやればいいというふう

に思っています。それが協力であったり連携という話だと思います。 
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  行政は行政でやるべきことをやって、使用者は使用者で、例えば雨の直後は絶対通らない

とか、お互いに危ない所を注視をしていくとか、そこで連携を図るとか。いろんなやり方が

あろうかと思います。 

  堀切の話だけに言及すると、あそこは僕も話をいただいてから何度か現地へ行きました。

上から全部下がってきたり、下から上がっていったり、見ておりますけれども、たしか民家

があって、生活道として使っている可能性もあるので、安易に通行止めという判断は、また

これも難しい課題が出てくるという中で、今いろいろな難しい局面の中でやれることは何か

ということで検討しているということであります。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 危険とか安全とかはちょっと度外視をして考えてください。通学路

ということの規定なんですけれども、通学路を学校は決められません。ちょっと乱暴な言い

方かもしれませんけれども、学校が通学路としてここを通りなさい、その家からここを通っ

てこうやって来なさいという指定はできないんです。 

  学校が法定通学路として指定できるのは、学校を中心として約500メートルの範囲です。

だから、最終的にこの辺の道を通ってきなさいというルートを、そこしか決められません。

そこにたどり着くまでの道は家庭で決めるんですよ。家庭で決めて、年度当初に生活環境調

査票というのが配られますよね。それで自分の家を描いて、学校へまでどういうふうに行く

かという赤線かな、今は、ちょっと分からないんですけれども、色の線を使って描いてくだ

さいと。それは通学路として学校が認識します。 

  ですから、学校はその道を通りなさいということはなかなか言えません。ただ保護者が自

分の家から最適な道を選んで通学路として学校に提出をして、学校としては学校長がそれを

認識するという、そういうことです。だから、危険云々はちょっと今度外視して通学路の規

定ということで考えてください。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） すみません、御答弁ありがとうございます。 

  通学路の今、教育長のお話がありましたが、それを踏まえると、町長も言っていますよう

に当然なんですけれども、お互いリスクはあって、お互いの部分で、先ほど町長が言ったよ

うに通学させる保護者だったり生徒の責任というのも当然あると思います。ただ、このよう

に聞いてきたのは、確かに先ほどの通学路としての学校に調査票を出すときに、そこを通し
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ていくんだけれども、お互いがお互いで例えば認識をしていてやっていくよというところで、

リスクの理解というのを再度、やっぱり保護者とかにももう一回そこの部分というのは周知

してもいいのかなと思います。 

  多分、今、教育長が言ったお話というものの理解というのは、全部はやはり皆さんされて

いないと思われます。教育長が言うとおりだとは思うんです。学校が指定をしていない、確

かにそうだと思うんだけれども、じゃ、例えば地域で小学校１年生に入りました。みんなど

こから行っているのか、ここから行っていますと言うと、じゃ、そこが通学路なんだねみた

いな認識は、どうしてもあるのかなと思います。 

  なので、いきなり書面でこうですよ、ああですよじゃなくて、例えばここを通っている保

護者だったりとかとお話をして、どういう形が一番ベストなのか、今までにも僕の質問の回

答みたいに、年２回ＰＴＡとかと歩いていて認識はしてもらっていますというよりかは、実

際のお母さんたちとか保護者の心配事というのを、もう一度ちょっと耳を傾けていただいて。 

  どうしても本当に危ないよという人は、僕も思うんですけれども、毎日送り迎えをすれば

いいかなと思いますし、例えば全部で行っていく、学校のほうとかいろんな部分で安全面を

考慮するんであればスクールバスのほうが、コストだったりとか安全面が確保できるという

ことであれば、そういう選択肢もあるでしょうし、いろんなことを再度、もう一度ちょっと

見直してほしいよということで、今回のこの２問目の通学路の安全確保というのは質問の意

図でございます。 

  今、堀切の話ばかりになっちゃいましたけれども、最初に言ったように、稲取だったりと

かその他奈良本であっても、やはりちょっと白線が消えかかっていて、例えば擦れ違うとき

にその白線にかなり寄ってきたりとか踏んだりとかという部分というのも非常にあって、ド

ライバーから認識しづらい部分とかもあるかもしれないというところですね。また、あとそ

の他例えば側溝だったりとかグレーチングの部分とかも、再度確認をしていただいて、直せ

るところから直して、少しでも生徒とか児童のリスクを下げていける取組を再度お願いした

いなと思いまして、２問目の質問はここで終わりにしたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で、笠井議員の一般質問を終結いたします。 

  この際、14時５分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 １時５０分 
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再開 午後 ２時０５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 須 佐   衛 君 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員より、一般質問で掲示板の使用、資料配付の申出があ

りましたので、これを許可します。 

  ７番、須佐議員の第１問、町長の政治姿勢についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 私、今日３問通告しておりますので、順次お願いしたいと思います。 

  町長とは、初めてこの議場で一般質問させていただきます。建設的な議論ができることを

私も願っております。よろしくお願いいたします。 

  まず１問目、町長の政治姿勢についてということで、町長の所信表明を拝聴すると、今後

の町政運営に期待が高まるところであるが、以下の点について伺う。 

  １、町長選挙のときに「人口を１万5,000人にする」との目標が耳に入ったが、その具体

的な方策は。コンパクトシティの検討と相反するのではないか。 

  ２番目、女性が活躍する社会について、東伊豆町では女性の管理職登用がこれまでなされ

ていないが、町長の考えは。 

  ３、町内の道路整備について、国道を補完する町道湯ケ岡赤川線の早期整備と、伊東市へ

直結するバイパス構想の実現化について、町長の考えは。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） それでは、須佐議員の質問にお答えさせていただきます。 

  政治姿勢ということについて３点、まずは御質問いただきました。 

  まず、人口１万5,000人ということで、その具体的な方策とコンパクトシティとの関係と
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いうことでございますが、まず人口１万5,000人を目指すというのは、積極的な姿勢で町政

運営にチャレンジしたいという私の決意表明だと考えていただければと思っております。そ

の一方で、冷静に現実を捉えて今後の人口減少に対応していく必要は当然これありまして、

その方策の一つがコンパクトシティという考え方です。 

  人口増加や右肩上がりを前提とした日本社会が大きな転換期をもう何年も前に迎えている

と思いますけれども、今後は社会が縮小していく中でのまちづくりという、今まで私たちが

経験したことのない状況に突入をしていくわけであります。 

  人口対策については、どうやって増やすかということでありますが、様々なことがあろう

かと思いますが、例えば、出産可能な女性の数が限られていますので少子化を大きく改善す

ることはなかなか困難であることから、当面は転入人口を増やす取組が重要だと考えており

ます。当町の産業構造から考えると、観光産業に従事するために転入してくる方の数を増や

すことや、就業後に町内に定着をしていただくことが必要でありますけれども、現在はこの

点に課題があるというふうに感じております。 

  今後は女性が生活をしやすく観光業に従事する若者が定着しやすい環境づくり、これを検

討していきたいと思っております。 

  それと、あとは２番目でありますけれども、女性の管理職という話でございます。基本的

に女性であろうとなかろうと、男性であろうとなかろうと、全くその差はないと思っていま

して、男性女性にかかわらず管理職の職務は全く同じであると考えておりまして、男性だか

らとか女性だからとかいうふうに分けて管理職に違う役割を求めるということはございませ

ん。女性という理由で管理職への登用が阻まれるということも一切ないと考えています。適

切な方が、その適切なポジションで仕事をすることが、東伊豆の町にとっていいことではな

いかというふうに感じております。 

  そして、３点目でありますけれども、町道湯ケ岡赤川線についてでありますけれども、こ

れは御存じのとおり静岡県の代行事業として昭和63年から工事着工しておりますけれども、

今後も国道135号線の代替道路として、町の役割を遂行し、県に対しても早めに早期に建設

が終わるように、供用開始されるように引き続き要望していきたいと思っております。 

  多分、議員御指摘のところだと思いますけれども、伊東市へのバイパス道路につきまして

は、現場も私も行きました。なかなか地盤というか地形的に難しい状況があったり、あとは

用地のほとんどが伊東市にあるというのが、かなりネックなところではあるかと思いますけ

れども、難しい案件であるのは間違いないというふうに思います。 
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  当町の主要幹線は国道135号線のみで、１つでも多くのルートを確保して、災害時のリス

クを分散するという面からも引き続き粘り強く、この伊東市へのアクセスということについ

ては考えていきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  今、お話を伺いまして、決意表明というような話の中で１万5,000人に近づけるというよ

うな形のお話を伺ったところであります。でも一方では、現実を見なければいけないという

ようなことがあるわけなんですけれども、この所信表明の中でも移住政策というのがかなり

うたわれていたかと思いますので、その辺の姿勢というのを貫いていただきたいなというふ

うに考えております。 

  ただ、そのコンパクトシティに関しましては、人口をどこに集中させるのかというような

こともあるかと思うんですけれども、うちの町というのは鉄道の駅が５つある非常に恵まれ

た町なんですよね。それを考えますと、どこか、例えば稲取に集中させるとかというような

ことだけではいかないような気もするんですよ。ですので、各集落、集落ごとに、どうでし

ょうか、考え方というのは、コンパクトな形にするということであれば考えていかなきゃい

けないのと。 

  それと移住者の話が今出てきている中で、移住者はどうしても空き家が中心地に物件がな

いというようなことで、私も別荘地の中に住んでいるんですけれども、私が住んでいるとこ

ろの周辺というのは、結構人が移ってきております。そうしますと、昔からの別荘地で開拓

されているところですから、中心地から離れた所に人が住むようになってきている。これは

町長も先ほど言われていましたけれども、交通網の整備とかこれからの課題にもなろうかと

思うんですけれども、一口にコンパクトと言っても難しい部分があるんじゃないかと。 

  都市部ではない、非常に地方の町においてのコンパクトというものについて、ちょっとそ

の辺のところでもしお考えがあったらお願いしたいと思います。 

  それと、２点目ですが、確かに町長が言われるように男性が、女性がといったような、今

はジェンダー平等と言われている時代ですから、そういったことはなしに昇進というものを

考えなきゃいけないですし、国としても企業に女性の管理職というものの数をこれから尋ね

るみたいな、目標設定というようなこともあるわけなんですけれども、本来ジェンダー平等
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でなければならないということがあるかと思います。 

  ただ、うちの町の場合は、これは私も中に入ったことがありませんので分からないんです

けれども、なかなか管理職が育たない環境にあると。やはりトップに立つ方は育てていくと

いうことが大切になってくるんじゃないかということが一つ、それがあるんだと思うんです

よ。 

  例えば、世界に目を広げますと、今、スウェーデンとかフィンランドは女性の首相がＮＡ

ＴＯの加盟を決断したという話がありました。恐らく男性だったらば、そういう決断という

のはなかったんじゃないかと。女性というのは非常に現実的なところ、男性は、またこれ男

女というとあれですけれども、野心的なところがあります。ただ女性は非常に現実的なとこ

ろをよく見ている。ですから、周りがその人をサポートすることによって、女性の輝く働き

方というのがあるような気がして、私は思っております。 

  これはインターネットに出ている情報なんで、ここで申し上げますと、内閣府の男女共同

参画局「見える化」サイトというところで数字を拾いました。女性の管理職の割合、2021年

３月現在、下田市が15.8％、南伊豆町16.7％、西伊豆町9.1％、松崎町6.9％、それで東伊豆

町が０％です。 

  私は３月に賀茂郡の議会をちょっと傍聴させていただいた中で、西伊豆町での議会事務局

長が女性であったりとか、南伊豆町でも教育委員会事務局長が女性であったりとか、先ほど

定居議員からちょっと聞いたんですが、昨日、河津町の傍聴に行かれたということ、２人管

理職。そういった形で非常に保守的な賀茂郡の地域の中でも考え方はすごくオープンになっ

てきている。そういうようなガラスの天井というものも意識しない仕事、働き方になってい

るということがありますので、その辺のところは引き続き、町長、やっぱり育てるという観

点で意欲のある女性職員で教育のほうをお願いしたいなというふうに思います。 

  それから３点目ですが、道路整備につきましてです。先ほど町長が復興庁の要職を務めら

れているときのお話を伺いました。私も震災直後、現地へ行きまして、海岸沿いの道路が全

く通行止めだったのに、三陸の沿岸道路、中に入ったところ、あそこが無傷のまま道路が残

って、物流ですとか人の輸送とかというものができていた。それが昨年の12月に仙台と八戸

の間の三陸沿岸道路が全線開通したというようなことがございました。 

  この東伊豆町を見ますと、伊東から135号、東伊豆町、この東海岸というのは津波もそう

ですが雨量によって交通規制があったりする。非常に土砂災害で危険な路面がある。これは

前町長がこの湯ケ岡赤川線の早期整備というのは無論そうですけれども、この伊東市へ直結
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するバイパス構想というものを結構熱を入れて答弁されていたというふうな思いがあります。 

  その辺のところで、ここも一つ、町長、国交省などで要職を務められたということでもあ

りますし、このことの見解というものをちょっとお聞かせ願いたいなというふうに思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  まず、コンパクトシティについての話ですけれども、コンパクトシティと言ったからとい

って、全てをコンパクトに１か所にという発想はなかなかないんじゃないかなと思います。

国土交通省のほうもコンパクトシティを進める上では、コンパクトシティ・アンド・ネット

ワークということで、それぞれの拠点をつくりながら、そこを公共交通で結んでいくという

やり方をたしかやっていたかと思います。 

  幸い、議員のお話にもありましたとおり、この東伊豆町というのは南北に伊豆急が走って

おりまして、まさに公共交通が町を貫いているという、ある意味これはメリットだと私自身

が考えております。そこを生かしながら、どういうようなコンパクトな町の配置にしていく

かということを検討していければというふうに思っております。 

  そして、女性についてでありますけれども、これいろんな考え方があろうかと思いますけ

れども、私は女性を支援するとか、例えば何パーセントを女性の管理職とかと目標設定して

やったりをしておりますけれども、それよりも本来女性が持つ能力を生かせるような環境づ

くりをつくっていったほうがいいんではないかなと。分かりやすく言うと、例えば、子育て

をしている女性の場合、本当に子育てというのは労力、まさに今自分が味わっているところ

でありますけれども、それを今の日本社会というのはどちらかというと女性がある程度見な

ければいけないという建てつけになっております。 

  それを少しでも地域で、そしてコミュニティーでみんなで子供を見守るというような感じ

で、女性の負担を少しでも減らすことによって、女性が能力、技術があればしっかりとそれ

を活躍できるというような環境づくりというのが非常に重要ではないかなと個人的には思っ

ております。 

  それと、道路について、専門分野でもありますので、議員が言われたのは、くしの歯作戦

の話だと思います。確かに沿岸部の道というのは比較的弱いというのは立証されました。こ

の地域においても、かなり脆弱な国道があるということで、１本内陸に入った道というのは

必要だと思っております。 

  伊東市に抜ける道については、私も現場に行きまして確認をしてきました。地形も見てき
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たんですけれども、なかなか高低差があったり、あとはほとんどが伊東市の敷地ということ

もあって、難しい側面もあるのかなと思いながらも、引き続きどういうルートがいいかとい

うことも含めて検討しながら、それを踏まえて要望活動はしていきたいなと思っています。 

  と同時に、東伊豆の方にとっては、何かあったときに逃げる道というのが必要なので、今

ちょうど湯ケ岡赤川線を造っておりますけれども、それとうまく接触するような形で、接続

するような形で、河津のほうに抜けられるような道ができるかできないか、そのようなこと

も含めて検討し、進めていきたいと思っています。 

  それで、災害時のことなんですけれども、阪神淡路のときもそうでした。東日本大震災の

ときもそうでしたけれども、陸路についてはなかなか難しい側面が出てきます。我が国は四

方を海に囲まれているということで、海を使ったルートというのは災害時には非常に有効だ

と。大島がたしか噴火したときも、稲取港にたしか逃げてきた方がいらっしゃるということ

を踏まえると、この海上輸送というところを、何かあったときに活用できるような準備とい

うことも同時にしていければいいのかなと思っています。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、観光地としての課題についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 次に、第２問、観光地としての課題についてということで、ゴールデ

ンウイークは久しぶりににぎわいを見せたが、アフターコロナの観光を考えると課題も見ら

れた。そこで、次の点について伺う。 

  １、旧大川グランドホテルの廃屋は著しく景観を害している。令和３年６月の定例会にお

いて質問した際、特定空家に認定していないとの答弁だったが、現状はどうなっているか。

また、所有者との交渉について進展しているか。 

  ２、教育旅行については、県が積極的に誘致に乗り出しており、当町も進めるべきと思う

が町長のお考えは。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 
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  第２問の答弁ということで、観光地としての課題についてということであります。 

  まずは旧大川グランドホテルの廃屋についてということで、確かに伊東から来て賀茂に入

って、海が開けてすばらしい景色があるなと思ったら、いきなりあれが目に入ってくるとい

うことに、非常に私も問題意識は当初から持っております。旧グランドホテルの廃屋につい

ては、今お話ししたように町の玄関口という場所でもあることから、本当に何とかしなけれ

ばいけないという認識は全く同じだと思います。 

  建物の所有者からは分譲型のリゾートホテルの開発計画の説明がございました。ただ、そ

このどういう体制であるとかというところについては、ちょっとまだ不明確なところもあろ

うかと思います。加えて、私としてはあそこの場所というのは非常に東伊豆の玄関口という

ことで、公共性の高い利用方法が望ましいのではないのかなと少し思っております。そんな

ことも含めて、今後具体的に検討していきたいと思っております。 

  特定空家に関しては認定はしておりません、今も。というのは、基本的には今のところ行

政代執行ということはまだ選択肢にはなっていないということだと思います。 

  それと、あと教育旅行についてですね。教育旅行については学校行事として行われる、一

般的ですけれども、修学旅行とか林間学校とか移動教室とかいろいろ野外活動などいろいろ

範疇が広いみたいです。特に代表的なものとしては修学旅行かなと思うんですけれども、今

のコロナ禍の中で２年間、旅行先で集団感染の懸念から自粛措置が多く学校で取られており

ました。幸いにもこの４月以降、感染者数が減少傾向であることから、徐々にではあります

が教育旅行の復活の兆しが見えてまいりました。 

  以前は首都圏や関西圏が主な目的地であった教育旅行でありますけれども、新型コロナウ

イルス感染症の拡大を踏まえて、この東伊豆のような地方に対しての意識も随分広がってき

ていると認識しております。 

  当町での対応でありますが、まず、受入れに対してはその時々で対応しているのが現状で

ございます。過去には観光協会内で小規模旅館を中心とした受入れ体制を検討しましたけれ

ども、どうも調べてみると需要が少ないという話もあって、随時の対応にとどまっていると

いうことであります。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 
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  今、その旧大川グランドホテルの話、初めて聞きました。分譲型のリゾートホテルを建て

たいというような意向があられると。それは現実的な話なんでしょうけれども、どういう形

で、例えばいついつまでに、この時期までにとかという話はあるんですか。いつまであの廃

墟というものがああいう形であるのかということも含めまして、そういう話は、ああそうで

すか、じゃ、お願いしますという、あの廃墟にもううんざりしている者からすると、そうい

うことでは私は行かないと思うんですよ。 

  今もホタル観賞の夕べというイベントの中であの駐車場を使っているというようなことも

あったり、あの駐車場を実際に使っているということは、相手方とは何か交渉等、そういう

ようなこともあるんじゃないかというふうには思うんですけれども、そういった形の中で、

取りあえずあの建物というものは撤去してもらわないと、この町というのは一生その悪い印

象が付きまとってしまう町になってしまうということがございます。その点についてまずち

ょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 民間の計画でございますが、先般、つい最近、初めて図面め

いたものをお持ちをいただいて、副町長と自分のほうで計画について伺いました。 

  ただ、土地の関係もかなり複雑な権利関係がございまして、あの全てを民間の所有者の方

が持っているというわけではございません。 

  例えばホタル観賞の夕べで使っている駐車場については、町が県から占用を受けているよ

うな場所であったりということで、複数の所有者が所有していたり、あるいは権利を持って

いるというところなものですから、民間の方が自分の土地だけでやれることであればとんと

ん拍子で進む可能性もあるんですが、ちょっとそういう場所ではないもんですから、民間の

方がやるにしてもかなり時間はかかるのかなという感じはしますし、ですので、今の時点で

いつまでに竣工を目指しているとかという具体的な時間軸でのスケジュールの提示まではい

ただいていないような状況でございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 計画は民間の会社がする計画をお持ちになっているという、それは自

由でしょう。ただ、あの建造物をいつまでもあのような状況にしているということに対して

の、町は非常に迷惑を受けている部分だというふうに思いますので、撤去については早く進
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めてもらうということをお願いしたいと思うんですけれども、その辺の交渉というのはいか

がなんでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 民間の事業者の方も事業ができるということが、恐らく権利

関係ですとか、町の考えとの兼ね合いですとか、そういうものが全て整理をされて自分の計

画ができるという段階にならないと、先行して建物だけを撤去するという考えは今のところ

ないようでございまして、それについて町のほうがお願いベースでお願いすることはできま

すが、今のところ強制力をもって撤去させるということはちょっと難しいものですから、そ

の辺はちょっと御理解をいただければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今お話を伺っていますけれども、見た感じ私も専門的なことは分かり

ませんが、海岸空地にある建物だと思います。町だけの、あるいは県とか、国とかそういう

ところも関わってきていると思うんですけれども、その辺のところでぜひ協議を進めていた

だいて、あの建物というものが早く撤去をしてもらえるように、行政からも町長からもお願

いしていただきたいなと。この廃屋、廃墟の問題というものも町長が要職されていた省庁の

管轄であろうかと思いますので、その辺のところも一つ、町長のお考えをお願いしたいと思

います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 観光庁の絡みだと思いますけれども、廃屋の撤去に関しては国がある

程度負担をするという制度があったかと思います。ただ、前提条件としてはそこをしっかり

と観光的な用途に使うということも言われていたかと思いますし、町としてはあそこの場所

についてはなるべく町民全員が恩恵にあずかれるような、言わば公的情報発信の場所的なも

のとか、そういうような使い方ができないかなということで、現在検討をしているところで

す。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今町長が言われたことは、公的な形の施設なり、私もそれはそうだと

思います。それは自分もそういう考えではありますし、個人的にはあそこにスケートパーク

があったらいいなと思ったりもしたんですけれども、それは置いておきましても、町として
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いろんなことを図っていただきたいというふうに思います。 

  ２番目の教育旅行についてなんですけれども、これも私も今まで何度か教育旅行というこ

とを議論してきたところでございます。その中で、コロナの中でいち早く立ち上がっていっ

た観光の氷解というものがこの教育旅行だったんじゃないかなというふうに、私も思うんで

す。修学旅行であるとかといったところは、もちろん学校ですから非常に慎重にその辺のと

ころはやるわけですけれども、しかし、体験的な学習ということの重要性というところから、

今動き出して、県もこういう形で、今、資料を皆さんにお配りしていると思いますけれども、

教育旅行の誘致を強化しているというような形のところがあると思います。 

  また、県の「山の洲（やまのくに）」構想というのでしょうか、つながりの中で、地域の

中で人の移動というものを考えながら、旅行を進めていくということであります。 

  稲取温泉、熱川温泉を中心としたところ、どうしても大型の旅館とかホテルというところ

に目が行きますけれども、やはり中小の旅館であるとか民宿やペンションがあるといったよ

うなこともありますので、幅広いメニューの中から旅行を楽しんでもらうといったようなこ

とも大事じゃないかと。 

  例えば伊豆高原なんかでも、毎年参加者が増えていまして、これ一昨年の８月になります

か、教育旅行、予定より３割増だと、コロナ禍においても非常に多かったというような記事

も出ていたりしています。 

  考え方にもよるかと思うんですけれども、この自然体験、よく子供たちは農業とか漁業と

かという話の中で、実際に漁をしているところを見ないとか、収穫体験というものを実際に

見たことがないとかという、そういうことを体験することが大事だないうふうにと思ったり。

今、総務経済常任委員会のほうの所管事務調査の中で、どうやって一次産業というものの理

解を次の世代に伝えるのかという話の中で、そんなことを思ったりもします。 

  また、町の資源として築城石、町長も聞いたことがあると思いますが、そういうような歴

史的なそういう遺物もあります。 

  旅のマナーですとか、自然体験とか、農業、漁業体験、今申しましたけれども、そういっ

たようなことを学ぶということに関して、うちの町というのは、その旅館のしきたりだとか

そんなことも含めて、メニューというのが非常にあるんじゃないかというふうに思っていま

す。 

  例えば河津町においては、今年度より教育旅行や合宿などに訪れるグループに対し、観光

協会を通じて５万から20万円の補助事業を交付することになったというような話が出ておる
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ところで、これ具体的にどういう形になっているか私もまだ聞いておりませんけれども、今

年度からの事業になっている、そういうような補助もあると。なるべく教育旅行を東伊豆町

に招き入れる、そこのところにもなかなか受入れ側がちょっと学生はというような話になっ

てくるとしようがないんですけれども、町として、町長としてやっぱりそういうような形で

教育旅行というものを考えていきましょうということが、機運が高まっていれば、よりよい

観光地になっていくんじゃないかというふうに思います。この辺についていかがでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  教育旅行、自分も修学旅行の記憶がいまだに覚えているということも含めると、大変重要

だと思います。ただ、一般的に教育旅行が進んでいる地域というのをちょっと調べたんです

けれども、何か特徴があるようで、特徴というのは例えば県内においては浜松市、ここでは

公益財団法人浜名湖ツーリズムビューローというのと旅行会社が、教育旅行誘致部会という

のを立ち上げた、それで企画運営をしているという話も聞こえてまいりまして、あとは静岡

市においては民間宿泊施設や関係事業者を中心とした組織の下、教育旅行誘致をしていると

いうことが聞こえてまいります。 

  つまり、民間企業などが率先をして、教育旅行のプランやコンテンツの組立てを行って、

いろんなアイデアも多分そこでつぎ込むと思うんですけれども、加えて実際に営業をやって

いくマーケットを増やしていくというようなやり方をやっているんではないかなと思います。 

  我が町においても教育旅行のプランや、先ほど体験、研修プログラムみたいな話もありま

したけれども、そんなコンテンツの構築や受入れ体制整備など、民間ベースである程度やっ

ていただけるところはやっていただいて、町としてもその民間企業との連携というのは大変

重要だと思っておりますので、ぜひ須佐議員におかれましても、率先してその機運を上げて

いくということをやっていただいて、連携をしながら、この東伊豆にふさわしいやり方、教

育旅行というのを実現できればいいんではないかなと思います。 

  なお、現在、関連する動きでありますけれども、６月25日から１泊２日で静銀さんが主催

となって「しずおかキッズアカデミー」と称して、県下の小学４年生から６年生を対象に受

入れを行います。また、大学連携協定を締結している杏林大学の保健学部理学療法学科の生

徒約60名が１泊２日で来町し、関連施設で研修を行う予定で、町としても現在調整をしてい

るところです。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 
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（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 町長もいろいろ調べていただいているみたいで。そうですね、私もこ

れまで観光協会、個人業者さんとかといろいろそういう話をしていく中で、なかなかその受

入れということに関して、例えば伊豆高原とかだと分散してたくさんのペンションとかそう

いう施設があるという話で、うちの町でやるということになりますと、いろんな形の宿泊形

態の中に分散しながら泊まっていくということになります。 

  ですから、より町内でそういうような醸成というか、考え、御意見交換しながら、観光協

会も１つになったということもありますので、そういうようなまた議論が高まっていけばい

いなというふうに思っております。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第３問、幼稚園の統合についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 幼稚園の統合についてということで、３問目でございます。 

  幼稚園の統合については、園児数の減少など様々な要因により統合になると説明があった

が、次の点について伺う。 

  １、スクールバスについて、新しいバスが導入されると聞くが人的サポートも含め安全面

について確認したい。 

  ２、熱川幼稚園の園庭側にサッシを張り巡らせる案があると聞くが、砂ぼこり対策だとし

たら教育環境の整備に向け芝生化を提案したいが、当局の考えは。 

  ３、統合後の稲取幼稚園の利活用についてどのような考えがあるか。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 第３問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（岩井茂樹君） ３問目につきましては、教育委員会関係ですので、教育長から答弁を

していただければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） 須佐議員の第３問、幼稚園の統合については、３点からの質問です

ので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、現在の通園バスは購入後14年を経過し経年劣化も進んでい
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ることから、来年度の幼稚園統合に合わせて、現在のバスを入れ替える形で新規購入する予

算を今回の定例会に要求させていただいているところです。 

  人的なサポートも含め安全面の確認ということですが、現在も幼稚園バスには必ず幼稚園

教諭が同乗しており、園児の様子を見ながら安全面に配慮し運行しております。これは、車

が新しくなって統合しても変わらず続けてまいります。 

  そのほか車両面での安全対策装備ということについては、運転手に異常が見られた場合に

同乗職員が停車を管理できるＥＤＳＳ、ドライバー異常時対応システムという装置や、シー

トバックにクッションや至るところにプロテクターが装備されております。また、ＰＣＳと

いう歩行者検知機能、衝突回避被害軽減サポートというのがついており、現在の車両らしい

様々な機能が備わっております。 

  次に、２点目についてですが、熱川幼稚園の統合については、昨年度、町の学校教育環境

整備委員会で協議を進めたほか、保護者との話合いも行っております。その中で、園舎の廊

下部分が開放されているため、砂ぼこりや悪天候時の雨の吹き込み、それが問題になってい

るという御意見が多く聞かれ、そのために廊下部分と園庭との境にサッシを設置する、そん

な計画を立てております。 

  園庭の芝生化につきましては、園や保護者からの要望は今のところ上がっておりませんが、

今年度開催している統合準備会において話し合っていきたいなと考えております。 

  次に、３点目についてですが、御質問のとおり稲取幼稚園の園舎につきましては、令和５

年度には園舎として使用しなくなります。その後の利活用については現在決まっているわけ

ではありませんので、教育委員会だけではなく、町としてどのような活用ができるのか、今

後検討していくことになります。よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  幼稚園バス、その送迎バスですけれども、ちょっと私も調べてみましたところ、52人乗り

というのかな、49人で大人が３人乗って、かなり50人ぐらい乗れるようなバスじゃないかな

というふうに思ったんですけれども、実際には何人乗る予定なんでしょうか。送迎をしてい

きながら回っていって、こちらの幼稚園統合だよりというのを見ますと、各地区の通園バス

の運行について、大川、北川から白田、片瀬、稲取とありますけれども、各地区回って、実
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際に直接来る方もいるんでしょうけれども、バス利用する方もいるんでしょうけれども、ち

ょっとその辺お聞きしたいところです。 

  昨年の７月、福岡のほうで、これは保育園でしたけれども、中で置き去りの事故というよ

うなことがありました。今現在、当町においても先生がついて、しっかりそこのところを、

運転士さんと両方で確認作業行っているというようなお話でしたんで、その辺のことを引き

続きお願いしたいのと、やはり車とかよくなって、最近のはここに画面が出て、後ろは振り

向かなくても映るみたいなことなんです。私なんかも逆にそういうのは怖いんで、必ず後ろ

見て確認してバックするようにしているんですけれども、やはり目視ですとか、そういった

ことも大切になると思いますんで、その辺のところの確認をお願いしたいなというふうに思

っております。お願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） それでは、何人乗れるかということにつきましては、

バス本体ですと、子供さんの場合は３人で２人分の席という計算になるようですので、52人

までは乗れるという形になります。大人も含めてですけれども。そうなりますと、園児、今

年でいきますと39人ですので、過剰ではないかという御意見もあろうかと思うんですが、現

在、コロナ対策で２人並ぶ席においては１人しか乗っていないような状況で進めております。 

  今後も、あまり近づかないで座らせる方法を考えると、最大で50人の半分くらいの人数が

通常は運べる。ただ、園行事で結構多く乗る場合もございますので、ふだんの通園だけでは

なく、園行事に合わせて全員乗っけることもあるんじゃないかということで、過剰ではない

と判断しましてこのサイズ。今現在、幼稚園でバスで使うには一番使い勝手がいいんじゃな

いかと思われるものを選択したいと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  では、幼稚園の園庭の芝生化について。 

  これは古い話ですけれども、10年も前の話ですが、当時、まちづくり協議会というのがご

ざいまして、その中で私も部会長をやらせてもらった中で、あの当時、熱川幼稚園というの

がまだできて間もないような頃で、園庭を芝生化にしたらどうなんだろうかというような意

見が出たことを覚えております。ただ、その芝生化については、非常に手入れとかそういっ
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たものが面倒だというようなことから見送られるというか、提言だけで終わったのかなとい

うような気がしました。 

  今回、私、稲取と熱川幼稚園が一緒になるということで、すごく画期的なことといったら

おかしいですけれども、この教育の問題、これからの小中一貫とかも含めまして、すごく大

事なことだというふうに思っています。２つの地域が一緒になって、子供たちをそこで通園

させて、見守り活動をその地域がやっていくということについて。ですから、給食の導入も

もちろんそうなんですけれども、ぜひ、子供たちに環境のよいところで過ごしてもらうとい

うようなことを提案したつもりで、この園庭の芝生化のお話しさせてもらいました。 

  近くで調べますと、清水町立の幼稚園、私も電話しまして見学させてもらいました。それ

が画像に出ているものです。お手元にも資料が行っているかと思います。園舎の前が一面こ

ういう形できれいな芝生になっているところです。お邪魔させてもらいまして、清水町は４

つ幼稚園があるんですが、４つとも芝生化しているそうです。その中でこの北幼稚園がいい

ですよということで伺ったわけなんですが、この北幼稚園は、地域の方が週に何回か来て、

何人かでボランティアで手入れを行ってくれているということがあるんです。 

  確かに大変です。水をまいたり、この下の写真なんかも、毎日、夏場は散水をすると。そ

して、もちろん芝刈りをしなければいけない。刈った芝もそのまま捨てたんではいけないと

いうことで、乾燥させてから捨てている。そして、親切に園長先生が倉庫の中まで案内して

くださったんですけれども、この芝刈り機も、手で押しながら芝を刈るものはこのグリーン

バンクというところから支援があったようなんですけれども、実際にはそれじゃ足りなくて、

電動のものを使ったりとか、肥料ですとかそういったものも、こういう形で補助が出て購入

しているというようなことがあったり。大変な部分があるんですけれども、子供たちのこと

を考えると、私はぜひ進めていけたらどうなんだろうか。そのように考えておるところでご

ざいます。その辺のところで、もう一度、そのお話を聞かせてもらえますか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 芝生化に関しては、やっぱり今、須佐議員がおっしゃるとおり、手

入れ、管理等が非常に大変でして。 

  実は、賀茂地区の中にも１校だけ校庭が芝生になっている学校があります。西伊豆の田子

小というところなんですけれども、平成22年ぐらいだったか、Ｊリーグのグリーン化プロジ

ェクトとかというやつで、それに応募してたまたま当たったと。その芝生に関してはただで

提供してくださる。ただ、植付けとか、その前の施工の工事に関しては全部学校持ち、とい
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うか、当時、田子の漁協さんが非常に協力的だったらしくて、そちらのほうは全面的に費用

は出してくださったそうなんですが、ちょっと幾らかかったかというのは分からない。現在

の校長先生に聞いたんですけれども、ちょっとそこまでは分からないと。でもかなりの高額

だったという話は伺っています。 

  手入れに関しても、やはり地区の方々がボランティアですごく一生懸命やってくださって

いて、何とか保持できているんですけれども、やはり週一、二回は芝刈りをしなければいけ

ないとか、散水は毎日やらなければいけないとか、肥料に関しても月一、二回はやらなけれ

ばいけないとか。あとメリットとしてはいろいろあるんですけれども、景観がよくなるとか、

子供のけがが減るとか、そういうのはあるんですけれども、やはり芝生になることによって

虫がたくさん来ると。それによって、ちょっとそれを嫌う子供もいるとか。 

  あるいは、ふだんの手入れに関しては、もう職員だけでは絶対無理ですので、その地域の

方々が必ず、ほぼ毎日ぐらい来てくださる。だからそういう団体がしっかりしていないと、

維持はなかなか難しいですよということを言われました。 

  あとは、Ｊリーグのグリーンプロジェクトに関しても、その団体、ボランティア団体がし

っかりしているということを確認した上で補助が出るんだそうです。ですので、もし、須佐

議員がそういう構想があるようでしたら、そういうボランティア団体をしっかりしていただ

く中で進めていただければできる、可能かなというふうには思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 確かにそのボランティア団体ということで、この清水町の芝生化とい

うものの話聞きますと、議員の一般質問から始まったと聞きまして、その植栽のときには議

員もお手伝いに行きまして、それで栽植が広まったというふうなことがあります。なかなか

私がそういうふうに言って、じゃ、みんなでやろうじゃんみたいな話になるかどうかという

のは難しい話ですからあれなんですけれども、先ほども言いましたように、稲取と熱川地区

が一つになるということも考え併せながら、私もそういうような呼びかけ等もできたらいい

なというふうに思っております。 

  町長、この芝生化について一言、お考えあったらお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 
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  教育長のお話ありましたとおり、ボランティアの受皿がしっかりしていないといけないと

いうふうになっています。須佐議員が言われたグリーンバンクについても、立てつけとして

は町ができることと言ったら、その施設管理者の管理を同意するぐらいの話で、やっぱり母

体となるのは、ボランティア団体というところになると思います。 

  財政が厳しくて、やらなければいけないことがたくさんあるという中で、どうやったら東

伊豆の将来を、明るい将来を切り開いていけるかというところになると、まさにここがいい

事例かもしれませんけれども、町民もボランティア的なところで参画をしていただく。町は

町でやれるところをやる。まさにその三者の連携という姿を新しくつくっていくところに、

もしかしたら活路が見い出せるんではないでしょうか。そんな印象を持っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） よろしいですか。 

  以上で、須佐議員の一般質問を終結いたします。 

  この際、３時15分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時５８分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 内 山 愼 一 君 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員の第１問、町長の政治姿勢についてを許します。 

  10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） こんにちは。私は今日、１問の質問ですけれども、よろしくお願い

します。 

  町長の政治姿勢について。 

  町の人口１万5,000人の達成を目標に、町長、掲げていますけれども、少子高齢化、物価
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高騰、コロナ禍の中で、その可能性はあるのかどうか。どのような計画をし、実現を図るの

か、次の点についてお伺いいたします。 

  まず、１番として、人口の増減は経済の復興と密接に関係しているが、産業別の課題にど

う取り組み、解消していくのか。 

  アとして、農業・漁業では、後継者や雇用の問題、機材や重油価格等の高騰により生活を

維持することが厳しい。未来を見据えた規模の拡大、近代化のための基盤整備が必要では。 

  イとして、観光業では、街並みを生かした温泉場の修景整備並びに激減している入湯客の

回復の方策は。 

  ウとして、小売業、飲食業、サービス業では、店舗数の減少により商店街の形成が難しく、

商店の消滅危機が迫っているが、対策は。 

  エとして、建設関連業では、民間・公共事業の減少が経営を不安定にしている。老朽化し

た施設や水道、橋梁等のインフラ整備への需要喚起の考え方は。 

  ２として、住民の充実した社会生活のため、子育て及び住環境への支援を図る考えは。 

  以上についてよろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 内山議員の質問に対して御答弁を申し上げます。 

  まず、１万5,000人の達成ということが先ほどから何回か出ておりますけれども、先ほど

も御答弁申し上げましたとおり、人口１万5,000人を目指すというのは、積極的な姿勢で町

政運営にチャレンジをしたいという私の決意表明だと考えていただければと思います。 

  １万5,000人という数については、私の中のイメージですけれども、東伊豆町において

2000年の前半、例えば2001年には雛のつるし飾りまつりが静岡観光大賞を受賞した。2003年

には、熱川小学校の６年生がＮＨＫの全国音楽コンクール静岡県大会で金賞を受賞した。ま

た、私も記憶がありますけれども、町内会の多くの方が参加をし、盛り上がった潮風よさこ

い、これがスタートしたのも大体この年のあたりだと思っております。まさに東伊豆町にと

って、2000年前半というのはとても活気があった、勢いがあったということでありまして、

この時期の東伊豆の人口が大体１万5,000人ぐらいだったということを踏まえて、そのとき

の姿を少しでも取り戻したいという思いを込めて、この目標というか、思いを上げさせてい

ただきました。 
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  それを踏まえて、東伊豆町の人口減少を、先ほどからるるお話をさせていただいている

様々な施策で抑制をしていく。できれば人口を増やすことを取り組んでいきたいというふう

に思っております。 

  続きまして、アについてでございます。 

  人口の増減と経済の復興ということでありますけれども、まず、農業・漁業の将来を見据

えた規模の拡大、近代化のための基盤整備というのは、当然必要だと考えております。 

  整備を希望する事業者があった場合は、町はもとより県などの行政機関や農協、漁協など

の関係機関が集い、必ずその農家の経営計画を基に、経営実態に合わせた施設の整備を行っ

ております。その費用についても、自己負担が少なく済むような補助制度の活用、低利な融

資を検討しているところです。また、借入れに対する利子補給も、町として行っております。 

  そのような流れの中で、今定例会の補正予算の中にハウス栽培施設の建設に係る農業用機

械、施設導入に対する経費の一部補助を計上させていただいておりますので、御承知いただ

ければと思います。 

  続きまして、イに関係して、人口の増減と経済の復興ということであります。 

  その中で、特に温泉場修景ということでございますけれども、観光業から見た街並み整備

については、令和２年４月１日に景観行政団体に移行したことによりまして、今後、景観計

画を策定し、それに沿った街並み整備を行っていくことになります。温泉場の修景整備もこ

れに併せて進めていかなければなりませんので、御承知いただければと思います。 

  激変している入湯客の回復の方策については、当初予算や本定例会で補正予算を計上して

おりますけれども、誘客対策関連事業等の予算の執行を粛々と進め、入湯客の回復を図って

まいります。 

  また、政府においては、海外からの来訪者に対する入国制限を段階的に緩和することが決

定されております。これに伴い、インバウンドの需要の復活も見込まれることから、関係団

体と対応を進めていきたいと考えております。 

  続きまして、ウについてです。 

  小売業、飲食業、サービス業ということでございますが、小売業、飲食業、サービス業に

ついては、当面は今定例会の補正予算に計上されているプレミアム商品券発行事業や、新規

参入者支援事業などで、事業者の収益確保や店舗数の維持を目指してまいります。 

  そして、最後、エになりますけれども、建設関連ということであります。 

  インフラ整備への需要喚起についてですが、公共事業における入札案件では、ここ数年減
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少しているという状況は確認はできないんですけれども、町内業者の育成の意味も兼ねて、

可能な限り町内業者に発注をしている状況であります。 

  今後につきましても、事業の精査を行いながら必要な事業は実施し、併せて早期発注及び

財政面の平準化を考慮しながら、インフラ整備を図ってまいりたいと考えております。 

  なお、町単独事業である住宅リフォーム振興事業補助金は、令和３年度において96件、総

事業費１億1,500万円弱でありまして、建設関連業には大変貢献できているんではないかと

思っておりますので、御理解願います。 

  そして、（２）のほうでございます。 

  住民の充実した生活のために、子育て及び住環境への支援、この考え方についてというこ

とでございますが、子育て支援制度については、町単独事業で実施しております子宝祝い金、

子育て用具購入費補助金、小中学校の給食費補助金、また、国・県の補助を受け実施してお

ります保育園事業、放課後児童クラブ、子ども医療費助成、児童手当、ファミリーサポート

センター事業などを実施して支援をしているところでございます。 

  令和５年度からは、保健福祉センター内に子ども家庭総合支援拠点を設置し、妊産婦並び

にゼロ歳から18歳未満の全ての子供とその家庭等を対象に、子育てに関する制度やサービス

等の情報提供や様々な心配事の相談に応じ、解決に向けてのお手伝い、また、妊産婦や子供

たちが地域で健やかに成長できるよう、様々な機関と連携し、切れ目のない支援を図ってま

いりたいと思います。 

  住環境への支援制度については、現在、町民の方を対象に、住宅リフォーム振興事業補助

金と結婚新生活支援補助金を実施しております。また、町内に移住される方に対しては、若

者定住促進住宅取得補助金と、空き家バンクを活用した場合には、空き家活動支援補助金を

実施しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） まず、人口の増減と経済が密接な関係があるということは、町長も

お分かりにあると思いますけれども、それで１万5,000の目標を掲げているのについては、

ちょうどそのうちの町の全盛期の2000年ぐらいを基準にしたにぎわいというか、その頃の旅

館だとかの売上げだとか、入れ込み客のことを想定しているんですけれども、実際にはそれ

からもう20年もたっているわけですけれども、当時からもう100万人いた入れ込み客が、今
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は40万人にもなっているような状態です。 

  そういう中で、農業・漁業についても、うちの町は観光を主体とした町ですから、私がい

つも考えるのは、農業だとか漁業、海が荒れたり、海が汚れたり、山だとか田畑が荒廃した

場合については、観光業についても、自然環境をなくした観光地としては、それこそ大変な

損失になると思います。 

  そういう点も含めて、現状の農業・漁業については、後継者もこの20年間で、もうほぼ、

漁業者も半減しているような状態です。それから、農業についても同じように半減している

ような状況があります。農業と漁業については、私ども総務経済常任委員会のほうで詳細な

調査をしているものですから、細かい点まで、今日、触れませんけれども、一応主立った形、

今の早急に取り組んでいただきたいような形のものを考えていただきながら、少しでも農

業・漁業の人口を減らさないことについてをお願いしたいと思っているわけです。 

  そういう点で、実際に、町長、漁業者・農業者については、ハウスの栽培の助成金だとか、

そういうことも現実にやっている。それから機材だとかそういうものを買う場合にも、そう

いう補助についても考えている。あるいは、お金を借りた場合については利子補給をしてい

るような状況がありますけれども、実際、我々、調査した、今度コロナの関係がありまして、

ほかの観光業も含めて、農業・漁業、あるいは小売業等に、全ての業種について調査したわ

けですけれども、実際に今、農業についてもそういう状況というか、実際に、食べると言っ

ちゃ申し訳ないんですけれども、一家を養っていくこともなかなか大変な状況になっている

ということは、従来、先ほど町長言ったように高度成長のときについては、農業というのは

ミカンだとかそういうものが盛んで、実際に大きな利益を得たわけですけれども、現状の中

ではなかなか生業としてやっていくのは、ここにあるように実際に後継者がいない、それか

ら雇用についても年寄り夫婦でやっているとか、そういう形のものがあって、そして、先ほ

ども町長言った、ハウスなんかの資材だとかそういうものを補助してくれるということ、実

際にそういうことがなければやっていけない時代になっています。 

  だから、今度、重油だとかそういうものの価格が高騰しているわけですけれども、それと、

もう一つは、肥料が、この間、皆さんに懇談会の中で聞いた中では、100％、肥料が上がっ

ているようなこともお聞きしています。そういうことで、助成策というかそういうことにつ

いても考えていただくことができないかどうか。 

  それと、もう一つは、漁業者も同じように、実際に漁が少なくなったというようなことと、

それから重油だとか、それから船の資材だとか、そういうことも実際に高騰して、なかなか
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そういうものを買い替えるというか、そういう形のものも難しいということなものですから、

そういうちょっとした修理だとか、あるいは新しいものを買うときの補助的なものも、入れ

ていただけるような格好のことをしていただけるかどうかというようなことが第１点です。 

  それと、もう一つは、大きな中だと、漁業者には船です。後継者のいなくなったところの

船を後継者がいるところが買うとか、あるいは、漁協施設が今、相当傷んでおります。それ

から、近代化のために急速な冷凍庫だとか、そういうものを要望している部分もあります。

そういうことの助成策も考えることができないかどうか。 

  それと、農業のほうでは、将来的に子供さんが残ってくれるような形で、前にやった中山

間地の形で圃場を造ったような格好があります。広い土地を造って近代的な農業にするよう

な形のものを、町がある程度計画してやっていただけるようなことができるのかどうか。そ

ういうことについて、候補地でもちゃんと選んでいただくような格好になってできるのかど

うかというようなことを、まず、アの点でお聞きします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  様々な環境変化があって、特に原油高騰の波が来ているということで、地方創生臨時交付

金等で手当てということについては、今、各現場からヒアリングをして適切な対応を図れれ

ばと思っておりますが、そのほかの様々な支援策については、それぞれで対応できるところ

があろうかと思います。一括して個々に細かくということはなかなかここでは言えないと思

いますが、ただ一つ言えることは、経営が厳しい中の補助金というのはある程度効果がある

と思いますが、ただその補助金頼みになるようなことよりも、同時に、独立して自立して収

益を上げられるような構造をどうやってつくっていくかという努力も、町としてはしていき

たいと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 町長言うこともごもっともで、実際に調査した段階の中では、相当

もう厳しい状況というか、後継者がなくなってしまうんじゃないか、そういう危機感もある

わけですよ。そういう点でこの農業・漁業については、また報告書を提出しますから、その

中でまた細かい点を考えていただければと思います。 

  それで、イのほうの観光業等について、街並みを生かした温泉場の修景だとか、そういう
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ことについてやってほしいということですけれども、これはもう私はもう何度も、前の町長

のときに何度も質問をしたわけですけれども、実際に動かないというか、申し訳ないけれど

も、これはまち・ひと・しごとですか。あそこの中でいろいろ、観光地の造作に手をつけた

ことが、着手したというようなことがありますけれども、完了した、着手した、未着手とあ

りますけれども、実際にここの中に着手したという言葉がありますけれども、そういう形の

ものがまだ見受けられんというか。 

  先ほど町長言ったように、平成２年に修景の策定をして、それに基づいてやるということ

を今日お聞きしましたから、一つ安心したような具合ですけれども、これは前にもお話しし

たんだけれども、例えば今、温泉の町といっても、実際に稲取と熱川の温泉場の形になりま

すけれども、何度も言っているように熱川の場合は、濁川のところの温泉のパイプだとか、

あるいは配線のパイプだとか、そういうものが相当、環境美化を損なっている部分があるん

です。そういうものをまず、国・県等の問題もありますけれども、何とかそういうことも含

めて美化活動してもらいたいということと、それから、熱川温泉だと湯煙を大事にした街並

みの整備というか、そういうものを含めてやっていただければな。 

  それと、もう一つは、稲取のほうでは、煙の温泉場の街並みについてはどういう建築デザ

インにするのか。あるいはどういう形の道路、例えば石畳にするとか。そういうことも含め

て計画の中に入れていただいてやっていただくようなことになればな。 

  それも、あれにも何度も私言っているんですけれども、財源的なこともあります。そうい

うことも含めて、まず、先ほど町長申したように計画を策定して、実際に実現化計画を立て

て、それから行動計画を立てて、そういうものを時限的に、時限を区切って、優先順位を決

めてやっていくような方法を取っていただきたいということです。 

  それには、財源的には、私は、ふるさと納税の関係を十分考慮してやっていくことと、そ

れから、前に入湯税の値上げ等のことが議論に上りましたけれども、そういうものを財源に、

３年とか５年の計画をうたって具体的に動いていかないと、やっぱり人口が増加するような

町にはなってこないのかな。観光業が復活するようなことになってこないのかなって、そう

いうことの考え方をしているものですから、そういう点について、町長、どういうふうに思

われているのかどうか、そこらをちょっと伺います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  先ほどの御質問の中で、平成２年と言われた、多分、令和２年のことだと思いますので訂
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正を願います。 

  景観行政団体というお話がありましたので、それの根拠になるのは景観法でありまして、

平成16年に公布、施行された法律なんですけれども、その中で景観行政団体の役割というこ

とで、この法律に基づいて、先ほどお話をした景観の計画を定めるということになっており

ます。当然、町としてもその流れに沿って進めていくつもりでありますが、景観行政団体が

策定する景観計画というのは、景観に関するまちづくりを進める基本的な計画として、先ほ

ど言った景観法に基づいて、景観形成上重要な公共施設の保全とか整備方針等々をつくって

いくものでありまして、ある意味、区域や一定の行為に対する届出とか勧告、ちょっと規制

をかける的な話もあるという話の中で進めなければいけないとは思っております。 

  東伊豆の進捗状況でありますけれども、先ほどお話ししたとおり、令和２年４月１日に景

観行政団体に移行した後、まずは景観についての認識を深めていただくために、有識者によ

る講演を、産業団体連絡会の補助金を通して実施することを考えておりましたけれども、今、

コロナということで、なかなかそれが思いどおりというか、予定どおりにはなっていないと

いうことだけ申し上げたいと思います。 

  入湯税についても同じような側面があって、このコロナ禍の中でなかなか入湯税を上げる

ということはちょっと厳しいのかなというふうな御意見も賜っている中で、そこは慎重に判

断をし、ある程度体力が回復した時点で、入湯税、今でいうと150円から250円ということに

なろうかと思いますけれども、財源でいうと7,000万以上のお金がある程度使えるようにな

るんではないかという中で、計画的に効率的な使い方を、現場とも相談をしながら決めてい

くということになるんではないかと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） ぜひ、そういう形でお願いいたします。 

  私も、最初は質問して、実際にいつどうなるかということが心配というようなことと含め

て、やっぱり観光業者が盛んにならなければこの町は衰退の一途ですから、ぜひ、お願いし

ます。 

  それと、ウの関係ですけれども、小売業、飲食店だとかについても全くほかの農業・漁業

と同じように半減している。小売店についても、この間、サービス店会の件数が32件という

ようなことを言いましたけれども、それこそ20年前は120店ほどあったわけです。同じよう
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に飲食店についても令和３年70件、それも倍以上のものが20年前はあったわけですけれども、

実際こういうような状況になってしまって、商店が消滅してしまうのかな。 

  それと、もう一つは、商店がなくなるということは、商店街の形成がもう難しくなってい

るわけですよ。私、前から言っているように、商店街で生き残らせるというか、そういう形

のものをどこの通りにするかというか。例えば稲取地区と城東地区を見ても、城東地区の場

合はもう商店を形成するような形のところがなくなってしまっているわけです。そうすると、

やっぱりその商店を、城東地区の場合は、商店を残していくことについてのものをどうする

かということを考えていただきたいということと。 

  それから、稲取の場合は、商店を絞って、今の温泉場もそうですけれども、あと駅前だと

か、あるいは銀座通りだとか、そういうことに絞って商店街の形成をどうするのか。あるい

は空き店舗があった場合にはどういう業種を入れるとか、そういうことも含めて先ほどと同

じように、商店街を形成するための実現化計画というか、そういうものを計画的にやるよう

なことをして、それから同じように時限をして、行動計画を、アクション計画というかプラ

ンを立てるようなことを考えていったらどうかと思うんです。 

  これらの事業については、私も商工会にいたものですから十分分かりますけれども、国・

県の補助事業ということはたくさんあります。そういうものを活用しながら、まずは実現化

計画、あるいは行動計画というようなことを、アクションプランをつくって進めていただけ

るようなことができるのかどうか、そこらについてお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  飲食業等について、激減しているというのは私も何か肌身に感じております。特にこのコ

ロナ禍が追い打ちをかけているなという話だと思います。 

  原因にはいろんなものが考えられて、単純に人が減っている、町の人口が減っているとい

うのもあれば、それに伴って、例えば地域内の公共交通がだんだん、俗に言うタクシーがだ

んだんなくなってきて、夜なかなか飲みに行けないとかそういうこともあろうかと思います。

様々な影響があると思われますので、それら一つ一つ確認をしながら手当てをしていくとい

う地道な作業が必要かもしれません。 

  それと、商店街の生き残りについてであります。 

  ここで、先ほど言ったコンパクトシティの話が少し重なってくるかと思います。選択と集

中という言い方も多少できるかもしれませんけれども、どこに、ある程度商店街を活性化さ
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せていくか、そこに活力を呼び込んでいくかというような考え方も含めて、アクションプラ

ンという話をお話しされましたけれども、もしかしたらコンパクトシティという念頭に置い

たまちづくりの中でそういう話が出てくるんではないかなと、こういうふうに思っておりま

す。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 今、町長、私も同じ考え方なんです。だからコンパクトシティとい

うのは、私も何度も議会のほうで一般質問しているわけですけれども、できるだけ、もう人

口が少なくなるから、もっと言えば、コンパスで円を引いて、ここが商業地域だとか、ある

いはこっちが田園地帯だとか、もうそういうことを決めて。それから、後で話しますけどイ

ンフラの整備についても、ほかの円から、あんなことについてはできるだけやらないという

か、やらないじゃなくて、できるだけここの円の中に皆さんを定住させるような格好の政策

を取ってやっていく。あるいは、公共施設等についても、できるだけこの役場の周りに置く

とか、そういうものを考えていくということが、私が何度も言っているコンパクトシティと

いうようなことなんだよね。 

  それと同じように、小売店についても、生き残っていくということについては十分、例え

ば後継者が来た場合には、人数分の費用を考えてあげるとか、あるいは商店街を形成すると

きについてのものを、街並みの整備のものについては、町がはっきりここのところについて

は、5,000万なら5,000万のものを投入してやるというようなことを、はっきり予算づけてや

るような格好のことをしていかなきゃいけないと思うんです。よろしくお願いします。 

  それから、建設の関連業者については、ちょっと私も細かい数字をチェックしなかったも

のですから、もう従前から、高度成長の頃から比べるともう10分の１ぐらいに減ってしまっ

たような印象から、あくまでも公共事業だとか民間の事業がなくなってしまっているという

か、新しく新築の住宅だとかそういうものも少なくなっているわけだし、確かにリフォーム

の制度を使ってやっているところはたくさんあります。そういうことについては、私も、当

初、もう20年も前になりますけれども、ここのこのリフォームの制度だとかそういう形のも

のを一緒につくった一員としては、本当に有り難いと思っています。 

  もう一点は、私が言うのは、先ほど町長言われたように、もう50年も前に、高度成長のと

きに実際にいろいろな公共施設だとか、あるいは水道だとか埋設したとかそういうこと、あ

るいは橋についてもそうですけれども、実際にそういうときのものがほとんどもう駄目にな
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っちゃっているわけです。水道の場合については、もう半分がその頃の時代のものです。だ

から、私はそういうものをもう一度チェックして、調査をして、やっていないところについ

ては計画を持ってやっていくような形にして、公共事業を増やしていくというか。橋梁だと

かそういうものについては、国・県の助成があるものですから、そういうものを十分駆使し

てやっていただければいいし。 

  ちょうど町長新しくなって、白田の白田川橋の関係についても、前の町長も一生懸命、何

とか残したいということの中で、架け替えてやっていくようなことを考えていたものですか

ら、もしでき得れば、白田、片瀬の皆さんのため、あるいは奈良本地区のほうの関係の皆さ

んのためにも、できるだけ残して整備をしていくようなことになれば、それだけでも大きな

公共事業になるものですから、ぜひ、お願いしたいと思います。一応、そんなことです。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員、質問の内容は何かございますか。 

  町長に質問することというのは。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 実際に、だからこの今の水道だとかそういうものについてのものを

計画的にやっていただけるのか。それで、白田川橋についてもどういう考え方を持っている

のかどうか。それを、ちょっとそれだけ教えてください。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  水道関係の老朽化というのは、大変問題認識をしておりまして、漏水が多分多いというふ

うに思っておりまして、何らかの手を打たなければというふうに思っています。今すぐどう

するということは言えないんですけれども、問題認識は持っているということです。 

  あと、白田川橋については、当然、それを造ることによって財政の負担というのが生じま

す。それが今の東伊豆にとって耐え得るのかという判断をしなければいけません。同時に、

その事業の、私はあまり好きな言葉ではないんですけれども、ビー・バイ・シー、費用便益

効果というところも少し考えながら。ただ、地域住民の方になるべく負担をかけないような

やり方というのも同時に、選択肢から排除することなく、少し検討を進めたいと思っていま

す。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 
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○１０番（内山愼一君） ありがとうございました。 

  一応、私も同じ考え方なものですから、できるだけそういう形のものにそぐえればと思っ

ていますから、よろしくお願いします。 

  それから、（２）の住民の充実した社会生活のためということで、これも一つは定住人口

を増やすことが大事なことだと思うんです。子育てだとか住環境への支援については、先ほ

どるる町長のほうからお話がありましたけれども、確かに子育てについてもある程度やって

くれているのはありますけれども、例えば前の町長のときに、給食費については全額無料の

ようなことを当初からお話ししたんですけれども、実際にはまだ500円です。そういうもの

の充実を、ぜひ新しい町長になってやってもらうことの中で、人口の増加を増やしていただ

けないかな、どうかな。 

  それから、もう一つは、学校の授業料です。小中学校等の学校の授業料等も同じように考

えていただくことはできないだろうか。あとの子宝だとか、ほかのことについては、かなり

皆さん、私も含めて、先輩議員、同僚議員が質問して充実したわけですけれども、取りあえ

ず給食だとか、授業料だとか、そういうものについてのことを、ぜひ、考えていただくこと

ができるのかどうか。 

  それと、あと住環境についても、リフォームの関係だとか、結婚のときのものだとか、あ

るいは移住についての補助がありますけれども、もう一つは、今、この近年、ここの東伊豆

の住民の若い人たちがお隣の河津へ行くとか、伊東へ住居を求めるようなことがあったりも

します。そういう点で、できれば今のこの地域の空き家、それから空き地、今そういうもの

がたくさんあるわけですけれども、そういうものを何とか、うちの東伊豆の後継者、農家だ

とか、そういう皆さんが使えるような格好にするようなことの中で、人口を増やしていくと

いうか、そういうことも一つの方法かなと思って。そういう地元の若い人たちの関係のもの

を定住されることと。 

  それと、もう一点は、移住者についてもいろんな制度、ほかのところを見ると、ほかの助

成だとかそういうものを考えているようなところもたくさんあります。磐田だとか、あるい

は三島だとか、そういうところについても、いろんな不動産の取得だとか住宅取得について

のことがありますから、そういうものを参考にした中で住環境への支援を、ぜひお願いした

いということで、よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） ただいまの内山議員さんの御質問の中で給食費の支援ということ
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でお話がありましたが、給食費の助成につきましては、前太田町長の公約ということで全額

ということで公約があったんですが、財政的な面から、小中学生につきましては月額500円

という助成を行っております。これにつきましては、令和４年度予算につきましても引き続

き行っていくということで、予算措置、補助措置をさせていただいております。 

  それと、小中学生の授業費の免除というお話があったと思うんですが、対象はどれかとい

うの、ちょっと認識が違うかもしれませんが、基本的に義務教育ですので、教育費について

は小中学生は無料であるという認識でおりますので、ちょっとその点を申し上げたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） どうもありがとうございました。 

  今、授業料については十分分かりました。 

  それから、給食費については、500円についてが子供だから、なかなか大変な世帯、コロ

ナの関係だとかそういうことを含めて大変な時期でありますから、ほかのところでも磐田辺

りが、７月から来年の４月まで、給食費についての負担を、給食センターに負担をして値上

げをしないような格好でやっているということもありますから、そういうことも含めて考え

てみていただいて、できるだけそういうものにお金が費やせるような格好にしてもらうこと

ができればいいのかな。 

  私の今日の質問については、町長が、人口をできるだけ維持したい。それから、もしでき

得れば、そういうものを若干増やしたいということの中でやっていくためには、私が今考え

ている課題については、今の項目の中で考えていただけるようになればいいと思いますけれ

ども、実際にはこれだけの課題じゃないと思うんです。こういうものを含めた格好の中で、

やっぱり年次的に時限を切って優先順位を決めて、ちゃんと予算をつけてやっていくような

格好のことについて、最終的には質問の要旨としてお願いしたいということですから、よろ

しくお願いします。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 内山議員、答弁はよろしいですか。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 答弁があったら。 
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○議長（稲葉義仁君） 質問の内容はございますか。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） そういう計画的な格好の中でやっていただきたいということが最後

の質問ですから。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  様々な、やらなければいけないことがあって、どれもやれればいいんですけれども、あと

は自治体によって財政規模が違うし、税収というところも違うという中で、この町の特徴を

しっかりと生かしながら、税収を上げながら、やれるところをやっていくということだと思

います。 

  時限を切ってというのは、コロナ禍の中でそれはなかなか厳しいのではないのかなという

感触を持っておりますが、ある程度の見通しを持ちながらやれるところをやっていくという

ことだと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） よろしいですか。 

  以上で、内山愼一議員の一般質問を終結いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（稲葉義仁君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  お疲れさまでございました。 

 

散会 午後 ３時５７分 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（稲葉義仁君） 皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和４年東伊豆町議会第２回定例会第２日目は成立しましたので、開会します。 

  これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（稲葉義仁君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 一般質問 

○議長（稲葉義仁君） 日程第１ 昨日に引き続き一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 藤 井  明 君 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員の第１問、事業継承した風力発電事業についてを許し

ます。 

  11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） おはようございます。 

  町長におかれては、御就任おめでとうございます。 

  それでは、私、本議会に通告しておきました質問について、お答えいただきたいと思いま
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す。 

  質問事項は、事業継承した風力発電事業についてでございます。 

  令和３年11月に開催された臨時会で、町営風車の民間事業への無償譲渡と新風車建設事業

への出資を可決いたしました。町は解体工事費用約１億2,000万円を計上していましたが、

これにより解体工事費用はかからないばかりか土地代が入り、これを出資するという内容で

ありました。しかしながら、いまだ風車は解体されていません。 

  そこで、以下についてお伺いいたします。 

  １、なぜ風車は撤去されないのか。 

  ２、民間事業者とどのような契約・協定を結んでいるのか。 

  ３、町の所有でなくなった民間事業者の風車に係る維持管理費を町が立て替えている根拠

は。 

  ４、土地の貸付代金を原資とする出資はなされたか。 

  ５、民間事業者による新風車事業の今後の見通しをどう伺っているか。よろしくお願いい

たします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 藤井議員にお答えをいたします。 

  事業継承した風力発電事業についてということでございますが、最初の１問目ということ

で、風車が撤去されていないのはなぜかということにつきましては、現在、町営の風車が撤

去されていないというのは、民間企業による新規風車の建設事業について実施の可否がまだ

決定していないということによるものであります。 

  ２点目についてですけれども、民間事業者とどのような契約・協定を結んでいるかという

ことにつきましては、民間事業者との間で動産譲渡契約書、地上権設定契約書、匿名組合契

約書及び風力発電事業及び地域の生活環境保全に関する協定を締結しております。 

  ３点目につきまして、維持管理費を町が立て替えているその根拠はということでございま

すが、風車の所有権は、民間事業者が事業を実施することが確定した場合、町から民間事業

者に移ることとなります。現在は事業実施が先ほどお話ししたとおり、まだ確定をしていな

いということで風車の所有権はまだ町にございます。そのため、維持管理に必要な保守の契

約や費用の支払いについては、町が行っているということでございます。 
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  ４点目につきまして、土地の貸付代金というお話でございますが、出資については、５月

25日に執行済みでございます。 

  ５点目、民間事業者による新しい風車の事業、この見通しについてでございますけれども、

新しい風車の建設については、世界的に風車の需要が高まっていることや円安が進んだこと、

さらにウクライナ情勢に起因した各種資源高などが相まって、風車の調達価格が高騰してい

るなど、事業環境が厳しくなっているとのことですが、事業者は風車の建設に向けて必要な

準備を進めているというふうに伺っております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） ただいまお答えいただいたんですが、私どもとしては、意外の感が

あるんですが、風車の事業がまだやるかやらないか分からないと新事業ですね、というふう

に事業者が言っているというような答弁であったかと思います。これは私どもには再三のな

るべく早く契約をみたいな形で、当局も事業者の方もそう言っていたわけですけれども、今

になって事業がまだやるかやらないか分からないんだというようなことで、私どもはちょっ

と納得できない。何でしょうか、それはという話でございます。 

  ただ、町の予算としまして、昨年の11月９日に臨時議会開催されまして、一般会計の修正

であったかと思いますけれども、風車会計でしょうか、これに2,100万円の収入と、それか

ら2,100万円のまた支出、これがあったかと思います。それから計上しておりました１億

2,100万円、これに関してはかからないということで、それは取り下げるという形で修正さ

れました。そのような補正予算が組まれて、粛々と進んでいるのであろうというふうに町民

は思っていたと思います。 

  一番初めに、事業者の方も言っていましたのは、第一に旧風力発電所、いわゆる町の３基、

これは600キロワットの風車３基だったんですが、これの故障が相次いで、2020年には稼働

していた風車が全部止まりまして、電気代だけかかるんだということでこれは撤去する。令

和３年度までで、ほぼこの風車事業は終わって、令和４年度から金はかからないんだという

ふうな認識できたかと思います。 

  それが今聞きますと、まだ風車事業をやるかやらないか分からないんだと、事業者がその

ように言っている。これは全然言ったことと相反するようなことではないかというふうに思

います。というのは、１年間の風況調査等々を含めましてやりまして、これは非常にいい風
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が吹いているので、ぜひやりたいということで町はそれに事業を継承するんだと言ってきた

わけですから。ここでまだやるかやらないか分からないというふうに言っているのであれば、

どうでしょうか。この問題は振出しに戻ったということでないでしょうか。 

  そうしますと、先ほど出資はしたんだと。24日ですか、５月、３月ですか、出資いたしま

したというふうな話もあるんですが、その辺の整合性が取れないと。この町が出資したとい

うことと可否が分からないのに出資したんでしょうか。その辺についてちょっと伺っておき

ますが、どうでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） まず、風車の事業をやるかやらないかの決定について、どう

いう手続が必要で、最終的には金融機関から融資を受けられるかどうかが決まらないと風車

の事業ができるかどうかは決まらないということは、今までも、るる議会、全員協議会の場

等で議員の皆様には説明をしておりまして、皆様にも御理解をいただけているものだという

ふうに考えております。 

  また、決定が先に延びていることについてですが、町の態度というか町の判断、町がやっ

てもいいのではないかという意思決定が、最終的にないと動き出せない部分というのが、か

なり風車建設にはございまして、町がいいよと言っていないのに設計をしたりですとか、見

積りをいろいろ取ったりですとか、風車の運搬経路を検討するということについて、町の判

断がないとやっても全て無駄になってしまうと。その設計等についても多額な費用がかかる

ものですから。そういった細かい詳細なことについて、検討が始められたのは、町の議会の

予算の決定をいただいて、その後、各種の契約が済んだ後ということになります。その済ん

だ後には、粛々と手続等については、現在も進んでいるというような状況でございます。 

  令和４年度からは、町は風車の保守等についてお金はかからないと聞いていたということ

ですが、これについても、全て仮に風車の建設を最終的にやらなかった場合についても、令

和４年度のかかった費用については、全てＧＰＳＳが負担するという契約になってございま

すので、町がそれについて費用がかかることはございません。 

  あと、出資の関係ですが、これも最終的に金融機関の融資の判断をいただくためには、全

ての条件が整っていないと融資の最終的な判断を金融機関からいただけないということです

ので、その全ての条件が整うというものの１つの中に、町が出資するということも入ってお

りますので、先に出資をして、今後事業を進めていくということになろうかと思います。 

  当然ですが、もし最終的に風力発電事業の建設ができないということが決まった場合には、
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この出資の契約については解除されるという契約になってございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 町と同時に白田区にも1,000万円分配金がいくんだという話になっ

ていましたけれども、これに関してはどうですか。もう出金したんですか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） これについても既に白田区に支払い済みです。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 分かりました。 

  白田区にも払っており、町も出資という形で1,100万円をこれ議会に諮って議会の賛成を

得たという段階で、今ここに来て、先に延びているという話があるわけで、それが銀行の融

資がまだだとか何とかというのは、これは全然振出しに戻った話で、これはそもそも、もう

2018年から議会にかかって議論しているわけです。全協等々では10回以上、それでその都度、

なるべく早くやったほうが有利であると。ＦＩＴいわゆる固定価格買取制度が間もなく切れ

るので、これは早くやりたいんだというようなことも大分言っておりました。そういうこと

で町もかなり急いできたのではないかと。それから、間に前町長がおっしゃっていたように、

銀行名まで言っておりましたけれども、ある銀行からその会社を紹介されたというふうにも

言っております。そのようなことが今現在、先に延びているというような話かと思います。

もちろん、いろんな事情は社会変動等々はあるでしょうけれども、町が曲がりなりにも補正

予算で組んで、町の撤去費は要らないという話になり、事業者に無償譲渡したというところ

まではいいわけですね、無償譲渡契約は結んだわけですね。その契約の内容について、これ

は協定書に関して、例えば、新しい風車で被害は出ないとか、出たら補償するとか、出ない

とは言わなかったけれども、そういった問題が起こったときには、こうこうこうするという

ような協定は結びました。それは議員のほうにも示されました。しかし、そのほかの契約書

に関しては、議員のほうにもこれは来ていないわけです。ですから、今聞いても幾つかの契

約結んだというふうにおっしゃいましたけれども、それについて議会のほうにも示してほし

いというふうに思います。 

  それと、その譲渡契約は結んだかに関して、もう１回確認しておきたいんですが、どうで
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しょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 譲渡契約のほうについても締結済みでございます。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） いいでしょうか。これ一般常識だと思うんですけれども、譲渡した

という形は譲った。相手の所有になっているわけでしょう。無償譲渡という形で、みんな納

得しました、議会のほうも。譲渡されたというからには、その所有権は一体どちらにあるん

ですか。それは当然譲渡された会社が持っているのではないかと思いますけれども、そのい

わば他人の持っている風車、それについて町がその維持管理費を払うということに関しては、

私は間違っているのではないかというふうに思うわけです。今回もまだ補正予算が出るよう

ですが、250万に足して全体で698万9,000円ですか、これは年間でしょうか。一体これはな

ぜ譲渡した民間の風車に対して、町が維持管理費を持たなければならないのか。それが一体

幾らかかるのか。その法的な根拠と金額についてお知らせください。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 所有権がどこにあるかということですが、これについては先

ほど、町長のほうから答弁がございましたが、それは理解できていないという前提でお答え

をさせていただけばいいんでしょうか。 

  町長のほうから先ほど答弁がありましたが、譲渡契約は結んだけれども、実際に所有権が

移るのは事業者が事業をやると決まった時点だということでございますので、現段階では町

のほうが所有をしていて、それについて町が保守することについて、何ら問題はないと。通

常であれば、所有権が移っていないもんですから。町が負担すべきお金ですが、今までのい

ろいろな町とＧＰＳＳとの協力関係の中で、今年度分については、全てＧＰＳＳのほうが負

担するということを契約書の中にも明記をしてございますので、町の負担になるということ

はないということでございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 何ですか、譲渡はしたけれども、事業をやっていないからまだ町に

所有権があるというような内容でしょうかね。これは契約書もひとつどういう譲渡契約であ
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るのか。それから入金と出資したことについても、これは契約書が当然あるかと思いますの

で、それもお示しいただきたいと思います。 

  いずれにせよ、この土地に関しても契約書があるかと思いますけれども、これは結んでい

るわけですね。土地の地上権設定で、向こう二十数年にわたって貸すというような契約だっ

たと思いますけれども、これの契約も当然あるわけですね。その土地の賃貸契約といいます

か、地上権設定契約はどうでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） これ全て御存じだとは思いますが、町がこう支出をするにつ

いては、支出に関して根拠となる書類が必要でございます。こういった場合には契約を締結

していることがその根拠となりますので、当然地上権の設定、土地代を支払いいただくにつ

いても契約のほうは締結済みということは、先ほどの町長の答弁のとおりです。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 土地は貸してある。しかも地上権設定という形で、向こう二十数年

間にわたって使っていいというような契約であったかと思います。しかも、そこに建ってい

る上物について、これはもう譲渡したんだと、契約は結びました。したがって、普通ですと、

通常の概念で言いますと、土地の権利者、そのほうが地上権設定した場合は、非常に強い権

限を持つんです。そこの上物に関して、その旧地主が早く撤去しろとか何とか言っても、そ

れはなかなかそのとおりにならない例がいっぱいあります。これは別に風車に限らず、上物

というのはいわゆる建物とか何かものがあって、それの売買等々でよくある民間の例ですけ

れども、地上権設定して借りてしまったと。その上に旧所有者の物件が建っている。それを

早く何とかどかしてくださいといっても、それはもう地上権設定した地上権者のほうが非常

に強い権限を持っており、地主のほうは口出しできないというような契約内容が地上権設定

でございます。したがって、ここについて契約書は結んである。地上権設定の契約書は結ん

で土地は貸してある。無償譲渡の譲渡契約も結んである。しかし、管理は町が責任を持って

出資している。取りあえず立替えでしょうか。後で払うというふうに言っているようですけ

れども、そのＧＰＳＳさんという事業者が払うと言っていますけれども、それは確実に回収

できるという根拠はあるんですか。どういうふうに担保するんですか。その現在の今回も補

正予算でかかる約700万円ですよね、年間。もっとかかるのではないですか。課長はそんな
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にはかからないというふうにおっしゃいましたが、ずっと前までは年間1,000万ぐらいかか

るというふうに言っていましたけれども、それほどはかからないと。 

  ただ、前に、前といっても今年の３月に、議会で鈴木議員が町長のほうに風車３基の年間

維持管理費は幾らかというふうに問い合わせていますよね。そのときの町長答弁が５か年平

均で年2,500万円かかっているんだというふうに答弁しております。年間2,500万というふう

に前、町長は言っているんです。稼働しているときとしていないときは違うとか、少し安い

要因もあるのか分かりませんけれども、その都度その都度、金額が変わるようではちょっと

これは困る。私どもも年1,000万円くらいの維持管理費はかかるんだよという説明は受けて

いたわけで、それが先ほど申している、町で補正予算で組んできたのが約700万円かかるん

だと。町がそれを出資するんだというふうに言っているわけですけれども、これはどうして

も私は納得できないというよりも、多くの町民も納得できないと思います。 

  既に無償譲渡した町の風力発電所を撤去するんだと、そのために譲るんだというところま

ではきたのに、契約も結んだのに、撤去されないばかりか、それについて町が維持管理費を

払っているんだということが、どんなふうに抗弁しても一般通念上、これはおかしいなとい

うふうに思います。その法的な根拠というのは一体何かお聞かせください。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） これは契約が法的な根拠でございます。契約ですので、双方

が合意した内容で契約をしておりますので、風車の建て替えが決まるまでは町が風車の保持

をして、ただし、その費用はＧＰＳＳさんに負担していただくということですので、最終的

に町が負担するものではないので、何がいけないのかということがちょっと自分には分かり

かねます。 

  また、2,500万円保守がかかるという以前町長の答弁があったということですが、これは

風車が稼働しているときに、年間の風車本体の保守があったりですとか、修繕があったりで

すとかということなので、そのぐらいの数字ということで試算の金額を答弁したのかなとい

うふうに思います。今は止まっている状況なものですから、止まっている状況で既に風力発

電所としては、手続を済ませて廃止をしているものですから。風車本体の保守はほとんどか

からないと。現在かかっているのは、電気を高圧で充電している関係で、電気の点検だけを

するというような内容になっております。ですので、補正予算でまた御審議いただければと

は思いますが、補正予算の中にも予備費等も入っておりますので、実際に現在の風車の維持

費については、予算の総額よりもさらに小さい金額になっているということと、それについ
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ては全てＧＰＳＳの負担で支払っていただけるということでございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 藤井議員、東伊豆町議会会議規則の第54条ですが、「発言は、すべて

簡明にするものとし、議題外にわたり又はその範囲をこえてはならない。」とあります。質

問内容は、簡明に分かりやすくしていただけると助かります。よろしくお願いいたします。 

  11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） これは先ほど申しましたけれども、本当に長い時間かけて2018年か

らずっとこう検討してきたことで、全協にもその業者の方が見えて説明したりしました。私

どもは新しい風車について、その危険性はないのかということで主に心配したわけです。１

つには、あまりにも大きくなり、出力も大きくなるので、近隣の観光施設アニマルキングダ

ムさんや、それから近くにある保育園、そういったところに影響はないのか。片瀬・白田地

区の住民には影響はないのかというようなことで、ずっと議論してまいりました。 

  そういう心配と、もう一つは新しく風車を建設された場合に、それが20年後なりに撤去さ

れるというきちんとした担保はあるのかというようなところまで心配して議論していたわけ

です。それが何ですか、この入り口で旧風車を撤去するのは当たり前みたいな更地にしてそ

こで新しいのを建てるんだという話がやるかやらないか分からないんだと。それまでは町が

電気事業費ですか、その維持管理費、メンテナンス代、そういったものはかかってくるんだ

という話なんですけれども、これに関しては、金額的に具体的にそうしますと、2,500万と

いうのは以前の金額だったと今課長からの説明なんですが、稼働していた頃、それでは、こ

れからは年間幾ら幾らを見積もっているんですか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 通告にそういった内容がないもんですから。細かい資料は持

ち合わせておりませんので、本日午後でしょうか。補正予算案の審議がございますので、そ

の席でもう一度、審議いただければというように思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 補正予算で約700万円というように計上されているのは分かります

けれども、私が尋ねているのは、現在までのところそうですけれども、この先増えるような
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ことはないのか。これからも700万くらいの金額でいくのかという、そういう見込みのこと

で聞いているわけですが、それに関しては、この後、審議もあるということで、この辺にし

ておきましょう。 

  それから、お尋ねしますけれども、その地上権設定された場合の問題に関して、私は再三

注意してある非常に白田区、あるいは町有地の問題ですから、向こう二十数年、いわば塩漬

けになる。会社の権利が優先する。そういうことに関しては、非常に危惧しているわけで、

それがやるかやらないか分からないといった場合には、その契約は取り消せるんですか。賃

貸契約ですよ、それははっきりしてから普通は結ぶべき筋合いのものですけれども、先ほど

ではもう地上権契約は結んでいると。いわゆる賃貸契約は結んでいる。やるかやらないか分

からない事業に対して、町は土地を貸すんですか、貸したんですか。どうなんですか、その

辺について。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 土地が借りられるか分からない段階で事業をやるということ

が決定はできないと。当然、土地が借りられるか分からないのに、金融機関から融資は受け

られないというのは当然のことですので、先に土地が借りられるかどうかを確定させなけれ

ばならないというのは、当然のことなのかなというふうに思います。もし、事業をやらなか

った場合のことについてですが、風車の建設ができなかった場合には、契約を解除するとい

うことが契約の中でも明記されております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） そちらがどのような契約結んだかに関して、きちんと町にもやはり

町というか議会にも示してくる必要があるわけであって、それをやらないときは契約を解除

するんだというようなことになっていると言いますけれども、それは本当に今課長の言葉を

私たちは信用するだけで、実際の契約書をやはり示していただきたいなというふうに思いま

す。 

  それから１点、今後の事業に関して、先ほど町長からもお答えいただいたんですけれども、

風車の需要もあるようだとか、円安もあり、あるいはウクライナの情勢もあって、なかなか

思うようにいかないようだというような話をされたかと思うんです。やるとなれば、すぐに

でも風車は建設するよというような内容を言っているんだというふうなことだったかと思い



－95－ 

ますけれども、私は今までの議会に諮ってきた内容からいうと、なかなかそういうふうには

ならないのではないかというふうに思うんです。ここに来て、入り口で挫折したみたいな旧

来の土地町営の風車を撤去してもらえない。それでその二の足を踏んでいるわけですけれど

も、そこで、この民間事業者について、今後の見通しはそんなふうな厳しいということを言

っていますよということなんですが、これに関しては、例えば、町は年限的にいつぐらいま

でなら待てるけれどもとか、そういうタイムリミットとか、そういうものを制限する気はあ

るんですか。 

  それが１点と、それから町はたびたび名前が挙がっている事業者名ＧＰＳＳさんという会

社を、どういう会社というふうに認識されているか。それに関しても交渉相手でございます

から、認識し得る限りの範囲で、どういった会社かを町民のほうに示していただきたいなと

いうふうに思いますが、どうでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） タイムリミットというのは特に設けてございませんが、事業

者も検討を今している中で、かなり費用をかけて検討をしておりますので、いつまでたって

も結論出ないということになると、企業側にとっても損失につながりますので、企業として

は精いっぱい早く結論を出すということで準備を進めていると思いますし、今どういうこと

をどこと検証していて、進み具合こうだよというようなことは随時報告をいただいておりま

す。 

  ＧＰＳＳについては、再生可能エネルギーを地域と一緒に地域と協働でやっていくと。再

生可能エネルギーで、主に風ですとか太陽光ですとか、水力というものは、地方に多く存在

しているもんですから。ただ、その地方に再生可能エネルギーの施設を造って、そこから利

益を吸い上げるだけではなくて、地域にも何かしら還元していくというようなポリシーを持

った会社だというように承知をしております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） これは前町長に伺ったところ、事業継承に関しては、風力発電等に

ついて専門的な知識を持っている実績のある会社というふうなお答えいただいております。

ところが、実際上は、この会社は風力発電なんか持っていませんよね。そういう会社と契約

を結んできたわけですけれども、これから先もあれですか。この会社がどういう会社かとい
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うことに関して…… 

○議長（稲葉義仁君） 藤井議員、契約締結先の民間事業者の評価に関わること等々について

は、今回の質問の通告外になるかと思います。また、先方、立派な法人でもありますので、

個人的な考えに基づき、あまり意見を述べるのは望ましくないと思いますので、そのあたり

十分お気をつけいただいて質問をお願いいたします。 

○１１番（藤井 明君） 議長、アドバイスありがとうございます。 

  ただ、町がこの地方自治体が、いやしくも交渉相手としている会社ですから。最低限、会

社の約款とか役員名簿とか過去の売上とか、そういったものは取らなければおかしいなとい

うのが私の意見でございまして、それを聞くなということであれば引き下がりますけれども、

以前聞いたときは、まだ受け取っていない、いただいていないというふうに言っていました

けれども、であれば、どういう会社かは今の町長も知りようがないわけです。そういう意味

で、これは早急にやはり検証をして、そちらの企業からそういうのを頂いて、信頼関係をさ

らに醸成する必要があるのではないかと思いますので、そういう趣旨で聞いております。議

長、その点でよろしいでしょうか。要望として出しておきますので、ひとつよろしくお願い

いたします。 

○議長（稲葉義仁君） 藤井議員、質問は。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 今の要望という形でこれでとどめますので、お聞きいただきたいと。 

○議長（稲葉義仁君） 一般質問は終了でよろしいですか。 

（１１番 藤井 明君登壇） 

○１１番（藤井 明君） 具体的な内容は聞きましたので、この程度にとどめたいと思います。

ありがとうございました。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で藤井議員の一般質問を終結します。 

  この際、10時25分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時１１分 

 

再開 午前１０時２５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 栗 原 京 子 君 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員の第１問、地域包括支援センターについてを許しま

す。 

  ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 皆様、こんにちは。 

  岩井新町長になられて初めての一般質問ですので、大変に緊張しておりますが、よりよい

まちづくりのための一助になればという思いで臨んでまいりますので、よろしくお願いいた

します。 

  まず、１問目、地域包括支援センターについてです。 

  この件は、昨年、文教厚生常任委員会のほうで、東伊豆町の高齢者が抱える様々な課題に

ついて調査をしようということで担当課のほうにヒアリングを行いました。その結果をもっ

て、町長就任前の３月議会のときに決議書という形で、委員会から提出をさせていただきま

した。その決議書に対して、町のほうでどう受け止めていただいたのか。また、改めて町長

のお考えを伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  地域包括支援センターについて。 

  地域包括支援センターとは、町民が住み慣れた東伊豆町で安心して生活できるように、専

門知識を持った職員が介護・医療・保健・福祉などの側面から高齢者を支える総合相談窓口

であります。今後、高齢化の進展に伴い、地域包括支援センターの機能強化が必要と考え、

以下の点について伺います。 

  （１）令和３年度の相談件数は。 

  （２）専門職の配置については、今現在どうなっていますか。また、専門職がそのスキル

を生かせるよう事務職員の増員が必要と考えますが、町のお考えは。 

  （３）介護予防事業において、業務の１つに、介護予防ケアマネジメントがありますが、

今後フレイル予防が重要と言われています。低栄養改善のための配食サービスの拡充、学校

給食を集いの場で提供する仕組みをつくるなどのお考えは。 

  （４）健康増進係との円滑な連携と業務の効率化を図るため、同一拠点への配置が望まし
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いと考えるがいかがか。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 初めての栗原議員の答弁ということで私も緊張しております。よろし

くお願いいたします。 

  栗原議員から地域包括支援センターについてということで、４問の質問をいただきました。 

  まず最初に、令和３年度の相談件数についてということでございますが、地域包括支援セ

ンターに寄せられた令和３年度の相談及び報告件数は、延べ件数になりますけれども、

2,286件となり人数では495人となっております。これは前年度と比較し件数で120件の減、

人数で28人の増となっております。 

  続きまして、２番目の問いでございますが、増員ということでございます。 

  当町の地域包括支援センターの専門職の配置につきましては、国の配置基準、これござい

まして、それに基づいて保健師に代わる経験のある看護師１名、社会福祉士１名、主任介護

支援専門員１名の合計３名が配属をされております。高齢化の進展等に伴いまして、増加す

るニーズ、これは確かにあると思っております。それに対応するために、昨年度、保健師や

介護支援専門員の募集を行ったところでございますけれども、いろんな状況があったかと思

いますが、残念ながら応募がありませんでした。今後は業務内容を精査し、人員体制の強化

を図るために事務職員の増配も検討していきたいと考えております。 

  続きまして、３点目でございます。 

  配食サービスの拡充、また学校給食に絡む話でございます。 

  まず、フレイルとは、健康な状態から要介護状態へ移行するその途中の段階のことでござ

いまして、加齢に伴って筋力や心身の活力が低下し、家に閉じこもりがちになるなど、年齢

を重ねたことで生じやすい衰え、これ全般的なことを示すと言われております。フレイル予

防には、栄養、そして身体活動、社会参加を見直すことで進行を遅らせること、または改善

することができると言われておりまして、当町の配食事業は、独居高齢者や高齢者のみで構

成する世帯等に、月曜日から土曜日の間５食以内ということで、１食当たり294円の利用者

負担で高齢者の自立と食生活の向上、健康状態、栄養状態の維持向上を目的に、委託事業者

によりエネルギーやたんぱく質を中心に栄養バランスをしっかりと配慮した献立で配食をし
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ております。介護予防の観点から、自立の妨げや認知症発症の要因になることなどを考慮し

まして、そういうことを踏まえて週５食以内とあえてしているということでございます。 

  また、学校給食を集いの場で提供する仕組みをつくるなどの考えはにつきましては、当町

の学校給食センターで作る学校給食を学校以外の場で提供すること、いろんな省庁の縦割り

の話もあろうかと思いますが、給食の配送や人員確保等、早急な対応が現状では少し難しく

現時点では、なかなかすぐには手が出ないという状況でございます。 

  続きまして、４点目でございます。 

  まず、ここが多分議員の言いたいところの１つなのかなと思いながらも、健康増進係との

円滑な連携、これしっかりやらなければいけないということでございますが、地域包括支援

センターの業務は、高齢者のニーズが多岐にわたるために、現在、保健福祉センター内にあ

る介護予防事業を担う健康増進係だけでなく、高齢者の心身の健康に関する保健予防係、さ

らに社会福祉協議会とは高齢者福祉に関する業務について連携を図りながら事業を進めてい

るという状況でございます。今後は健康増進係と保健予防係の体制の強化も含めてどのよう

な形がよいか。総合的に検討をしてみたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 御答弁をありがとうございます。 

  先ほど、町長から御答弁がありましたように、本当に地域包括支援センター、今、昨年度

は前年度に比べて件数のほうは120件ほど減ったようですけれども、これから高齢化の進展

に伴いまして、いろいろな相談、重複した家族の問題もありますし、いろんな複雑な相談が

寄せられることになるということは容易に想像がつくと思います。 

  今、国基準の体制でやっているということでしたけれども、この町で、例えば、地域包括

支援センターの配置が多分高齢者6,000人に対して１つのセンターをという国基準だったと

思います。高齢者6,000人はいかないまでも、高齢化率はとても高いところを１つのセンタ

ーで業務をこなしているということにおいては、大変に負担が大きいのではないかなという

ふうに思われます。 

  専門職は、やっぱりなかなか募集をかけても応募がないということでした。ただし、専門

職はやはりそれなりのスキルを持っていらっしゃいますので、本当に難しい問題、専門職で

はなければできない問題にしっかりと関わっていただいて、事務的な業務を少しでも軽減す
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るために事務職の配置は、ぜひこれは前向きに進めていただけたらなというふうに思います。 

  また、全国的にも業務内容の見直しや改善が急務とされていますけれども、東伊豆町でも

例えば、それが大きな負担になるとよく言われていますケアプランの作成については、少し

数を制限して外部委託で負担をちょっと減らすとか、また、いろんな業務をちょっと減らし

てあげる方法があると思うんですけれども、そこら辺を講じていただきたいと思います。ま

た、今はまだいっぱいいっぱいながらも対応しきれていますけれども、これから相談件数が

増えたり内容が複雑化したときに、やはりもう対応しきれなくなってしまうのではないかと

いうことも十分考えられます。そうなってからでは遅いので、今からまたそういう配置のほ

うをしていただけたらなというふうに思います。 

  また、その後の今の業務の継続についてですけれども、その後継というか、限られた人だ

けがいっぱい背負ってしまうのではなくて、人材育成という面でも大切なのではないかなと

思いますけれども、そこら辺は町としてはどういうふうにお考えでしょうか。お尋ねしたい

と思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  国基準ということで、6,000人以内という中での確かに6,000人以内には入っているんです

けれども、たしか東伊豆では5,300人というような感じであったかと思います。 

  議員言われるように、本当に現場は厳しい状況だというのは把握をしておりまして、地域

包括支援センターに関わる基本指針案では、そのようなことも含めまして、一般職でもオー

ケーなように、人員を配置ということを重要性が示されたところであるというのも認識して

おります。 

  そのようなことも含めて、現場の状況を踏まえながら、人材ということについても検討し

ていければと思っております。人材育成については、確かにどの分野でも人材育成というの

は、大変重要だと思っています。どのようなやり方がいいのか、どのようなタイミングがい

いのか等も含めて検討していければと思っております。 

  業務内容の改善については、実はこの町もいろいろな改善というか、役場の仕事の内容自

体を機構改革ということで、随分前から改善をするということで進めている中で、恐らく今

の地域包括支援センターを取り巻く状況、配置もできてきたのではないかなという認識がご

ざいます。 

  一方で、この町がいろいろ抱える課題というのは、高齢者福祉のみならず様々なことがあ
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る中で、いま一度、その内容について少し議論というか、ちょっと確認をさせていただけれ

ばと思っておりますので、それを踏まえて、また決定をしていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 今、町長のほうから、この町の高齢者福祉のみならず様々な課題があ

るということでお話を伺いました。 

  今、国が重層的支援体制整備事業というのを進めていて、これは各自治体の手挙げ方式に

よる任意事業なんですけれども、いわゆる高齢者なら高齢者だけとかに限らないで、障害者

だったり子育てだったり、いろんな問題・課題を重層的に地域包括に限らず、関係の担当課

が連携し合いながら進めていくという事業が始まっていますけれども、そこら辺は東伊豆町

はこれから取り組む予定があるのかどうか、ちょっと担当課の方に伺いたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（齋藤和也君） 栗原議員の御質問ですけれども、重層的事業の実施という

ことで、今までは高齢者だけの施策の中に、今後障害者であったり子供といったような包括

的に事業を繰り広げていこうというようなのが国の方針だということを伺っております。 

  その中で、当町といたしましても、例えば、高齢者の今まで認知症のカフェであったりと

いったところに、対象を高齢者だけに限らず障害者であったりとかというところも幅広く集

まっていただいて、交流していただくというようなことも含めて事業実施を少しずつしてい

るところですので、今後広げていけるような形にできればなと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 今後、徐々に広げていければという答弁でしたけれども、これ重層的

支援体制整備事業、かなり現場では今やっている仕事でいっぱいいっぱいなのに、そこまで

やり切れるのかという不安も大きいようです。ただメリットとしては、今までできなかった

いろいろな支援が法の隙間からこぼれてしまうような方たちのそういう支援ができるように

なるということと、あと連携をすることで事務負担も逆に軽減されるというメリットもある

ようですので、ここら辺については、ぜひ国のほうもそのうちそっちにかじを切るでしょう

から、進めていただければなというふうに思います。よろしくお願いします。 
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  先ほど、フレイルの話がありました。健康増進係でライフプランセミナーというセミナー

を行いまして、ここには元気な高齢者の方たちが予想を上回る数が参加されたそうでありま

す。そこでフレイルチェックを行ったところ、半数以上の方がいわゆる低栄養状態、栄養が

足りていない状態だったそうであります。教室に参加するような方たちは多分お元気で、い

ろんなことを前向きに取り組む方たちだと思われるんですが、その中でも半数以上というこ

とは、在宅であまり外にも出かけないような高齢者の独り暮らしの方とか高齢者のみの世帯

の方たちというのは、もっともっとたくさんの割合で低栄養の方がいらっしゃるのかなとい

うふうに思います。この低栄養になると、外に出たくない。億劫、運動機能が低下する。ま

た余計外に出ない、それで低栄養になって悪循環がずっと繰り返されて、だんだんいろんな

機能が低下していって介護状態になってしまう。 

  介護予防的にも、このフレイル、今テレビなんかでもやっているようでありますが、ここ

に取り組むことは大事だと思うんです。やっぱり高齢者の方は、お元気でも要は食事を三度

三度ちゃんと栄養バランスよく、ある程度の量栄養が足りるように食事を摂取するというの

が、なかなか難しいのかなというふうに思います。 

  配食の拡充もそうなんですけれども、私はできたら、その学校給食、温かいものを一応集

いの場というのも兼ねてできたら、例えば幼稚園生と一緒に給食を食べる。そういう場があ

るといいのではないかなというふうに思いました。いろいろな法律の壁があって、簡単には

学校給食というのは、児童生徒のための食事提供になるので、一般の方への提供はできない

というふうになっていると思います。 

  ただ、これを兵庫県の明石市がやっているんです。中学校給食を活用して独り暮らしの65

歳以上の方を対象に、温かい給食を提供する「みんなの給食プロジェクト」というものが開

始されているそうです。高齢者のほうもこの給食を召し上がるというだけではなくて、そこ

に介護予防教室的なものを組み合わせて集いの場として、そこで給食を提供するという形を

取っているようであります。 

  また、東京都調布市でも、学校の空き教室を活用して独り暮らしの高齢者に会食式で学校

給食を提供しているということでありました。ここも趣味活動や利用者同士の交流、児童と

の会食などで介護予防も兼ねているというふうな形でありました。 

  この明石市の取組なんですけれども、文科省のほうのコメントではないんですが、厚生労

働省のほうのコメントで、給食センターを生かして高齢者を支えている。ほかの自治体の参

考になるというコメントがあったということで、国ではいろいろな形を取れば、それは認め
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られるということで、これからそういう事業を展開する地域も出てくるのではないかなとい

うふうに思います。 

  ただ、小学校、中学校というのは、大変に時間がない中でタイトなスケジュールで給食も

食べるんだということを以前伺ったことがあります。そこにやっぱり高齢者が参加するとな

ると、なかなかちょっとハードルも高いのかなというふうに思いますし、幼稚園が統合して

来年の５月に始まるタイミングで、幼稚園給食が始まるということで、そこの場で幼稚園と

一緒に食べられれば、なったばかりはやっぱりいろいろ慣れるまでばたばたすることもある

と思いますので、慣れた頃に高齢者と一緒に食べるランチ会みたいのも持っても、高齢者も

小さい子と一緒に触れ合える機会は、とても体にも精神的にもいいことだと思いますし、栄

養のバランスといった意味ではやっぱり給食はとてもいいと思います。 

  昨日、ちょっと教育長と話ししたときに、カロリーがとても高いんだというお話を伺いま

した。私もやっぱりあまりカロリー高いものを高齢者が召し上がるのはいかがなものかと思

って、ちょっと調べたんですけれども、特に消化器系の疾患とかがない場合は、多少一食ぱ

っとカロリーが高いものを食べても問題はないというようなことでしたので、そこら辺も調

整は利くのかなというふうに思いました。 

  ただ、やっぱりいろいろなコストの問題もありますが、これはぜひ実費で開催を、食事代

は高齢者の方から徴収してやったほうが、そのほうが高齢者の人が逆に参加しやすいのでは

ないかなというふうに考えます。幼稚園だったり空き教室だったら、配膳のスケジュールも

そんなに負担にならずに可能ではないか。また、配膳も元気な高齢者の方たちだったら自分

たちで給食当番ではないけれども、じゃ、今回はあなたとあなたという感じで配膳も自分た

ちで賄えるのかなというふうに思います。 

  また、地域でやっているいきいきサロンなどを、その空き教室等を使って行って、そこで

給食を提供という形も取れると思いますし、また、いろんな形でバランスのいい食事を召し

上がっていただけるような給食の配食というか、給食の提供も考えていただけたらなという

ふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 大変参考になるというか、有意義な御提言だと個人的には思っており

ます。育児教育というところの分野とあとは高齢者のところで、まさにシェアリングの話か

なと思っていまして、私も所信表明の中でそのシェアリングの話はさせていただきました。

様々な課題がある中で、それを乗り越える１つのヒントがシェアリングをしていくというこ
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と。それがあとは平準化を図る等々ありますけれども、その１つかなと思っています。 

  一方で、この学校給食とその高齢者というのが、やはり文科省と厚労省のこの縦割り行政

のはざまに入りがち、だからこそ問題が解決していないということはあろうかと思います。 

  先ほど、カロリー高いという話があって、明石市について少し調べたんですけれども、何

か牛乳を抜いているみたいです。ちょっとした工夫でバランスを取っているのかなと思いな

がら、あとは省庁の縦割りの弊害については、例えば遠野市が同じような取組をしておりま

すけれども、そこについては、手が届かないところは国土交通省の補助金をうまく活用した

りとか、箱物の整備については、工夫をしているという話もちょっと聞いたりもしますので、

町としましては、このシェアリングという観点からも、あとは子供たちをみんなで育てると

いうそういう意味合いも多少あろうかと思いますので、その辺も含めてちょっと検討をさせ

ていただければと思っております。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 牛乳の話でしたけれども、やっぱり高齢者は生とか冷たい牛乳はそん

なに飲めない方が多いと思うんです。牛乳は学校給食に提供するということで価格を下げて

購入しているので、会計がちょっと別で煩雑になるそうなんです。なので、やっぱり牛乳は

抜いたほうがお互いにというか、やりやすいということでやっていると聞いています。 

  また、その縦割り行政の中で、なかなか前に進められないということでしたけれども、文

科省のつながる食育推進事業というものの中に、家庭とのつながり、地域とのつながりに取

り組むということで、そのための重要なステージにもなり得る。その高齢者と地域との会食

ということに、だから、町長が立候補されたときに、やれない理由を探すよりもやれる理由

を探そうということをおっしゃって、本当に非常に共感したんですけれども、何とか高齢者

のためにぜひぜひ前向きに検討していただけたらと思います。 

  また、健康増進係との連携のことですけれども、やっぱり介護予防事業ということで健康

増進係との連携は非常に多いというふうに聞いています。ただ、やはり電話やメールで連携

は取り合っても、実際しょっちゅう顔を合わせていろんなことを言い合える距離感というの

は重要だと思うんです。体操教室をやるにしても何にしても、ここに資材置場がある、資材

置場というんですか、倉庫があるので、そこら辺のやっぱり業務の負担もありますし、地域

包括やっぱり住民福祉課とか、いろんな方も絡むと思うので、逆に健康増進係を戻してあげ

るという方向で検討していただけたらなというふうには思いますけれども、いかがでしょう
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か。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 先ほど少し触れましたけれども、今、基本的には健康増進係と保健予

防係が一緒になっているという話についてだと思いますけれども、そこに至る過程というの

がございまして、これまで東伊豆町の行政改革大綱の見直しというのがあって、その中で、

東伊豆町の機構改革計画というのが策定をするのと同時進行で、その辺の人員配置というの

が決まってきたかと思います。 

  ただ、先ほどお話ししたように、いろんな状況が変わっているということも含めて、本当

に町民にとってどのような体制がいいのかということもちゃんと踏まえて、ちょっと考えて

いきたいなというふうに思っています。単純にまた戻せばいいという話でもないような気も

します。やるのであれば、抜本的というか、本当に町民目線に立った配置というのを少し考

えてみたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） おっしゃるとおりだと思います。本当にどこを戻せばいいのか。簡単

なことではなくて、これから増えるであろう町民の方々の困り事解決のために相談窓口を丁

寧な対応のために、またいろいろ考えて、よりよい機構改革、また進めていただけたらなと

いうふうに思います。よろしくお願いします。御答弁は結構です。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、高齢者の移動支援についてを許します。 

  ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 高齢者の移動支援について。 

  高齢者の中には加齢に伴う運転への不安を抱えながら、免許を返納してしまったら買物や

外出はどうするのか。気軽に出かけられなくなるのでは。外出しなくなったら体が衰弱して

しまうのではないかとの不安から、免許返納に至らないケースが多いと言われている。 

  また、地域における高齢者の生活を支えるため、移動支援・送迎の仕組みと介護予防・日

常生活支援総合事業を組み合わせることも重要と考え、次の点を伺う。 

  １、今年度から東伊豆町でもスタートした高齢者の移動支援事業では利用者はまだ少ない。

困っている人にサービスが届くよう、さらなる周知が必要と考えるがいかがか。 
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  ２、担い手の育成についての考えは。 

  ３、今後、いきいきサロンの送迎だけでなく、介護予防教室や集いの場への送迎なども行

うのか。また、将来的に送迎サービスに買物支援や簡単な家事支援など、困り事への対応を

拡充していくお考えは。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） お答えをいたします。 

  高齢者の移動支援についてということで３点質問をいただきました。関連がございますの

で、一括してお答えをさせていただきます。 

  当町におきましても、高齢化に伴う移動困難者への支援の１つとして、また高齢者の社会

参加による生きがいづくりの一環として、静岡県と共に住民主体の移動サービス創出のため、

賀茂地域でこの２年間、移動支援セミナーや運転ボランティアの養成研修、また実証実験等、

コロナの影響により若干予定どおりできない部分もあったんですけれども、行ってまいりま

した。 

  今年度からは、社会福祉協議会が中心となって事業実施していきますが、まだまだ住民の

方への周知や担い手の方の発掘が必要であるのもこれ事実でございます。今年度も移動支援

セミナーを６月14日に実施する予定です。そのため、５月末の新聞折り込みや回覧板にチラ

シを入れて、また各地区サロンボランティアの方にセミナー開催の告知を行い、事業の周知

及び担い手の育成をするところでございます。この事業はボランティア主体の事業であるこ

とから、まずは担い手を増やしつつ地区サロンの送迎から始めてサービスを拡充、拡大でき

ればと考えています。 

  また、今後につきましても、ちょっとした家事支援などの生活支援を含めた事業として進

めていきたいとも考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 御答弁ありがとうございます。 

  先日、回覧板で回ってきましたこのあれだと思うんですけれども、どうなんでしょう。応
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募のほうが多分締め切られたと思うんですけれども、何人ぐらいの応募があったのか。教え

ていただけますでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課課長。 

○健康づくり課長（齋藤和也君） 20名の方の参加があったというふうに話を聞いております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） ちょっと想像より多くてびっくりしました。よかったですね。私も実

はこれセミナー参加したんですけれども、前回のときに、結構いらっしゃったんです。ただ、

実際、じゃ運転お手伝いしますよとなると、がくっと減ってしまって、なかなか運転という

のは、やはり人を乗せて行くというのが何かあったらどうしようという不安から、なかなか

前に一歩踏み出せないという方が多かったように思います。また、セミナーに参加している

方も、割と年代的に高い方が多かったので、自分がこう関わってやっていきたいというより

は、将来的に自分はどういうふうになっていくのかなという勉学のためにというか、参加し

ている方もいらっしゃったようでありました。本当にどこの地域でも、この高齢者の移動支

援の部分は本当に重要な課題とは分かっていても、やはり担い手がなかなか見つからないと

いうことで困っている。なかなか前に進んでいけないということでありました。 

  また、自治体によってはデマンド型のバス、タクシーとかをやり始めたところもあります

けれども、やはりそれも使い勝手が悪くて、なかなか逆に今度は利用者がいないという状況

もあったようであります。 

  東伊豆町では、本当に高齢者の移動支援の事業が始まって、サロンへの送迎に取りかかっ

ているんですけれども、現在、利用したいという方が非常に少ないんです。奈良本で１名い

るだけで、町内ではなかなか使いたいよという方がいないんですけれども、そこら辺の周知

がちょっと足りていないのかなというふうに思います。始まるときに、各区に投げかけて、

サロンでそういう方がいたらお手伝いしますよと声かけをしたそうでありますけれども、蓋

を開けたら、各区からはそういう依頼はなかったということでありました。ただ、現場に行

くと、例えば大川なんかでも足が悪くてサロンまで通えないのでやめてしまったという方も

いらっしゃって、自分もそういう方が大川、自分の区に近くにいるのに、奈良本に行くとい

うのがすごく違和感があって、ここら辺は各区でその担い手になってくださる方を探すとい

うのも、ちょっと手なのかなというふうに思いました。もちろん強制はできないんですけれ
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ども、区長会等で投げかけて、また使いたい方、担い手になってもいいよという方を探した

りですとか、また、地域のことは地域で自分たちで人ごとではなくて役場が何かやってくれ

るというだけで終わらなくて、これからの時代は自分たちでできることは隣近所の助け合い

は参加していかなければいけないよねという感覚をそういう意識の醸成というか、そこら辺

にも進めていかないといけないのかなというふうに感じますが、そこら辺のお考えを伺って

もよろしいですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  今、栗原議員が言われた話、多分昨日の議会で同じようなことを私からも発言をしたと思

います。つまり、役場もしっかり頑張るんですけれども、地域の町の皆様も一緒に頑張って

ほしいなというような意図でお話をしました。それを踏まえますと、各地区でということで、

どの程度検討しているかというのは、事務方から後で少し話聞こうかと思いますけれども、

やれる範囲でやっていけばいいのではないかなと。ただいろんな課題があると思うので、そ

こはちょっと整理する必要があるかなと思っています。 

  あと、余談でございますが、今回の移動支援事業というのは、しっかりとスタートしたば

かりですので続けていきたいとは思っておりますが、加えて、町全体の話の中で、地域の中

の交通をどうするかというのをＰＴをちょっと立ち上げさせていただいて、高齢者の移動の

みならず、普通の一般の方々も子供たちもどうするかということを幅広に少し考えていきた

いなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課課長。 

○健康づくり課長（齋藤和也君） この事業につきましては、町全体で一斉に事業を進めると

いうのは、なかなか難しい部分もあるかと思うんです。担い手の方がとにかくいないと成り

立ちませんので、そういった要請に参加していただける方の地域から集まったところから、

少しずつ始めていって広げていければいいかなというふうには思っております。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） その担い手の部分もそうですけれども、そういうサービスがあるんだ

ったら使いたいよという人も、そういう情報が届いていない方が結構いらっしゃるので、そ

こら辺の周知もよろしくお願いしたいと思います。 
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  また、先ほど、町長がプロジェクトチームの話をしていましたけれども、外部の方を呼ん

でというあれですよね。それ本当に地域公共交通の件も非常に重要なことだと思います。た

だ、やっぱり生活の足の確保という点では、その公共交通施策で足りると思うんですけれど

も、やっぱり高齢者の移動支援というのは、なかなか一緒にはできないというか、結構それ

こそ高齢者の場合というのは、ドアツードアぐらい近い距離ではないと、止まるところまで

歩いていくのも大変な方も結構いらっしゃいますので、そこら辺も、もしそのプロジェクト

チームを立ち上げるのであれば、福祉関係の方というか、住民福祉課とか健康づくり課の方

も、ぜひそのプロジェクトに入っていただけると、いろんな視点から広げていけるのかなと

いうふうには思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） すみません。ちょっと確かではないんですけれども、たしかそのメン

バーにも、そのあたりのメンバーが入っていたかと思います。あとは幅広に高齢者の問題・

課題というのは解決していかなければいけないということで、高齢者の方の住まい方の話も

含めて、俯瞰したものの見方で、より高齢者の方々が過ごしやすいまちづくりを目指してい

きたいと思っております。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） ぜひ、その交通手段の充実をよろしくお願いしたいと思います。 

  また、先ほど移動・送迎に絡めて、ちょっとした困り事についても対応していきたいとい

うことでしたけれども、それもやっぱり希望者というか、そういうのをやってほしいという

声を受けてのことでしょうか。取りあえずはサロンの送迎に今限られているので、そのサロ

ンの送迎に関わる方の中から、そういう希望があれば応えていくということでしょうか。そ

こら辺ちょっと確認させてください。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課課長。 

○健康づくり課長（齋藤和也君） 社会福祉協議会のほうで、この秋以降になるんですけれど

も、そういったちょっとした困り事、生活支援の体制を整備するということで、ボランティ

アさんによる家事支援なんかも募集をかけてやっていこうというような形で、今計画をして

いるところでございます。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 
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○５番（栗原京子君） よかったです。介護度、介護認定をされていない方とか、要支援１、

２、またチェック項目で対象になる方とかがやっぱり困っていることって結構あるんですけ

れども、どこに頼んでいいか分からなくて、近所の人が対応してくれていたりというケース

も結構ありますので、そこら辺をまた体制を整えるというのは本当に大変だと思いますけれ

ども、ぜひボランティアの方も多く集まれるように探していただきたいなというふうに思い

ます。 

  先ほどの移動支援のセミナーの募集に20名あったということですけれども、そこら辺の方

たちもそうなんですけれども、そういうのには申し込まないけれども、できることだったら

地域のことで自分にできるちょっとしたことだったら、やりたいなという人もいると思うん

です。そこら辺をやはり探し出すというか、声をかけるというか、関係各所に声をかけて、

また支援するべきその生活支援だったり買物支援だったり、これから必要になってくると思

いますので、そこら辺の育成もぜひ視野に入れながら、また担い手のほうを探していただき

たいと思います。 

  お元気なアクティブシニアの方たちがそういうことで社会に参加することによって、また、

その方たち自身の介護予防にもなりますし、そういう住みやすい安心して生活できる地域づ

くりのためにも、ぜひそこら辺の対応をお願いします。この困り事を社協で秋からやってい

くということでしたけれども、これは総合事業の一環だということで、移動支援とは絡めな

いで単独でやっていくということですか。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課課長。 

○健康づくり課長（齋藤和也君） 全体の事業の中でサービス項目、ちょっとした困り事のお

手伝いであったりとかサロン等への送迎なんかも含めてというような全体の形でやれればい

いなということで、今考えているところです。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） ありがとうございます。 

  ぜひその体制がちゃんと整うといいなというふうに思いますし、また、先行して訪問型サ

ービスＤなので、対応できるものは対応していけたらいいのではないかなというふうに考え

ます。 

  とにかく、本当に車がなくて困った。足が痛いからバス停まで電車の駅まで歩いていくの



－111－ 

が大変、体操教室にも通いたいんだけれども、歩くのが大変で教室自体に参加できないとい

う高齢者はたくさんいらっしゃいます。ぜひ、その高齢者でもいつまでもお元気に生活でき

るようないろんな施策をまた考えていただけたらというふうにお願いして、質問を終わりた

いと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で栗原議員の一般質問を終結します。 

  この際、11時25分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時２５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 西 塚 孝 男 君 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員の第１問、消防団の体制についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 私の質問は３問からなっていますので、ひとつよろしくお願いいたし

ます。 

  昼飯前なのであまり怒らないで、ひとつよろしくお願いします。 

  １問目、消防団の体制について。 

  消防団の体制について、以下の点について伺う。 

  １、現在、火災を知らせるサイレン吹鳴がなくなり、消防団への連絡はメールにて伝達さ

れるが、非火災連絡が多いと聞く。理由は何か。 

  ２点目、本部役員は、町職員でもよいのではないか。お伺いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 
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○町長（岩井茂樹君） 西塚議員にお答えをいたします。 

  消防団の体制についてということでございますが、サイレンの吹鳴の件ということで、ま

ず、火災通報は、駿東伊豆消防組合の指令センターで火災の通報を受けた時点で消防署所該

当し、町へ情報が送られ団員へ情報配信メールが送付をされます。 

  非火災の原因といたしましては、火災報知機の誤作動であることが確認をされております。

自動火災報知機感知器の作動に連動し、自動で通報される場合や火災報知機の発報に伴い、

警備会社等を通じて通報を受けることが多く、出動後、現地で非火災を確認しているという

ことでございます。 

  指令センターで通報を受けたときには、火災・非火災の判断はできず消火の遅れることに

より、被害が増大することを避けるため、消防署隊、そして消防団が同時に出動することと

なっておりますので、御理解をいただければと思います。 

  消防団の体制ということでございます。 

  職員については、災害時において、それぞれ役割が割り当てられております。各担当があ

るということなんですけれども、特に本部役員の年齢になりますと、その年齢の職員にあっ

ては、係長級以上の職員となりまして、災害対策本部での重要な役割というのを担っていた

だいているというのが現状です。また、職員数にも限りがあるため、発災時の対応、復旧・

復興に向けての速やかな対応を考えると、役場職員が消防団本部役員への就任をするという

のは、現状少し厳しいのではないかなと考えております。御理解いただければと思います。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長の言うことはもっとも分かるんですけれども、いわゆる消防団は

今一人仕事の人たちが、みんなこの町の中でも非常に若い人たちが少ない。そして、みんな

一人仕事をやっている。ペンキ屋さんだったり魚屋さんだったり、いろんな職場を１人でや

っていて、火事だとみんな行かなければならないと、そういう気持ちはいっぱい持っている。

けれども、その仕事を１回いろんなやめて行ったら、ポンプ小屋に行って出たら非火災、な

かなかそれを何回もやられると、オオカミではないけれども、だんだん遅れてくる。またか

よかもしれないと。 

  先ほど町長が言ったように、それはなるべく早く行って現場を抑えるというのがこれは役

目なんです。けれども、今の話聞くと、消防署と団の連絡をちょっとずらしてもいいのでは
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ないかと。 

  昔はサイレンのときは、確認してから鳴らしていた。駿東でやっているから全部そうでは

ないかというずっとそういう答弁、けれども、これは田舎の消防団が地域を守るために一生

懸命、変な話だけれども、年間７万6,000円ですか、もうほとんどボランティアに近い中で、

命をかけてみんな地域を守ろうとしている。その人たちがそういってまた人数がいない中で、

いわゆる自分の仕事をほっぽり出して現場へ駆けつける。そこのところを非火災通知がそん

なにいっぱいあったなら、そのいわゆる非常警報機、そういうところのことだって、いわゆ

る今何で鳴ったのかということだって分かると思うんです。そういうことを考えたら、やっ

ぱり地域の消防団の苦労を考えて、そこのところをもう少し考えられないかなと。 

  それともう一つ、本部役員ですけれども、それは団長、副団長は役場の職員とは言わない

けれども、指導員とかそういう今現状が昔は駄目でしたけれども、今は分団長までやらせて

もらっていますけれども、やっぱり今地域に人がいないというのは確かなことなんです。だ

から、いわゆる本当の災害のときはそれはしようがない。けれども、そこにみんないるわけ

ですよね。この地域の特色は、長い、道が寸断される。消防署だって来ない。そこでやっぱ

り守るのは団というと、そういう中でやっぱり役場の職員はいろんなことで物資がどこにあ

るかも知っているから、そういう中でやっぱり取り込んでいくのも１つの糧かなと思うんで

すけれども、どうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  まず、最初の消防団への体制の火災報知機の問題については、私も西塚議員と同じような

感覚は持っていて、何とかならないのかなとは思っております。各消防等にもいろいろ話を

する中で、なかなか明確なやり方がまだ見つかっていないというのが現状かなと思っていま

す。火災報知機の誤作動というのが原因だというのが分かっているということでありますの

で、ここをなるべく誤作動をしないような工夫というところをこちらからも要望していく。

そのようなことをまずしていきたいなと思っています。 

  あと、消防体制の中で本部役員が町の職員でもという話なんですが、これはいろんな考え

方があろうかと思いますが、災害時においては、役場の職員というのは、ある意味、災害に

対して消防団とは言わないですけれども、その対応に追われるというのは間違いないことだ

と思います。そういう意味で、その消防団両方やるというのは、ちょっと無理なのかなと私

もここはそういうふうに思います。 
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  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長言うように、誤作動の件は、だったら消防署がもっと点検にそう

いうところを回ってちゃんと確かめる。いわゆる１年に１回ではなくてということも必要か

もしれない。この地区においてとか、特例で町がそういう強制的にやらせてもいいと思うし、

職員の消防本部というのは、いわゆる本当に何かあったときは帰しますよ、帰すと思う、絶

対に。ただ、ふだんのときにいろんな訓練とかという中での出し方があるのではないかなと。

本当の災害のときに、それは役場の職員だから役場の自分のところに戻って、みんなの町民

のためにやるというのは分かります。だけれども、それがそんなに、では、そんな大きなこ

とがあるかといったとき、今人数がいない中で、本当に今年も本部役員を決めるのに４か月

もかかって、毎日夜出てやっているというのが現実なんです。そういうことを思うと、やっ

ぱり、そこのところもちょっと協力をしてもらったらどうかなと思っているんですけれども。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） まず、大きな災害と小さな災害というのは、発災当時はすぐには分か

らないのかなというところで、危機対応というのはスピードが命というのも聞いております

ので、そこでなかなか切り分けが難しいのかなというふうに思います。 

  一方で、消防団の皆様に対して、本当に地域の安心・安全を守っていただいているという

ことは、十分認識をしているに加えて、昔以前に比べてよりも、西塚議員が消防団をやられ

ていた頃よりも、多分いろんな意味で縛りがきつくなっていてやりづらい。楽しみも昔ほど

なくなってきたなんていう声も聞いたりする中で、どうやって、そのやりがいを見て、つく

り出していただけるかとか、やりやすい環境をつくり出していくかということは、いろいろ

なやり方で、いろいろな方面から考えなければいけないと思っております。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当に少ない人数で町を守っているということは確かだし、いろんな

団員がいてやっぱり一人仕事、いろんな意味で投げ出して出ていくということは確かなんで

す。そういうことを思うと、いわゆる消防署とか給料をもらっていてやっている人たちと違

うんだということをちゃんとかみしめてもらって、これからの体制とか、そういうサイレン

通報とか、メール通報とかもいろいろ考えてもらって、ひとつ駿東のほうにも強く言っても
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らいたいと思います。 

  これで１問目は終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、幼稚園の統合、小中一貫教育についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） ２点目、幼稚園統合、小中一貫教育について。 

  これまで東伊豆町学校教育環境整備委員会では、熱川・稲取両地区にそれぞれ小中一貫校

の設置を検討してきたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年、３年の出生

児数が減少したことから、早急な見直しが必要との見解だが、次の点を伺う。 

  １、町長は、子供たちの教育、学校生活について、どのように考えているのか。 

  ２、令和５年度に稲取幼稚園と熱川幼稚園が統合されるが、本年度の幼稚園入園者数は、

稲取が６名、熱川が７名の13名である。少子化が進む中、幼稚園の未来をどう考えているの

か。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 第２問、幼稚園統合、小中一貫教育についてに絡む御質問２問いただ

きました。 

  まず、町長は子供たちの教育、学校生活について、どのように考えているのかということ

でありますが、なかなか一言では言いづらいところではありますけれども、まず、私が考え

る子供たちの教育とは学校生活というのは、国の学習指導要綱、県の有徳の人づくりの基本

理念、さらには、この当町の教育基本方針にのっとりまして、学習面におきましては、基礎

的な学力を身につけてもらうということはもちろんのこと、年々加速する社会状況が本当に

激変をしている中で、柔軟に対応できるようなそこの適応力を持った人材、将来いろんなと

ころでも活躍していただけるような人材ということを目指していかなければいけないのかな

と思っております。 

  また、その上で、自らが生まれ育った地域を大切に思い、自然や友達、家族を大切に思え

る心豊かな人に育ってほしいというふうに考えております。そういった視点から、学校生活

においても、互いの立場を尊重し自他ともに大切に思いながら、充実した学校生活を送って

いただければと思っております。 
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  そして、２問目でありますが、幼稚園の未来、少子化が進んでいる中で、どういうふうに

考えるかということでありますが、御質問のとおり、町立幼稚園は令和５年４月から２園を

統合いたしまして、熱川幼稚園の園舎を活用した新しい幼稚園という形でスタートすること

が決まっております。おっしゃるとおり、年々出生数が減少する中で、幼稚園入園児も減っ

てきておりますが、来年度からは給食の実施もしていくこととしておりますし、現在、お願

いをしている幼稚園統合準備会において、新しい幼稚園の運営体制も検討していくというこ

とになっております。 

  これまで以上に安心して預けやすく、保護者にとっても満足のいく運営を目指してまいり

たいと考えております。今後も出生数が減少し続ければ入園児数も当然少なくなる。 

  当たり前のことでありますが、このことを見据えて未来の計画を立てていくことが重要で

あるとも考えております。現時点では、町営の幼稚園を存続し、心身の調和の取れた発達を

促すような幼児期の教育を推進してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 小中一貫教育で１校にするという案で固まりそうなんですか。稲取地

区、熱川地区ではなくて、東伊豆町に１つという中で教育長、決まりそうなんですか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） まだ今、この現段階でそこまではっきりとは申し上げられませんが、

今年度ではなくて今年中に、今、学校教育環境整備委員会の中で検討してもらって答申を出

す予定です。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 遅くなったついでですけれども、それなら、もっと今県立高校が稲取

高校４クラスから６クラスというような考え方を県が持っていて、稲取高校は今２クラスし

かなくて、このままの人数を見ていくと１クラスになってしまうのではないか。そのときな

くなっていくのかなと。だったら、１つ上の中高一貫教育というものを頭に考えても１つの

おもしろいかなと。これだけ人数が減少していくと、いわゆるスポーツ、クラブ活動でもい

ろんな面でも中学生と高校生が一緒になったほうが、小中よりも面白い教育ができるのかな

と思うんですけれども、どうですか。 
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○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 以前もそういう中高一貫がどうとかという御意見をいただいたんで

すけれども、管轄が全く違うもので、こちらで検討をして、ではこういうふうにしていきま

しょうということは、そこのところに関してはできかねるところであります。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） あれが違うこれが違うではなくて、子供たちをどうするのか。この宝

の子供たちをどうやって世の中に出していくかということを考えたときに、何が違うのか。

そこは町長、どう思いますか。今、部署が違うから県だからではなくて、よそでもやってい

るではないですか。先ほど、栗原議員が言ったこともよそでは九州ではやっている。なぜで

きないんだと。やっている学校があるのに、なぜそういう答えしか返ってこないのか。町長

どうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） おっしゃる１つの中で、いろんな課題を解決するには同じことをやっ

ていても駄目だというのはよく認識をしております。縦割りの弊害的なものがどこにでもあ

るなというのも感じております。 

  ただ一方で、この単純に高校のクラスが減ったから一緒にすればいいという発想よりも、

先ほど議員もお話がありましたとおり、その子供たちのために何なんだというところをしっ

かり議論をして、高校生のみならず中学校側のいろんな話もしっかり聞いて、いろんなこと

を考えていかなければいけないのかなというふうに思っております。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） いろいろな視野感、いろいろな目を持って、いわゆるこの子供たちの

ことを考える。幼稚園の統合もそうですけれども、幼稚園の統合で、今ちょっと聞いたら新

しい名前にするとかと。そんな金があるんだったら教育面にもっと使ってやれよと。熱川幼

稚園でなぜ駄目なのかと。そんなこと稲取がなくなるから熱川ではなくて違う名前とか、そ

んなばかなことを言っていないで、熱川幼稚園のままでいいではないかと。何でそんなみん

な名前を変えて金かけるんだと。だったら、もっと違う教育に金かけるべきではないかと思

う。現状がいわゆる43人生まれて、今年さっき言ったように、13名というと、30人は稲取保

育園に行っているんですよね。何が違うのかと。今度は給食をやったから変わるだろうと、
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そういう問題ではないと思う。親が安心して子供を預けられるところはどこかなと考えたと

きに、そこへ持っていっていると思う。ただ給食を作りました。そうではないと思う。もっ

といろんなことを考えて、子供の教育というものを考えてやらなければならない。まして、

こんないいところに住んでいて、お客さんがいっぱい来る。それは何かと、そういう自然の

中で、子供のいろんな芽を伸ばしてやる教育、勉強だけではなくていろんな子供がいる、個

性のある。そういう子供を育てる教育を、この田舎だからできる教育をしなければならない

と思うんです。それなのに、今までも学校の統合だ、いろいろやってももう何年もやってい

る。それだと何のために子供たちを自分の勝手で親の勝手、地域の勝手で子供たちの教育の

場を教育がいろんな切磋琢磨されたりするところをなくしていっているのではないかなと思

う。どんどん日は過ぎていく、どんどん子供も減っていく。その中で、ちゃんと先生が少な

くなるではなくて、先生が少なくならないような環境づくり、教育づくり、学校づくりも考

えなければならないのではないかなと思うんですけれども、どうですか、町長。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） はい、ありがとうございます。 

  町長に着任してまだ２か月ぐらいでありまして、しっかりと取り組んでいこうと思ってお

ります。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 幼稚園の統合に関しましては、吸収合併に、例えば熱川幼稚園とい

う名前にしたときに、稲取地区の保護者の方が吸収合併のような感じがすると。そうではな

くて、あくまでも統合して新しい幼稚園を造ってもらいたい。そういう稲取地区の稲取地区

だ、城東地区だというのは、やめてという考えの中で、ちょっと反することかもしれないん

ですけれども、稲取地区の方々の御意見が非常に多くて、確かにそうですよねという形で統

合準備委員会の中で、そういう形になっていきました。新幼稚園の名前を今募集をしていま

すが、そのことによってかかるお金というのは、まだ試算をしていないんですけれども、そ

れほど大きなものはかからない予定です。 

  それと、先ほど中高一貫のことは、ほかのところでもいっぱいやっているではないかとい

う御意見があったんですけれども、以前も答弁をさせていただいたんですけれども、県内で

も21校中高一貫があるんですけれども、そのほとんどは私立なんです。私立だとそういうこ

とはできます。公立だとなかなか難しいです。公立でやっているところは県下で２校しかあ

りません。そういうところもちょっと考えてもらいたいなというふうに思います。 
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  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） その難しいことを教育長できると思います。だから言っているんです

けれども、ひとつよろしくお願いします。 

  子供は皆さん町の宝ですから、みんなでいいほうに向かって考えてもらいたいと思います。 

  ２問目を終わります。 

○議長（稲葉義仁君） この際、午後１時まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４８分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

  西塚議員の第３問、ふるさと納税についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） ３問目のふるさと納税について。 

  近隣市町では、令和３年度のふるさと納税額がコロナ禍で大幅に伸びているが、以下の点

について伺う。 

  １、町長はふるさと納税に力を入れていきたいということだが、どのような対策を講じる

のか。 

  ２点目、１次産業の従事者が、記念品を出品しやすいように、集荷や梱包、発送等の仕組

みを考えてはどうか。 

  ３問目、ふるさと納税の寄付金はどのように使うのか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第３問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 
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○町長（岩井茂樹君） 西塚議員にお答えをいたします。 

  ふるさと納税について３点から御質問をいただきました。 

  まず、１点目についてですけれども、町に様々な課題がある中でその財源を確保しなけれ

ば何もできないということで、私が町長就任後、すぐにふるさと納税の増進と課を横断した

プロジェクトチームの発足を指示したところであります。 

  また、今後このプロジェクトチームを町民や各種団体に広げ、オール東伊豆で寄付の増加

を図っていきたいと考えております。 

  このふるさと納税については、ただ寄付額を増加するのではなくて、これをきっかけに１

次産業の新たな挑戦や６次産業化、雇用促進、空き店舗等の対策につなげていきたいと考え

ております。 

  ２点目についてでありますけれども、御提案をいただいて本当にありがとうございます。 

  今年度から送料を町が負担をすることに加え、配送連携事業を始めているところでござい

ます。これは、寄付者の氏名、住所等が記載された配送伝票が事業所に届きます。配送伝票

を記入する手間がなくなったため、事業者の負担はかなり軽減されたというふうに伺ってお

ります。ただこれからも多くの記念品を登録していただくため、町として何が必要かしっか

り調査をさせていただいて、その仕組みを考えていきたいと考えております。 

  そして、最後の３問目でございますが、基本的には寄付者の意向に沿った使い方となりま

す。寄付者からの意向のないものにつきましては、町民や各種団体からの意見も踏まえまし

て、町の発展に寄与するために使っていくようにしたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 今朝の伊豆新聞にも、町長のふるさと納税についてのいろいろな課を

飛び越えた仲間が集まってやると、立ち上げたということはすごくいいなと。 

  自分なんかも委員会でいろいろな西伊豆とか、いろいろなところのを聞いたわけですよね。

それで、自分たちなりにみんな調べたことがある。やっぱりふるさと納税って、じゃ誰がや

っているか、誰が一番申し込んでいるかといったら女性が多いと、80％ぐらいが女性じゃな

いかという中で、非常にびっくりするように多かったのがトイレットペーパーとか、そうい

う必要品をもらっている人が多いというのはなぜかといったら、所得が低い人はあまり高い

物買えないとか、そういうことになるわけですよね。 
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  それで、今多くが、東伊豆町だと旅館に来る人とか、そういう人たちは高額な利益を、収

入を得ている人、また都会だとマンションとかに住んでいる人が多い。そうするとマンショ

ンというのはいわゆる煙は出さない、揚げ物はやらないといったら、いわゆるそういう品物、

東伊豆町は生き物とかキンメの煮つけとか、そういうものを出しているけれども、じゃ、そ

こはマンションで焼けるのかといったら焼けない。煮物ができるのかといったら電気の25セ

ンチぐらいの鍋しかないと。そういう中で、いわゆる返礼品を一番使ってくれる人たちが、

どこに住んでどういう部屋でどういうところで食べるのか、そこを考えたり、女性が多いと、

旅館に来るというのは手間にかからない、旅行に来ればご飯は食える、何もしなくて食える

というのが多いから宿泊を多く使っていることは確かですね。 

  そこで、いわゆる町長が１次産業という中で、目指す中で、そこにホテル代が５万円だと

すると２名で。そこに、じゃ１次産業のいわゆる４月だったらサザエ、５月だったらニュー

サマー、セットにしちゃえば一緒に売れていくじゃないかと。頼むほうは一緒にセットにな

っているほうが、なっていないがいいわけですよね。それがプレゼントとして一緒にもらえ

れば、一緒に伸びていくんじゃないかと。そうすると、地域の東伊豆町の特産品を１年間通

じていろいろ変えたりしていけば、その中にセットに入れれば、そこには今度何があるかと

いったら、生産者もみんな手が足りないのが現実なので、だから、いわゆる持って来れば、

どこかに持って来れば、役場かどこか分からないけれども、持って来れば、そこでちゃんと

梱包してちゃんとやってくれると。ホテルに届けてくれると、そういうシステムをつくらな

かったら、この前も１次産業の人たちと話したときに、やっぱり自分たちが採ってやるのが

精いっぱいだから農協へ出している、漁協は一括で送っている。そこのところをやっぱり１

次産業の人たちの、いわゆる利益をもっと上げてやるには、そういった工夫が必要じゃない

かと思うんですけれども、町長、こんなのシステムの中でどうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  多分、議員もその委員会か何かで御提言をいただいたという、その報告書を読ませてもい

ただいている中でも同じような御提案があったかと思いますけれども、大変柔軟なすばらし

い提案かなと思っております。 

  まず、ふるさと納税の１つの重要な目的というのは、税収の再配分みたいなところがあっ

て、なるべく地方にもしっかりと税収を上げていきたいというようなところもあろうかと思

いますし、それのみならず、そこの町の魅力とかそういうものをしっかりと発信をするとい
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う意味もあろうかと思います。 

  そういう意味では、今セットという話はなかなかいいアイデアかなと、どれとどれを合わ

せたらいいかとか価格帯の話もあろうかと思いますので、そのあたりはＰＴのメンバーがあ

まり、ＰＴ、私、口を出さないようにしておりまして、実は。自由にやってくれと、やって

ほしいという、責任だけは私が取るからということでやっていただいているのであれなんで

すけれども、一応、その御意見はしっかりと伝えさせていただいて検討していただければい

いかなと思います。 

  あと、生産者と出荷までのその手間をどうするかという話については、確かに現場サイド

から見るとそうふうになっているのかなと思います。つまり、なかなか梱包したり、運んだ

りとかというところが難しいところがあろうかと思いますので、そこについてもＰＴのメン

バーにしっかりと伝えさせていただければと思います。ありがとうございます。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当にそれをやっていけばね、絶対によそよりもこんだけの今の持っ

ているもので勝てると思うんですよ。西伊豆の20億ですか、そこに負けないように頑張れる

んじゃないかと思います。 

  それと、あとそのふるさと納税のお金の使い方、自分はやっぱりそれは寄付で来ている、

やっぱり１年間で使い切るぐらいのものを持たなかったら、町の中に回っていかないんじゃ

ないかと思うんです。いわゆる観光に来る人なんかは、稲取駅なんかは、非常に前も言った

んですけれども、通路が狭くて旅行かばんが通らないとか、本当に稲取駅は非常に不便な駅、

障害者が筋肉をつけるために来る駅なんていうぐらいに、昔そんな旅行があったぐらいにや

っぱりこれから高齢化になってくる、旅行もどうなってくる、そういう人たちがやっぱり来

やすい町、いわゆる町の中もそうだし、いろいろな点でもそういうところは、みなふるさと

納税を使って年寄りが散歩できたり、観光客が歩いて散歩できるような、安心して歩ける町

というのを目指していったらいいかなと思うんですよ。 

  だから、やっぱりお金はためるじゃなくて使う。使い切るぐらいの気持ちでふるさと納税

の使い方をいろいろ考えてもらいたいし、また学校の給食費もしかり、どんどんこうやって

貧富の差が激しくなっていく中で、この町は特に観光立町であって収入が少なくなってきて

いる。そういう中で、やっぱりそういうところにお金を使ってやるのが一番じゃないかなと

思うんですけれども、どうですか。 
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○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  ふるさと納税の使い方については、基本的には寄付の使途というものを聞いているという

ことで、そこになるべく準じるということであります。ただ町長にお任せという項目もござ

いまして、そこについては、議員が御指摘のように、町のために何が一番いいかというのを

判断をしてやるべきだというふうに思っております。 

  使い方については、確かにためない、あまりためてもしようがないだろうという議論もあ

ろうと思いますけれども、戦略的に効果的にどう使うかということはしっかり考えて使うと

きにはしっかり使っていく、無駄遣いはしないということでやっていきたいと思っておりま

す。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当に町長が言うように、プロジェクトチームに口を出さない、非常

にいいことだなと、１年の結果を見て、またそのときによく話すと。やっぱりトップに立つ

人はそのぐらいの技量がないと人は動かせないのかなと思います。 

  またこれからも本当に新しい新体制にこの町はなったんだから、いいところをどんどん物

まねでも、人の町のまねをしてでもいいから、何しろこの町が伸びるように頑張ってもらい

たいと思います。 

  これで終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で西塚議員の一般質問を終結します。 

  この際、１時20分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時１２分 

 

再開 午後 １時２０分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 山 田 直 志 君 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員より一般質問で掲示板の使用、資料配付の申出があり

ましたので、これを許可します。 

  14番、山田議員の第１問、地方自治についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 新町長との一般質問初めてということで多少緊張しております。よ

ろしくお願いします。 

  まず、地方自治ということで、町長とこの目線というものがどうなのかなということにつ

いて、確認の意味も含めて質問をさせていただきます。 

  岩井町長は国政から転身されました。そこで、町長として関わる地方自治についての所見

を伺いたいと思います。 

  ①就任して２か月余りですが、国政と地方自治はどのような共通点と違いを感じているの

か、この点をまずお伺いしたい。 

  ２点目に、住民としての地方自治をどう考えますか。また、大切にすべきこと、大切にし

ていきたいことは何だと考えていますか。 

  ３点目、これから様々な施策や事業を進めていくことになりますが、行政の行動・手法と

してどのようなことを重視して進めていきますか。 

  そういう町長の基本的な考えをお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 山田議員の御質問に、私も緊張しながらお答えさせていただければと

思います。 

  山田議員からの御質問ですけれども、地方自治について、地方自治ってわずか４文字の言

葉ですけれども大変奥が深い。答弁を自分でも考えていたんですけれども、この町にとって

も大変重要な視点だなと改めて思っております。そんなことも踏まえながら答弁させていた

だければと思います。 

  まず、私自身が国政におりまして、国政とこの町政というか地方自治、同じで何が違うか

ということでありますが、まず共通点ということ、共通点のほうがなかなか探しにくいのか
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もしれないなとちょっと思っておりますが、あえて言うならば、地方議員も、国会議員も選

挙で選ばれた議員であるということ。そこに住んでいる方々、国政であれば国民という話に

なるかもしれませんが、この町で言えばまさに町民、その皆さんの意思を反映しながら、国

なら国政、町なら町政ということでより地域をよくしていこうというふうにする存在である

というところがあえて言うなら同じなのかなと思っています。 

  違うところについては、いろいろあるのかなと思う中で、よく言われているんですけれど

も、立法・司法・行政という中学で習ったものがありますけれども、３権の在り方で分ける

と、国のほうは議院内閣制ということであります。つまり、内閣が議会に対して責任を持っ

て、その存立が議会の信任に依存する制度であるということ、これが行政権と立法権が完全

に独立しているとやゆされるところもあるんですけれども、そんなことだと思います。 

  一方で、地方自治体というのは、ザクッと言うと大統領制みたいなもので、つまり、住民

は立法を担う議会と行政を担う首長を別々の選挙で、しかも直接選挙ですというところ。そ

して、この２つの代表機関、首長と議会ということでありますが、お互いにチェックをして、

そしてそれによってよりよいバランスと結果を達成する仕組み、つまり、二元代表制を採用

しているというところが、多分決定的に違うのかなというふうに思っています。 

  そんなことを踏まえますと、地方議会においては、国政における与党とか野党とか、よく

私も国政のときは与党、野党でやっていましたけれども、そういう役割は、それほどは強く

ないのかなというふうに思っています。チェック機能ということを踏まえると、これちょっ

と極論かもしれませんが、地方議会においては、全体として、場合によれば、全ての議員の

方々が、野党的立場をとる、つまり、チェックをしっかりとやっていくという、そういう関

係があるのかなと。首長と緊張関係をしっかり持っていくという、そんな役割を果たしてい

るんではないかなというふうに少し感じております。 

  ただし、議会は首長、執行機関を監視、評価するとともに、実はもう一つ重要、私的には

思っているのは、政策提言、立案、政策の立案、これを行って、首長、執行機関と切磋琢磨

する、そんな役割も担っているんではないかと思っています。 

  よく東伊豆の議会も過去いろいろある中で、あとは全国的に見ても、例えば、慣れ合いの

議会は、これもやり過ぎは駄目だと思いますし、かといって、対立ばっかりしている議会も、

私は駄目だと思っています。チェック機能もしっかりと果たしながら、この町にとって何が

いいのかということに向けて切磋琢磨をしながら、お互いに政策を出し合う、そんな議会が

いいんではないかなと思っております。 
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  それぞれの異なる特性を生かして、町民の意思を町政に的確に反映をさせていく。そのた

めに、ある意味、競争をして、切磋琢磨をして、でも協力をしていく。東伊豆町としての最

良の意思決定を導く、こういうことが重要ではないかなというふうに思っています。このあ

たりが違いと共通点というところだと、個人的には感じております。 

  そして、あとなかなか次の問いも、本当に大事なんですけれども、しっかりと答弁させて

いただければと思います。 

  地方自治、住民としての地方自治をどう考えるかということであります。ちょっと難しい

言葉が出ますけれども、地方自治の本分というのは、地方公共団体の運営は原則として住民

自身の責任において自ら行うという、よく言われている住民自治の原則というのがございま

す。それと、国から独立した地方公共団体の存在をしっかりと認め、これに町の行政を自主

的に処理をさせるという団体自治の原則、この２つの原則が基本の柱だと言われているかと

思います。 

  ただし、同時に少子高齢化への対応や安全・安心の確立、特に気候変動、大変ここ、この

ところ激しいという中で、地域の課題が複雑化をし、そして多様化をしている中で、市民の

ニーズ全てに行政だけで対応することは、昨日の議会でも少しお話をしましたけれども、な

かなか難しい限界が見えてきているんではないかと思います。ここが考えどき、今まさにそ

ういうところだと思っています。 

  市民自らの意思に基づいて市民自らがまちづくりを実践する住民自治の確立の必要性とい

うのが、ある意味、高まってきているのかなというふうにも感じています。 

  住民自治の推進の中で、特に市民、事業者及び行政がそれぞれの役割を認め合い、対等の

立場で協力をし合う、よく言われます協働のまちづくりという話があります。最近は共生と

か公共性とかと言うのかな。とにかく私もこの昨日の議会でも少し話をしたかもしれません

が、お互いに連携をしてお互いにやれるところをやっていくというスタンス、それが非常に

重要になってくるんではないかなというふうに感じています。 

  つまり、地域に関わる様々な立場の人や組織が共通の目的、それはこの東伊豆を幸せにす

るということでありますけれども、その実現のためにそれぞれが役割を自覚をして、そして

対等の立場で取り組みながら、まさに理想のまちづくりを行っていくことが重要だというふ

うに思っております。 

  そして、３番目でありますけれども、じゃ、行政の行動・手法としてどのようなことを重

視するか。これは繰り返しになるかもしれませんけれども、所信表明の中でも触れさせてい
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ただきました。町政に向かう信念を申し上げたところでありますけれども、五箇条の御誓文

がございまして、その第１条に記されております「広く会議を興し、万機公論に決すべし」

という言葉、これは人々の声を大事にして、そして優れた意見を取り入れ政治を行うという

ことでございまして、今から150年以上も前の言葉でありますが、その精神は令和の今にな

っても生きていると、私は思っております。 

  令和になり多くの課題や問題が顕在化をしております。先ほどお話をしたとおりです。そ

れでも、それにしっかりと対峙して問題を解決をしていく、乗り越えていくためには、やは

り広く人材を求めて公正な意見に基づく政治を行うことが重要だと考えています。 

  東伊豆町の町政においても、この精神を基本として町民や議会に向かい合っていきたいと

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 大方の答弁をいただきました。町長、大体考えるところはよく分か

りまして、原理原則的なことからちょっと確認をしていきたいと思うんですけれども。 

  いわゆる国政というものについて言えば、憲法前文において、国において主権は国民にあ

るということで、先ほど町長言われたように、やっぱり国政においては国民のための政治と

いうことが求められるわけでありますし、地方自治法や憲法の中から出てくる、いわゆる地

方自治の本旨という中で言えば、まさにそこに住んでいる住民によってという住民のための

地方自治ということがあるわけで、言えば、それは町民、国民のために政治をすると、立場

は違うんだけれども、国政も、地方自治体も、国民、住民のためにその政治を行うと、ここ

はまさに本当に一緒なんだろうなと、そこは確認できるところだと思うんですね。 

  違うところの今、町長言われたように、いわゆる議院内閣制の部分と二元代表制の部分の

この違い、まさにそのとおりです。ただ僕、もう一つ、実際の自治体運営とか国政の問題で

感じている部分は、財政権限の部分がちょっと違うんじゃないかなという感じをしておりま

す。というのは、国会というもので見ると、国政では例えば、今こういうコロナの問題が出

るとどんどん国債も発行するし、消費税であったり、酒税であったり、税率の見直しという

ようなことで財源を確保するという手法が国ではできます。でも、地方自治体というのは、

財政の自主権という言葉や地方財政法等々、税法でも言葉はありますけれども、現実に固定

資産税を上げようとかいろいろなことはできないですね。どんどん勝手に起債を起こすなん
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てことも、これはなかなかできないですよ。ここは財政の権限というのは、国政とやっぱり

地方自治体では大きく違うのかなという認識を私は持っておりまして、これは実際の運営上

そうなんではないかなと。この点は町長も理解していただけますかね、どうですか、まず。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） まさにそれは今痛感をしているところでありまして、国であると国債

を刷って、それは日銀が通貨を発行ということになると思うんですけれども、その中である

程度自由度があるという中で今までやってきたのと、町政になるとそういうわけにはいきま

せん。当然起債という話もちゃんと承認をいただいてからやらなければいけないということ

で、非常にそれはちょっとやりづらいところがある。だからこそ、町のお金をしっかりと適

正に使っていくという姿勢が重要ではないかなというふうに改めて思っておりますし、ある

程度、その税収を再配分するという意味では、ふるさと納税という話が先ほど出ましたけれ

ども、そういうツールもフルに使いながら、町が豊かになるために町民が幸せになるための

施策をやるためのある意味、税収を上げていくという努力は引き続きやっていこうかと思っ

ています。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、本当そうなんですよ。僕らも議員として、先ほど西塚議員か

ら質問があったように、ふるさと納税の部分はまだ伸びしろがある部分ではないかなと、こ

れは町の努力で何とか対応できる一部分だと思っています。 

  ただ一方で、この間、議会でも本当に数多く附帯決議や予算、決算のたびに言ってきたの

は、やっぱりそうは言っても、実質単年度収支というのはうちの町はやっぱり２億から２億

5,000万円ぐらいの感じで、実質収支の部分で言うと、入ってくるお金よりも使うお金のほ

うが多いという状況があって、これはこの間それがずっと課題でもあって基金もたまらなか

ったと。 

  今回、ある面、コロナの副産物で町が行うべき施策がかなり臨時交付金で行えたというよ

うなこともあったりしまして、また事業が執行できなかったものもありまして、基金が今12

億とかそういう金額までたまったんですけれども、本質的な問題で見ると、単年度単年度の

やっぱり予算が非常に苦しい状況にあるんじゃないかなと。 

  この点については、町長も非常にこの財政の厳しいということも、就任してから感じてい
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るというふうなことを、この間、全協でもお伺いしたんですけれども。所信表明の中で、町

長はこの財政的な問題、いろいろな形で機構改革だとかデジタルフォーメーションの問題だ

とかいろいろなことがある中ではあるので、それと絡んでくるかなとは思うんですけれども、

歳出等々の全体の見直しというようなことについては、特に触れていなかったのかなという

ふうに拝聴しましたけれども、この辺についての町長のお考えはいかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  歳出については、これやはりしっかりといろいろな手だてで考えていかなければいけない

と思っております。当然、歳入を上げるというのが一義的にあるとして、歳出を抑えるとい

うことでトータルとして町を豊かにしていくということだと思います。 

  今、山田議員の御指摘というか触れたその機構改革について、これは見直し、着任してま

だ２か月ということで、すぐに抜本的な見直しというわけにもいきませんけれども、生産性

の高いというか、効率性のある制度改革ということをやっていかなければいけないと思いま

すし、場合によれば、町が持っているそういう財産についてもしっかりとメスを入れていく

ということが必要かもしれないとも思っております。 

  なかなか厳しい財源の中で、それはしっかり取り組まなければいけないと思っております

ので、加えて、冒頭からお話をしておりますけれども、人が減ってくる、なるべく１万

5,000人という話、高く目標を掲げて意気込みを示したわけでありますけれども、ただやは

り減ってくるのは事実である中で、例えば、高度成長期に整備をしたインフラ関係がもう一

斉に老朽化をしてきているのも事実であります。そういうことを踏まえながら、どういうま

ちづくり、場合によれば、町民の住み方も含めて皆さんの御意見を聞きながら、この令和の

時代、アフターコロナの時代に向けての東伊豆のまちづくりというのをしっかりと決めてい

かなければいけない、加えて、そのまちづくりの中には、やはり地域の安心・安全というの

がなければいけませんので、防災の観点もしっかり取り入れて人口減少ということも加味し

て、しかもインフラの老朽化ということも考えながら、余分な歳出を減らしていくというよ

うなこと、そういうことも考えていければと思っています。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 昨日の町長の所信表明等でもあったように、これもやっぱりある面

で言うと、時代への適用という部分の順応といいますか、そういう問題だというふうには思
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いますけれども、ぜひ全体のパッケージのＤＸであったり、少子高齢化とかという方向性も

出てきている対処すべき方向というのは、一定そういう対応軸というのも決まっているわけ

ですから、そういうものを含めて、全体のパッケージングの中で何が町にとって今必要なの

かというものをぜひ今後提示していただけるといいのかなというふうに今思ってございます。 

  町長、この住民自治の部分の中での行政的な問題で、私、町長の言葉はどちらかというと

地方自治に関わってきた人間からすると、言葉でちょっと言い換えると、この地方自治の中

で一番私は大事にすべき部分としては、住民参加という部分なんだろうと思うんですよ。町

長言われたように、サービスをするのが行政で、サービスを受けるのが町民だという、こう

いうやっぱり構図はもう成り立たない時代ですから、町長言われたように、みんながいろい

ろな形で町に関わってもらうという、こういう時代になってきているわけですから、意思決

定の参加を含めて、いろいろな事業へも住民が参加していただくということ、これが今後、

この地方自治体においては、極めて重要な問題じゃないかなと思って、これは町長と僕は言

葉を置き換えただけかなと思うんですけれども、地方自治の中ではやっぱりよく言われるの

は、この住民参加という言葉ではないかなというふうに感じておりますが、これは恐らく同

じ意味ですよね。どうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  近いニュアンスというふうに私も感じております。先ほどお話ししたとおり、社会状況が

変化をしているということ、少子高齢化、環境問題、様々な課題に対して、今までは行政一

辺倒でやろうと思っていたというところもあろうかと思いますけれども、マンパワーのこと

も含めてなかなか行政一者ではその課題を乗り越えづらくなってきているのも事実であると

思います。 

  加えて、地域のコミュニティというのが、町民同士の助け合いの意識みたいなものもあっ

たかと思うんですけれども、そういうものが少しずつちょっと低下をしているところもある

ので、併せてその協働をすることによって、その地域をしっかりと守っていくということが

必要なのかなと思っています。 

  その地域のコミュニティ、消防みたいのがそうだと思うんですけれども、あと地区制みた

いなのがそうだと思うんですけれども、そういうことのみならず、加えて最近はＮＰＯとか

いろいろな団体があって、これはちょっと性格が違うと思いますけれども、そのような多種

多様な主体に参画をしていただいて、それでまちづくりを進めていくというのが一つのやり
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方ではないかなと思っています。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、基本はやっぱり住民自治ということは、そこに住む住民が自

分たちで自分たちの町を決めていく。この基本原点に立ち返ると、やっぱり住民参加という

言葉が一番私は必要だというふうに思っております。 

  その上で町長が言っている部分で言うと、やっぱりそれをじゃどういうふうにまちづくり、

住民の意思、意向とともにそれをどう形づくっていくかということになると、今、町長言わ

れたように、ＮＰＯの問題だとか、いろいろなものがそれにリンクしてくるのかなというふ

うに私は見ております。 

  ちょっと３点目の問題のところなんですけれども、町長、今言われたことの漠然と意味は

何となく分かるんですが、何となくじゃなくて、ちょっとこれはやっぱり、まず地方自治と

いうことの自治体の運営という観点から見ると、私は３つの言葉が重要なキーワードかなと

思っておりまして、１つは情報公開、２つ目はやっぱり説明責任、そしてやっぱり合意形成、

ここのところをどういうふうに図るのかなということが非常に行政として大事なことなんで

はないかなと。住民の皆さんにこれから町がやろうとすることを参加して、決めて、そのた

めには、やっぱり町が持っているいろいろな情報もしっかりと公開をしていくことも必要だ

し、それ一体なぜこれが必要なんだという説明責任をやっぱり果たされることが必要だし、

そういう中で、先ほど来町長言われるように、いろいろな方々の御意見も含めてみんなのや

っぱり合意形成を図る、こういうことが言葉としては、地方自治という言葉の中ではこうい

う言葉を大体使うのかなというのが、私は思っておりまして、ぜひこの辺を御理解していた

だいて、今後のそのいろいろな諸課題の遂行のときにはお考えいただくとありがたいなと思

いますけれども、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。まさに今おっしゃられたことも触れようかと

思っておりましたけれども。 

  実際に協働のまちづくりを進める上で重要なポイントというのは、今御指摘あった３つの

ポイントが含まれると思っております。施政方針、あとは取組、町がどのように政策を取り

組んでいくかというようなことを町民へしっかりと話題提供をしていく、これが説明責任み

たいなところかもしれません。 
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  加えて、例えば、町長はじめ町の三役とか幹部職員など地区関係者と課題について対話を

するような場も、将来的には、すぐにというわけにはいきませんけれども、そういうのもあ

ってもいいのかなと、少し思っておりますし、あとは町民と町の役場との意思疎通というか

意見交換というか情報交流みたいな話も含めてやれると、いろいろなフラットな状況になっ

ていくのかなというふうに思っております。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） これは私、町長、ある面、持論でもあるんですけれども、デジタル

フォーメーションというのか、デジタル化がどんどん進む中で、地方自治体の中では今、町

長言われたような、やっぱり広聴活動だと思うんですよね、言葉で言うとね。 

  やはり町民の生の声をしっかり聞いていくと。そこがやっぱり行政、またまちづくりの推

進力になっていくんだと思うんですね。これがやっぱり大事で、作業とか実務的なのものは

デジタル化で事は足りるんですけれども、それだけに住民の皆さん、住んでいる町民の皆さ

んの生の声をしっかり聞くという、そこのところをぜひ大事にしていただいて、これからの

町政のかじ取りを取っていただきたいと思っております。 

  １問目は以上で終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、地方創生臨時交付金についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 第２問、地方創生臨時交付金についてお伺いします。 

  政府が４月26日に策定をした原油価格・物価高騰等総合緊急対策の中に地方創生臨時交付

金、コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分ということで１兆円創設ということも含ま

れているかと思います。 

  こうした臨時交付金の対応について伺いたいと思うんですけれども、まず町への交付額と

いうものは幾らぐらい見込まれるのかということをまず１点お伺いしたい。 

  ２点目に、町長としてこういう臨時交付金を今回は初めて使っていく側になっていると思

うんですけれども、この交付金の活用施策については、どのような過程や検討を経て成案に

していくのか。これはやっぱり町長のすごく地方自治に対する手腕というものの一つになる

のかなというふうに思っておりまして、今までとは違う部分もあるのかなという期待を含め

てお考えを伺いたいと思います。 
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○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  地方創生臨時交付金についての質問、２問承りました。 

  まず、町への交付額がどの程度見込まれるかということにつきましては、新型コロナウイ

ルス感染症対応の地方創生臨時交付金、コロナ禍における原油価格、また物価高騰対応分と

いうことでありますけれども、それが創設をされました。都道府県及び市町村を対象に国の

予算額１兆円により、このうち0.8兆円が先行して交付をされます。これに該当いたします

東伊豆町分の交付限度額は、額にして6,567万4,000円であります。 

  続きまして、その地方創生臨時交付金、どのような経過や検討を経て成案になるのかとい

うことでありますけれども、まず勝手に町が思い込みで決めるわけにもいかないというふう

にまず思っております。原油価格・物価高騰の影響を大きく受けます農林水産業者、あとは

中小企業者等にどのような支援が必要であるかということについて、各団体に調査を行うよ

うに担当課に指示をしたところであります。今調べているところだと思いますけれども。調

査結果を踏まえて支援策を決定していきたいと考えております。 

  また、生活支援につきましては、東伊豆町ではどのような施策が有効であるか、これも各

課局で現状把握を行って検討をし、コロナ禍における原油価格・物価高騰対応への支援策を

決定していきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 本当にそのとおりだと思っていますけれども、町長、ここにこれが

内閣府のホームページからプリントアウトしましたけれども、町長言われたように、臨時交

付金も市町村で勝手に使っていいということでもなく、一定のメニューがあるというふうに

は思います。 

  町長、これ昨日も町長言ってらっしゃったんですけれども、例えば、所信表明等で平準化

とかいろいろな形の言葉もありました。やっぱり私とすると、変な話しなんだけれども、国

がやるやつは非常にある面、まさに平均的なものなんだと思うんですよ。平均的なものだと

思う。でも、平均的なものでも今、町長言われたように、うちの町に本当に関わる施策、も
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のはないのかなというのは、やっぱりしっかり調査をして、それに対応してほしいんです。

同時にやっぱりそういう調査をした上で、これを採用するよ、ここは採用、特にしなくても

いいよねという部分もやっぱりしっかり説明をしてほしい。これまでのコロナの臨時交付金

なんかでも、もう最初から何かプレミアム商品券だとか、特定の団体というか業界の部分だ

けで、本当にいわゆる生活支援なんかの部分の声というのが、ほとんど反映されてこなかっ

たんじゃないかなと、私は思っています。そういうことも含めて、町長言われたように、こ

ういうお金が6,500万から出るよと、それについて本当に町内のいろいろな実情、国が示し

ている、こういう実情がもし東伊豆とかで影響が受けているところがあれば、具体的にどう

なのか、それにどういう手だてが必要なのかということをしっかり議会にも、また町民にも

分かるように対応していただけることがとても大事かなと。必ずしもそんなに大きい、今ま

での交付金からすると必ずしも大きい額ではありませんけれども。しかし、貴重な財源です

ので、これは国が言っているように、農林水産もそうだし、飲食店もそうだし、輸送関係も

いろいろなところがやっぱり影響は出ているはずだよね。だから、使っていいよねというも

のは示していると思うんですけれども、この平準的なものに適用する部分と、うちの町の実

態に合った、その状況把握によって合った適用というものが必要になってくるのかなと。 

  これは先ほどの地方自治にも関係するんですけれども、国の方針というのは本当に私は平

均的な、一般的なもので、やっぱり地方自治体のまちづくりに必ずしも適合するかしないか

ということ、しないことも何割かあります。なので、やっぱり国のことをしっかりと受け止

めながらも、やっぱり自分たちの町の実情、現状にとって有益かどうかというやっぱりしっ

かりとした調査と判断、検討がとても大事だというふうに思いますので、先ほど町長、その

ようなことをされるというふうに伺いましたけれども、やっぱりぜひ地方自治体は国の施策

が今まで100％であれば、こんなに地方は衰退していないんです。やっぱり標準的なもの、

町長言われたような平準化したものと同時にやっぱり地方の実情に合わせた順応力というの

か適用という部分がどうしても国の方針との中にあるのかなということを私は感じますもの

で、ぜひこの国から示されている平準的な方針と、やっぱり町の実態に合わせる順応力とい

うものをぜひ発揮してよりよい政策支援を行っていただきたいというふうに思いますが、い

かがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  まさにこの町の一番の特徴というのは観光産業がそのいろいろな意味での柱、産業として
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の大きな柱になっていて、そこに一次産業の農業と漁業があると。中小企業の方々はそこに

いろいろ関係性を持って商売をされているという、そんな図式だと思います。 

  そんなことも含めまして、今いろいろ調べているのを取りまとめて整理をして、なおかつ

いろいろな施策が多分コロナにおいてはやられているということがあると思います。そんな

ことも踏まえて、どういう使い方が一番効果的かというふうに判断をして進めたいと思って

おります。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、先ほどとの関係で、議会の部分でいうと今までのコロナの使

い方の中で言うと、もう100％、ほぼほぼ決まった形で当局から説明を受けるということが

多かったというふうに、私は受け止めております。 

  やっぱり町長、先ほど言われたように、二元代表制の中で、議員は議員なりに町民のなり

わいや暮らしを見ているし、そういう部分から議員はそれぞれ発言もしているんですけれど

も、やっぱり100％固まったものということだけではなくて、議会のやっぱりそういう視点

とかというものもしっかり意識していただきたい部分と、やっぱりこの部分はこういう理由、

こういう実態からこの施策をするよという、さっきの説明責任じゃないですけれども、分か

りやすく説明していただけると、議員としてもいろいろ感じているもの、見ているものが生

かせるのかなというふうに思うんですけれども。今までは本当に決まったことの説明という

ことでしかなくて、ちょっと支援金を３万円を５万円にするのでも、なかなか大ごとになる

ぐらいの状況でした。 

  なので、やっぱり最終的には議会も議決するという部分の責任もありますから、議会とも、

先ほど言われたように、連携をしていくということであれば、100％決まったというんでは

なくて、議会に調査の結果も報告していただき、一緒に最後検討をできるというようなスタ

ンスもぜひお忘れなく用意してほしいなということはお願いしていきたいと思いますが、い

かがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 特に、このコロナ対策というかコロナに関係する交付金については、

状況把握というのが大変重要だと思っておりますので、そこをしっかりと把握をさせていた

だいて、よりよい方策が取れるように、議会の皆さんとも連携を取りながら、決められる、

制度設計もあると思うので、できる範囲の中でというようなことになりますが、取り組んで
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いきたいと思っております。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第３問、白田川橋老朽化への対応についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 第３問、白田川橋老朽化への対応についてを伺います。 

  この件については、町長、行政報告でも触れておりましたし、議会にも片瀬区・白田区よ

り要望書が提出されているということで、これから町も具体的に調査を進めて方針も決定す

るという方向で動いていく状況だと思いますが、そこで幾つかについて伺いたいと思います。 

  １つは、橋に関わるどのような調査を今計画をしているのかということが１点目。 

  ２点目に、小学生、高齢者の安全を確保するために、現在の橋をやっぱり補強等により仮

設歩道が私は必要だと思うんですけれども、それについてのお考えはいかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 第３問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 山田議員より白田川橋老朽化の対応ということで御質問いただきまし

た。 

  まず、橋に関わるどのような調査をしているかということでありますが、行政報告でも申

し上げましたが、先日、片瀬区及び白田区から架け替えについての要望書が提出されました。

地域住民の意向は大変重要だと考えておりますが、架け替えの可否について判断するに当た

り、事業費や工程及び問題点の整備等、全体計画を把握するための概略検討が必要であると

考え、本定例会で補正予算を計上させていただきましたので、御審議のほどぜひよろしくお

願いをいたします。 

  その委託経過を踏まえまして、町の財政上、どの程度影響があるか、確認をしたいという

ふうに考えております。 

  そして、次に、２点目でありますが、小学生や高齢者の安全を確保ということで、現行の

橋の補強等で仮歩道が必要だというような御意見がございます。現在の白田川橋を補強し、

人道橋として使用する案については、点検により車両が通行することで上部工にたわみ振動

が発生し、上部工の損傷の進行を促進させること。また、地震や大雨等に対し橋脚は耐火力

を要していないと考えられることによりまして、緊急に措置を講ずるべき状態であると診断

をされました。 
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  町といたしまして、台風等、予見が可能な場合の通行止めの措置は可能と考えますが、予

見できない、つまり、地震であります、いつ起こるか分からない、その地震の対応を考慮す

ると、住民の生命を守ることが最優先である行政として、通行させることはできないと判断

をし、通行止めの措置を講じたところでございます。 

  しかしながら、歩行者の安全確保というのは、これ重要だというふうに考えておりますの

で、まずは横断歩道を何とか渡っていただきたいということ、活用していただきたいという

ふうな思いの中で、シルバーカー利用者のために、片瀬区の歩道側があるほうの歩道の切下

げ工事を実施したところであります、段差をなくしたということであります。 

  地域住民の皆様には、国道を横断することなく、時間に余裕を持ってぜひ横断歩道を活用

して安全に通行していただきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、橋の調査の問題について、この間、全協や議案等説明会の中

でもいろいろ言われている部分なんですけれども、やっぱり私は、選択肢の一つとして国道

の山側への歩道の整備という選択肢というのをあっていいんではないかなと。というのは、

国道の南側にある、あの歩道については、たしか親水公園の整備事業というような形の中で

事業を実施しているんだと思いますね。橋脚もそのまま国道のあれを使ったりしているし、

現況の白田川橋が70メートルということを考えると、現在の国道の部分で言えば50メートル

というような部分もあります。そういう部分からしても、白田や片瀬の町民の方々からもや

っぱりもし現状のところに道路を造ることが厳しい場合、やっぱりそういうことも考えてほ

しいなというような声というものが少なからずあるんですよ。それは、町の財政のことも含

めてね、それは負担になるんだったら、でもやっぱり利便性や一定の安全性確保のためにそ

こが欲しいよねという声もあります。 

  なので、こういうやっぱり町民の方々もいらっしゃるということも含めると、選択肢とし

て、そこもやっぱり私は入れていただく必要があるんじゃないかなというふうには思ってい

るんですけれども、選択肢にはならないんですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） ありがとうございます。 

  いろいろな選択肢がございました。県道の山側の歩道橋というのも、あれは県が対応とい
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うことで、県にも御相談に行った、実は経緯がございまして、当然町独自の単費でやるのは

不可能です、金額的に。その中で、県にまず相談をしたところ、なかなか県としては、あそ

こに同じよう歩道を造るのは選択肢に全くないというお答えをいただきました。一方で、現

行の橋につきましては、国との連携の中で手だてがある可能性もあるということで、建て替

えということでできるかどうか、どれぐらいお金がかかるのか、車道橋にするのか、もしく

は車道橋が高過ぎるならば、例えば、人道橋のみという選択肢もあるかもしれませんが、そ

の辺のあらゆる選択肢をなくすことなく、まずはどれぐらいの金額がかかるかというのをま

ず出してみようかなと考えているところです。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、そうするとね、人道橋というような、いわゆる歩道を中心に

考えたりした場合だったら、現在の白田川橋がある位置よりも、それは県がやってくれれば

一番いい話ですけれども、県がやらなかったとしても、町としてそこのところに隣接をして

造るということも、さっき言ったように、距離も短い部分もありますから、選択肢としては

あるんではないかなというふうに思うんですけれども、県がやらないからイコール駄目とい

うことだけが選択じゃないような気がするんですけれども、その辺はどうなんですか。 

○議長（稲葉義仁君） 建設整備課長。 

○建設整備課長（齋藤 匠君） 国道の山側への側道橋といいますか、についてですが、あく

までも概算というか、ちょっとお聞きした話の中で、距離は70メーターから50メーターにな

るかもしれませんが、国道に近いということは、国道をやっぱり守らなければならない中で

仮設費に非常にかかるよという話を聞いております。それが幾らかというのはちょっと出し

てはございませんけれども、その辺で今のところに架け替えるほうが安いのかなということ

の中でまだいろいろ今後検討していかなければならないのかなというふうには感じておりま

す。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 確かに仮設費もあるのかもしれないし、あの海側の歩道を造るとき

というのは、いわゆるふるさと創生というような一等の時代で、時代背景もあって県もある
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程度の部分は協力的にやっていただいた部分もあるのかもしれませんけれども。 

  ただやっぱり片瀬・白田の町民の皆さんの中でも、全く新しく橋を造るということについ

て、やっぱり町の負担も大きいだろうし、大変だろうしとかいうことを考える方々もいらっ

しゃるし、そういう中では、もし可能であれば、そういう下側にあってもいいんじゃないか

という選択肢を求める人たちはいるわけですよね。なので、やっぱり今後の今の現状の場所

に車道になるのか、その人道橋になるのかという、その二者択一だけではなくてもう一つの

選択肢もある中で、町民の皆さんのコンセンサスを図るほうが、私はいいのではないかなと

いうふうに思いますが、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 繰り返しになりますが、そのあたりも含めて県に相談をさせていただ

いています。先ほど課長のほうから説明がありましたとおり、その通行の国道の近接工事に

なるという多分技術的な問題とか、それに伴う費用の増大、橋梁ですから人道橋だから安く

済むかというとそうでもなくて、かなりのコストがかかる。加えて言うならば、今資材高騰

等といろいろな状況もあってなかなか難しい状況、その中で県としては選択肢にないという

御回答をいただいたと認識をしております。 

  加えて、今現状、通行止めになっている橋の状況が続いている。あれはもう除却するしか

ないんですけれども、その後の対応について、ずっとこのまま引き延ばしておくのも問題が

あるということで、まずは現状の場所で架け替えについてどれぐらいのコストがかかるかと

いうことについて、まずは早く検討しようということであります。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、そうしますと工事費等々、コストの検討ということは分かっ

たんですけれども、あといわゆるソフト面で考えたときに、やっぱり実際の利用者とかどう

いう弊害があるのか、今の通学の問題だったり、高齢者の問題だったりとかということにつ

いては、調査はされませんか。 

  それと今のこの計画で進んでいった場合に、あれを今の白田川橋を撤去をして新しい橋が

完成するということになるまでという期間というのは、どのくらいをお考え、当然やらない

という選択肢もある面であるわけですけれども、もしやることになった場合には、その一定

の期間というのはどのくらいになるというふうに、これは考えたらよろしいんですか。 

○議長（稲葉義仁君） 建設整備課長。 
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○建設整備課長（齋藤 匠君） 基本設計を行い、詳細設計を行い、そこから工事が始まり、

橋脚は多分２橋で、河川の工事につきましては、渇水期ということになると１年に１つの橋

脚しかできないかもしれません。そこから、今度上部工、上ですよね。それを整備していく

こととかを考えると、すんなり行ったとしましてやっぱり令和９年とか10年とかというとこ

ろになってくるのかなというふうに。その前に当然解体の設計をやって、解体をしてという

のが入ってきますので、やはりそれぐらい延びてくるのかなという気はしております。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、そうしますとやっぱりあそこでの現状の位置での架け替えと

いうことというのは非常にその部分では、前も言いましたけれども、現状の、町長言われる

ように、横断歩道をちゃんと使ってくれということのあれも分かりますけれども、現状、や

っぱり子供たちの国道を渡っていたり、国道を横断したりとか、高齢者が本当にガードレー

ルを手すりのようにして買い物に移動するとかというようなことのやっぱりリスクというの

か、危険性というのもはらんでいるわけですから。 

  そうすると、やっぱり国道の脇にあったほうが住民の利便性を確保する上ではいいのでは

ないか。県がやらないということなら、町の事業としてやるということも含めて判断という

のはあっていいんではないかというふうに思うんですけれども、この辺はいかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） その判断の選択肢として町単独では、先ほどお話にも、ほかの方面で

出ましたけれども、財政的に厳しいという中で、交付金の話でも言いましたけれども、しっ

かりと使い道を考えていかなければいけないという話については、この白田川橋の対応につ

いても、そこは全く同じスキールです。是々非々で、コストとどういうような効果があるか

ということもちゃんと考えてやっていくと。 

  別に町単独でというのはなかなか正直もう厳しい限度を超えているというところで、それ

は県なり、国なりの支援を受ける方法を考えるというのが、町の考え方であります。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） そうするとね、国道の山側でもやっぱり町単独でやる場合は厳しい

ということになると、現況の場所に人道橋というか歩道を整備する上でも、これは同様にか

なり厳しいということになってきはしませんか。 
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  前、最後、太田さん、町長の最後の日にお会いしたときに、55％ぐらいの交付金等とかと

いう話も聞きましたけれども、そこは一応補助があってという部分もありますけれども、そ

うすると、山側であっても、また現況のところに歩道を付け替えるということであっても、

それに対する国・県の特別な補助制度がなければ、どこに造ろうがやっぱりこれは厳しいと

いうことになってきて、そうするとあまり現実的な選択肢というのは今のところに橋を造る

のか、もう財政的にも大変で造らないのかというような、実質的には選択というのは非常に

狭まっているんではないかと思うんですけれども、この辺はいかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） まずは、現況の位置でどれぐらいのコストになるかというのをまず確

認をしたいというふうに思っています。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） それはそれで分かりました。 

  町長、やっぱり町長、これ専門家にかなりこういう質問をしていくのはなんなんですけれ

ども、そうは言っても、やっぱり町の調査で出ているレベル４という部分の問題というのは、

第２橋から３橋へのところかな。そこの部分が出ているという部分と、県のこういう橋の耐

震、老朽化のマニュアルやなんか見ても、基本的には道路として車両が通行するということ

を前提にした形で、やっぱり先ほど町長言われたように、いろいろな過重も入ってくる。そ

ういう中で、やっぱり確かに危険だという部分はあるんだというふうには事実は思うんです。 

  ただ一定の期間の部分で言うと、本当に多少の補強なり、安全工事の措置を行って、少な

くても解体までの間ででも使える部分というのは可能性があるのではないか。町長言われた

ように、確かに予測できない地震がどうのこうのというのはありますけれども、ただ地震に

よって起こる危険性よりも、現状のまま通学する小学生や高齢者が事故に巻き込まれる危険

性のほうが、私ははるかに高い状況に今あるんじゃないかなというのが現実ではないのかな

と。そういう点では、町長、専門家だからそこのところは非常にシビアにあれしているかな

とは思うんですけれども、やっぱりそうは言っても、この現実はやっぱり犠牲者が出る、私

は確率のほうが、地震によって町の責任が問われるケースよりもはるかに高いのではないか

と思いますが、それはいかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 地震で落橋するリスクと、利用者が交通事故に遭うリスクを比較する
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のはどうかなというふうにまず思います。 

  地震はいつ起こるか分からない。そこに対して行政が町民の命を最優先に考えたというこ

とであると思います。加えて、交通事故のリスクについては、別にこの地域に限らず、どこ

でも適切な交通ルールを守ってやっていただくということが大変重要だと思っております。

この地域に横断歩道がもしないんであれば、それは大変大きな問題であると思いますが、大

変御不便をかけておりますけれども、取り急ぎ、あそこのセブンイレブンのところに横断歩

道があるということで、ぜひそちらをまずは使っていただければと。なおかつ、先ほど言い

ましたように、段差をなくすような工事もやりましたし、そのあたりでまずは御対応いただ

ければというふうに思っています。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、最後なんですけれども、ちょっとこれ通告書の中に細かくは

書きませんでしたけれども、町長、昨日からやっぱりまちづくりというキーワードを結構使

っていらっしゃるんですけれども、ちょっとその点で、一番掲示板のところに貼り出したん

ですけれども、現状のやっぱり通行止めの柵ですね。この柵、通行止めだよという町の強い

意思が住民に伝わるという部分はあります。ありますが、町長、まちづくりの観点から考え

たときに、その前を実際車が通り人が歩いていくときに、先ほどの状況でいくと、あと数年

間もこの状況で置いていくのかなと。もうちょっと何というのか、バリケードみたいになっ

ているところをもう少し通行する上で景観的な配慮なんていうものも検討されてもいいんじ

ゃないかなと思うんですが、この点についてはいかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 景観的配慮というのは、例えば、この中を見えなくしたりとか。 

○１４番（山田直志君） 看板みたいなやり方あるじゃないですか。 

○町長（岩井茂樹君） もう少し具体的に教えてください。 

○１４番（山田直志君） 時間がない。 

  失礼しました。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で山田議員の一般質問を終結いたします。 

  この際、14時35分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 ２時２０分 
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再開 午後 ２時３５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第２６号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（稲葉義仁君） 日程第２ 議案第26号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました議案第26号 東伊豆町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  今回の改正は、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正

する法律の施行及び国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、当町の国民

健康保険税条例の一部を改正するものです。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤徳人君） ただいま提案されました議案第26号 東伊豆町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例について説明させていただきます。 

  改正は、未就学児に係る均等割保険税の軽減措置の導入について及び賦課限度額の引上げ

についての２点となります。 

  まず、未就学児に係る均等割保険税の軽減措置の導入について、お手元の資料により説明

をさせていただきますので、資料１を御覧ください。 

  全世代型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行によ

り、令和４年４月１日から未就学児の均等割保険税の軽減措置が講じられることとなりまし
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た。 

  これに伴い、地方税法施行令に新設された減額基準に従い、東伊豆町においても同様の減

額措置を行う必要があるため、条例において必要な事項を定めるものです。 

  それでは、対象世帯について説明させていただきます。 

  対象世帯は、納税義務者の世帯に属する６歳に達する日以後の最初の３月31日以前である

国民健康保険の被保険者がいる国保加入世帯となります。 

  続きまして、減額割合ですが、東伊豆町の当該年度分の国民健康保険税に係る被保険者均

等割額に10分の５を乗じて得た額を基準として定めた額といたします。 

  ただし、低所得者世帯に係る法定軽減措置を行う場合には、その軽減後の被保険者均等割

額について本件減額を行うこととなります。 

  改正後の軽減額につきましては、資料２に記載をしてございます。 

  次に、減額分の公費負担割合ですが、国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１を補塡

します。 

  施行期日は令和４年４月１日で、令和４年度以降の年度分の国民健康保険税について適用

をします。 

  未就学児に係る均等割保険税の軽減措置の導入については以上となります。 

  引き続き、賦課限度額の引上げについて説明させていただきます。 

  資料３を御覧ください。 

  国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が公布をされました。 

  この改正により、国民健康保険税について基礎賦課額に係る賦課限度額が63万円から65万

円に、後期高齢者支援金等賦課額に係る賦課限度額が19万円から20万円にそれぞれ引き上げ

られました。 

  これにより、基礎課税額、後期高齢者支援分、介護納付金分を合わせた賦課限度額の合計

額は102万円となります。 

  当町におきましては、令和５年４月１日より、この改正による賦課限度額の引上げを実施

したいと思いますので、附則にその旨の記載をいたしました。 

  以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  14番、山田議員。 
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○１４番（山田直志君） 過去に、岩井町長でなくて前太田町長とこの未就学児の保険負担の

問題について議論をしてきた経過がございます。そのときに太田町長も、国も、この未就学

というのか、国保の子供たちへの課税については、今後、国のほうが財政的な措置を取るの

で、そのときに全体としては考えるよと、こういう町長と議論をした経過があるんですけれ

ども、特にそのときも国保会計の基金が今現状では３億8,000万ぐらいですか、ある中で、

ここの部分はもし町としてでき得るならば、未就学と言わず、もっと年齢を引き上げた形で

対応できるんではないかという議論もしたんですけれども、今回そういう検討はされません

でしたか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 知事会等を通じて対象年齢の拡大等を国へ要望していくとの回答がご

ざいました。未就学児の国保料均等割軽減措置の対象軽減拡大を訴えております。 

  子供均等割保険税軽減分の補塡に国保事業基金を活用することにつきましては、対象が限

定されており、限られた被保険者のみが恩恵を受けることになりますので、受益と負担の均

等を見る見地から現状では考えていないということでございます。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 町長、当然ね、国保の今世帯が30％ぐらいですから、その中で子供

の世帯ということなんですけれども、ただ逆に言うと、ほかの保険制度では子供が生まれた

ら保険料が上がるという仕組みはないんですよ。協会けんぽだったり、共済だったり、ほか

の厚生年金の場合というのはないと思いますよ。国民健康保険だけが子供が生まれると税金

が増えると。この辺を地方公共６団体なんかでも、やっぱり是正すべきだということをずっ

と言っていたことじゃないのかなと思うんですので、これ私もね、町に基金も何もなければ、

そういうことを言わないわけですけれども、これも国との関係で国の財源問題もあってね、

今回は未就学児というところが、この区切られたと思うんですよ。 

  そういう意味では、例えば、今のこども医療費のやつなんかもそうですけれども、最初は

２歳、３歳児までのやつが、未就学児までなり、それが15歳までになり、今はほとんど、う

ちの町もそうですけれども、18歳までとかというふうに、年齢も、子供に対する社会保障的

な意味も含めた対応って変わってきているわけじゃないですか。 

  ここの部分は今後拡大、当然国としても、恐らく厚生労働省も、財務省との関係も含めて、

今回はまずここで制度の実績、入り口をつくったので、今後これはいろいろな形の中で調整

されていくんですけれども。基金３億8,000万なりの基金を持っている町が、もう少しこの
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未就学ではなくて年齢を高い段階に引き上げてやるということは、財源的には十分可能だと

思うんですけれども、そういうことは考えられませんか。ただただ毎回ためていくという使

い方ではなくて、町長も言われる子育ての支援ということであれば、若い人たちが、まして

子育ての世代の人たちが、そういう状況に置かれているわけだし、お金もないわけじゃなか

ったら、子供の数もそんな多くわけですし、それは限定的だと考えるのか。それでも、子育

てに対して町はやれることをやっていますということになるんじゃないかと思うんですが、

いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（岩井茂樹君） 先ほどの御答弁の中にも対象が限定されているということが、今回現

状では考えていないというお話をさせていただきました。 

  基金が３億8,000万というお話でありますが、そこの基金についても、どういう使い方が

一番いいのかというのはしっかりと検討しなければいけないと思っております。今回、入り

口ができたというお話もありましたけれども、状況を見ながら、全国の知事会等の動きもし

っかり踏まえながら今後検討していきたいと思っています。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第26号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを採決

します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 議案第２７号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町営稲
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取海浜プール） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第３ 議案第27号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊

豆町営稲取海浜プール）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました議案について、提案理由を申し上げる前に、

公の施設の指定管理者の指定について説明をさせていただきます。 

  指定管理者であった稲取温泉観光協会については、団体が解散されることから、指定管理

者の指定の取消しの申出があり、東伊豆町公の施設の指定管理者選定委員会にて了承されま

した。 

  新たな指定管理者については、地元である稲取温泉旅館協同組合が適任であると判断し、

指定管理者の指定の議決を求めるものでございます。 

  なお、指定管理者の選定は、東伊豆町公の施設の指定管理者選定委員会の２回の審議結果

により、決定したものに基づくものでございます。 

  それでは、議案第27号の提案理由を申し上げます。 

  議案第27号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町営稲取海浜プール）の指定

管理者に、稲取温泉旅館協同組合を指定するものです。 

  詳細につきましては、観光産業課長より御説明させますので、よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（稲葉義仁君） 観光産業課長。 

○観光産業課長（山田義則君） ただいま上程されました議案第27号 公の施設の指定管理者

の指定について、議案の朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

  議案第27号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町営稲取海浜プール）。 

  東伊豆町営海浜プールの設置及び管理に関する条例（平成18年東伊豆町条例第18号）第３

条第１項の規定により、東伊豆町営稲取海浜プールの指定管理者を次のとおり指定する。 

  施設の名称、東伊豆町営稲取海浜プール。 

  指定管理者所在地、東伊豆町稲取1521番地－３、名称、稲取温泉旅館協同組合。 

  指定の期間、令和４年７月１日から令和９年６月30日までの５年間といたします。 

  以上、簡単ですが、説明に代えさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 
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○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第27号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町営稲取海浜プー

ル）を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 議案第２８号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉しお

かぜ広場） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第４ 議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川

温泉しおかぜ広場）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました議案第28号 公の施設の指定管理者の指定に

ついて（熱川温泉しおかぜ広場）について、提案理由を申し上げます。 

  熱川温泉しおかぜ広場の指定管理者に東伊豆町観光協会を指定するものです。 

  詳細につきましては、防災課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い申し

上げます。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長（国持健一君） それでは、議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について

（熱川温泉しおかぜ広場）について、議案書の朗読をもちまして説明に代えさせていただき
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ます。 

  議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉しおかぜ広場）。 

  東伊豆町防災公園の設置及び管理等に関する条例（平成28年東伊豆町条例第19号）第12条

第１項の規定により、熱川温泉しおかぜ広場の指定管理者を次のとおり指定します。 

  施設の名称、熱川温泉しおかぜ広場。 

  指定管理者の所在地、東伊豆町稲取3354番地、同名称、東伊豆町観光協会。 

  指定の期間、令和４年７月１日から令和９年６月30日までの５年間となっております。 

  こちらにつきましては、従前の指定管理者でありました熱川温泉観光協会が解散され、新

たに町内観光協会を統合して組織された東伊豆町観光協会を指定させていただくものでござ

います。 

  以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） 以前、熱川の会議に出席をさせていただいたときに、その中でここの

有効活用というか利用の関係で話が出ました。そのときに、あそこの広場を使って事業収益

を上げるようなことができないかということで、前課長だったんですけれども、そのことを

確認したときに、指定管理者の考え方でそれは構わないよというお話を伺ったんですけれど

も、事業収益を上げるようなことがここで行われても大丈夫という認識でよろしいですか。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長（国持健一君） 今の御質問についてなんですけれども、防災公園指定管理につき

まして、防災公園の条例第１条にて、防災対策の拠点及び災害時の避難場所として、町民の

防災に対する意識の普及や啓発のため訓練を行うとともに、平常時の住民の交流促進、健康

増進、地域産業の振興及びにぎわいの空間の創出を図ること等を目的に、東伊豆町防災公園

を設置するとされています。 

  このことから、貸出しを行ったりイベントを行ったりというようなことは従前どおりされ

ているかと思います。ただし、こちら防災公園という性格がありますので、防災上、不都合

がある場合につきましては、許可ができないというようなことになっております。それ以外

の場合につきましては、防災公園としての機能が損なわれない範囲で使用は可能と考えてお

ります。 
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  今後は新管理者と相談をさせていただきたいと考えておりますので、御理解いただきたい

と思います。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） ありがとうございます。 

  今、課長のほうから説明があったように、にぎわい創出だとかも含めていろいろな使途を

目的に施設整備がされた、あそこの広い空間が年間を通じて有効活用されたほうがいいなと

いうふうな考え方の中で、その辺が防災公園という主の目的、それを逸脱しないような事業

展開であれば収益を上げるような事業展開も可能ということでよろしいですか。 

  実は今度東伊豆町観光協会に委託をするわけなんですけれども、町観もやっぱり自主財源

の確保というのが課題になっておりまして、少しでもそこで収益を上げて自主財源の確保が

できる、そういう展開が図れればいいのかなということでちょっと確認の意味でさせていた

だきました。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉しおかぜ広場）を

採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 議案第２９号 財産の取得について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第５ 議案第29号 財産の取得についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 
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  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました議案第29号 財産の取得について、提案理由

を申し上げます。 

  去る５月25日に執行された随意契約の結果、契約金額2,156万円で、株式会社モリタ東京

支店と売買契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第８号及び東伊豆町議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求

めるものでございます。 

  本事業につきましては、東伊豆町消防団第４分団消防ポンプ自動車が導入から22年を経過

し老朽化したこと及び自動車運転免許制度の改正等により更新する必要があることから、購

入するものであります。 

  詳細につきましては、防災課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長（国持健一君） ただいま提案されました議案第29号 財産の取得について、概要

を説明させていただきます。 

  購入する財産及び数量、東伊豆町消防団第４分団消防ポンプ自動車１台。 

  契約の方法、随意契約。 

  契約の金額、2,156万円。 

  契約の相手方、株式会社モリタ東京支店、支店長、山北忠司。 

  今回契約を締結します消防ポンプ車につきましては、平成12年の導入から22年を経過し、

老朽化も進み、部品等の調達が難しくなったことに加え、平成29年３月の自動車運転免許制

度の改正により、平成29年３月以降に普通免許証を取得した団員が現行のポンプ自動車の運

転ができなくなったことなど、今後入団される団員への対応を考慮し、普通免許で運転が可

能な車両を更新する内容でございます。 

  更新する車両の詳細につきましては、お手元の議案書の２枚目、３枚目にございます参考

資料を御覧いただきたいと思います。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第29号 財産の取得についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第３０号 令和４年度東伊豆町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第６ 議案第30号 令和４年度東伊豆町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました議案第30号 令和４年度東伊豆町一般会計補

正予算（第２号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に１億7,542万1,000円を追加いたしまして、

歳入歳出の予算の総額を56億4,926万6,000円とするものであります。 

  一般会計では当初予算が骨格予算としての位置づけであったため、今回の補正予算では肉

付け予算を加えた内容となっております。 

  それでは、まず歳入の主なものですが、地方創生臨時交付金や４回目の新型コロナウイル

スワクチン接種事業、低所得の子育て世帯及び住民税非課税世帯等への給付金事業に係る国

庫支出金を増額しております。 

  次に、歳出の主な内容ですが、地方創生臨時交付金事業として、プレミアム商品券事業な

ど経済対策や、高齢者へのスマートフォン普及促進事業など情報化推進に係る経費を計上い
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たしました。また、防災ハザードマップや、幼稚園送迎バス購入費等を増額して、安全・安

心の確保を進めてまいります。 

  そのほか、早急な対応を要する項目について予算措置をいたしたところであります。 

  必要な財源配分を行った後の不足額について、財政調整基金積立金の減額措置により調整

させていただきましたので、御理解をお願いいたします。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（稲葉義仁君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） ただいま提案されました議案第30号 令和４年度東伊豆町一般会

計補正予算（第２号）について、概要を御説明いたします。 

  令和４年度東伊豆町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億7,542万1,000円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ56億4,926万6,000円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  地方債の補正。 

  第２条、地方債の追加は、「第２表地方債補正」によります。 

  恐れ入りますが、６ページ、７ページをお開きください。 

  ２、歳入について御説明いたします。 

  15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金、補正前の金額に5,550万5,000

円を追加し、6,565万7,000円といたします。 

  １節社会福祉費補助金、細節４保育士等処遇改善臨時特例交付金198万4,000円の増につき

ましては、保育士等の給与を３％引き上げるための国庫補助金であります。細節５低所得の

子育て世帯生活支援給付事業費補助金595万円の増、細節６事務費補助金180万円の増、細節

７住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金給付事業費補助金4,000万円の増、細節８事務

費補助金302万6,000円の増につきましては、歳出でこの後の説明いたします給付金事業の国

庫補助金であります。 

  ２節児童福祉費補助金、細節１次世代育成支援対策交付金274万5,000円の増につきまして

は、保健福祉センターの特別浴室を改修して実施する子供・家庭総合支援拠点改修事業に伴
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う国庫補助金であります。 

  ２目衛生費国庫補助金、補正前の金額に512万5,000円を追加し、2,048万9,000円といたし

ます。 

  １節保健衛生費補助金、細節４新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

512万5,000円の増につきましては、４回目のワクチン接種事業に対する国庫補助金の増額で

あります。 

  ３目農林水産業費国庫補助金、補正前の金額に300万円を追加し、1,604万8,000円といた

します。 

  １節農業費補助金、細節４農地利用効率化等支援交付金300万円の増につきましては、農

業者のビニールハウス建設事業に関わる国庫補助分となります。 

  ７目総務費国庫補助金、補正前の金額に１億253万3,000円を追加し、１億1,579万4,000円

といたします。 

  １節総務費補助金、細節４新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億253万

3,000円の増につきましては、国の令和３年度補正予算により決定し、令和４年度に交付を

受けるものでございます。 

  ８ページ、９ページを御覧願います。 

  16款県支出金、２項県補助金、６目消防費県補助金、補正前の金額に218万円を追加し、

2,324万3,000円といたします。 

  １節地震対策費補助金、細節２地震・津波対策等減災交付金218万円の増につきましては、

ハザードマップ作成事業や消防団資機材整備事業に係る県補助金の増額になります。 

  22款１項町債、６目教育債、補正前の金額に540万円を追加し、540万円といたします。 

  ３節幼稚園債、細節１幼稚園送迎バス整備事業540万円の増につきましては、幼稚園送迎

バス導入に関わる起債分の増額であります。 

  10ページ、11ページを御覧願います。 

  次に３、歳出について御説明いたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費、補正前の金額に450万円を追加し、8,155

万円といたします。 

  事業コード１庁舎維持管理事業、14節工事請負費、細節３庁舎浄化槽改修工事の増につき

ましては、エア漏れ等が起きている浄化槽を緊急で改修するための増額であります。 

  ９目企画費、補正前の金額に902万円を追加し、5,386万2,000円といたします。 
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  事業コード６新型コロナウイルス感染症対策事業（企画費）、18節負担金補助及び交付金、

細節１高齢者スマートフォン普及促進事業補助金300万円の増につきましては、新規にスマ

ートフォンを購入する高齢者に対して補助金を交付するための増額であります。細節２情報

配信推進事業補助金540万円の増につきましては、町の公式ラインアカウントを登録した町

民に対して割引クーポンを配布するものでございます。 

  17目財政調整基金、補正前の金額から4,150万円を減額し、5,850万円といたします。 

  事業コード１財政調整基金管理事業、24節積立金、細節１基金積立金4,150万円の減につ

きましては、今回の補正予算における歳入歳出予算の財源不足を調整するため減額するもの

であります。 

  なお、補正後の財政調整基金残高は約13億2,250万円となります。 

  ２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費、補正前の金額に200万円を追加し、7,299万

2,000円といたします。 

  事業コード１税務総務事業、22節償還金利子及び割引料、細節１町税過誤納還付金200万

円の増につきましては、法人町民税予定納税事業者における高額の還付見込みにより増額す

るものであります。 

  12ページ、13ページを御覧願います。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、９目低所得の子育て世帯生活支援給付事業費、補正前の金

額に1,004万2,000円を追加し、1,004万2,000円といたします。 

  事業コード１低所得の子育て世帯生活支援給付事業、12節委託料、細節１システム改修委

託料110万円の増及び18節負担金補助及び交付金、細節１低所得の子育て世帯生活支援給付

金595万円の増につきましては、低所得の子育て世帯に対し児童１人当たり５万円を給付す

るものであります。 

  22節償還金利子及び割引料、細節１低所得の子育て世帯生活支援給付事業費過年度返還金

165万円の増につきましては、昨年度の事業完了に伴い精算を行うものであります。 

  11目子育て世帯等への臨時特別給付金給付事業費、補正前の金額に4,334万9,000円を追加

し、4,334万9,000円といたします。 

  事業コード２住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業、14ページ、15ページ

を御覧願います。 

  12節委託料、細節１給付事務委託料253万円の増及び18節負担金補助及び交付金、細節１

非課税世帯等に対する臨時特別給付金4,000万円の増につきましては、住民税非課税世帯へ
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１世帯当たり10万円を給付するための事業費であります。 

  ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正前の金額に198万4,000円を追加し、２億

3,571万5,000円といたします。 

  事業コード４保育園事業、18節負担金補助及び交付金、細節３保育士等処遇改善臨時特例

事業補助金147万8,000円の増につきましては、保育士等の給料を３％引き上げるための措置

でございます。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費、補正前の金額に806万6,000円を追加し、

7,622万9,000円といたします。 

  事業コード４新型コロナウイルスワクチン接種事業、３節職員手当、細節６時間外手当

222万円。 

  16ページ、17ページを御覧願います。 

  12節委託料、細節２コールセンター委託料227万1,000円及び18節負担金補助及び交付金、

細節２救急体制協力金200万円の増につきましては、４回目のワクチン接種による事業費の

増額であります。 

  ７目保健・福祉センター費、補正前の金額に907万5,000円を追加し、3,943万5,000円とい

たします。 

  事業コード１保健・福祉センター維持管理事業、14節工事請負費、細節２特別浴室改修工

事の増につきましては、特別浴室を改修し子供・家庭総合支援拠点として活用するものであ

ります。細節３空調機更新工事の増につきましては、１階相談室の空調設備を更新するため

の増額であります。 

  ５款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、補正前の金額に300万円を追加し、

1,631万8,000円といたします。 

  事業コード１農業振興事業、18節負担金補助及び交付金、細節９農地利用効率化等支援交

付金300万円の増につきましては、農業者のビニールハウス建設事業費を補助するための増

額であります。 

  18ページ、19ページを御覧願います。 

  ６款１項商工費、２目商工振興費、補正前の金額に8,596万1,000円を追加し、１億2,737

万5,000円といたします。 

  事業コード４新型コロナウイルス感染症対策事業（商工費）、12節委託料、細節１プレミ

アム商品券発行事業業務委託料2,230万円の増につきましては、プレミアム率33％の商品券
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の発行事業を商工会へ委託するものであります。 

  18節負担金補助及び交付金、細節１小規模事業者デジタル化推進事業補助金500万円の増

につきましては、町内店舗事業者へのキャッシュレス決済やＷｉ－Ｆｉ導入費用を補助する

ものであります。細節２宿泊割引キャンペーン事業補助金2,248万1,000円の増につきまして

は、東伊豆町民や賀茂地区住民、岡谷市民を対象とした宿泊割引キャンペーンを実施するも

のであります。細節３エージェント関連等誘客対策事業補助金2,388万円の増につきまして

は、旅行関連事業者を媒体とする誘客対策を実施いたします。細節４クーポン券発行事業補

助金630万円の増につきましては、地域消費還元を目的に観光客にクーポンを配布するもの

であります。細節５新規事業参入者支援補助金600万円の増につきましては、町内での新規

事業参入者を支援するために補助金を交付するものであります。 

  ７款土木費、２項道路橋りょう費、３目道路新設改良費、補正前の金額に340万円を追加

し、１億8,399万2,000円といたします。 

  事業コード１道路新設改良事業、12節委託料、細節４町道稲取片瀬線（白田川橋）計画策

定業務委託料340万円の増につきましては、白田川橋の今後の在り方について検討を行うた

め、事業費を算定する委託料を増額するものであります。 

  20ページ、21ページを御覧願います。 

  ８款１項消防費、２目非常備消防費、補正前の金額に600万9,000円を追加し、5,185万

5,000円といたします。 

  事業コード１非常備消防事務事業、10節需用費、細節８被服費600万9,000円の増につきま

しては、消防団の防火帽や防火具、防火服等を整備するために増額するものであります。 

  ４目防災対策費、補正前の金額に889万5,000円を追加し、4,865万5,000円といたします。 

  事業コード３地域防災計画等策定事業、12節委託料、細節１防災ハザードマップ作成業務

委託料646万8,000円の増につきましては、冊子型の防災ハザードマップを作成し戸別配布す

るための事業費であります。 

  事業コード７防災施設等整備事業、17節備品購入費、細節１防災用器具備品112万2,000円

の増におきましては、片瀬地区防災センター太陽光発電施設のＧＰＳ不良によるリチウム電

池の購入を行います。 

  22ページ、23ページを御覧願います。 

  ９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、補正前の金額に350万円を追加し、１億

1,761万3,000円といたします。 
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  事業コード13新型コロナウイルス感染症対策事業（教育費）、10節需用費、細節１消耗品

費180万円の増及び17節備品購入費、細節１学校用備品170万円の増につきましては、ＧＩＧ

Ａスクール推進のため、端末上タッチペンの購入や事業支援コンテンツ、ロイロノート、プ

ログラミング教材の導入を行うものであります。 

  ４項１目幼稚園費、補正前の金額に810万円を追加し、8,291万9,000円といたします。 

  事業コード５幼稚園統合整備事業、17節備品購入費、細節１幼稚園送迎バス730万円の増

につきましては、幼稚園の統合に向け老朽化した送迎バスを安全機能のついたものへ買い換

えるための増額でもあります。 

  ６項保健体育費、１目保健体育総務費、補正前の金額に600万円を追加し、2,221万2,000

円といたします。 

  事業コード３総合グラウンド等管理事業、14節工事請負費、細節２野球場ベンチ改修工事

の増につきましては、老朽化により天井が崩れ落ちる危険性があるベンチ２基を撤去し新設

する内容であります。 

  恐れ入りますが、３ページへお戻りください。 

  第２表地方債補正でありますが、幼稚園送迎バス整備事業に係る起債を追加しております

ので、御確認願います。 

  ４ページ、５ページを御覧ください。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書でただいま御説明いたしました内容を総括してあります。 

  まず、歳入ですが、補正前の額54億7,384万5,000円に１億7,542万1,000円を追加いたしま

して56億4,926万6,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額54億7,384万5,000円に１億7,542万1,000円を追加いたしま

して、56億4,926万6,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は国・県支出金が１億6,912万1,000円の増、地

方債が540万円の増、その他財源は90万円の増といたします。 

  以上、簡単ではありますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） すみません。議案の説明会等で説明を受けたことですけれども、ちょ

っと再度確認をさせていただきたいなと思います。 
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  ページ、11ページ、総務費の負担金補助及び交付金の関係なんですけれども、高齢者のス

マートフォンと、その下の情報発信の関係ですけれども、これはＰＲの方法はどういうふう

な形で町民に対してＰＲをするのかということと、あと予算措置されていますけれども、こ

れの範囲で多分足りるのかなと思うんだけれども、例えば、これを超えての申込み等があっ

たとき、補正対応等で対応するのか、この辺の取扱いはいつからだとかと、その辺もう一度

ちょっと教えていただけますか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） スマートフォンの高齢者への補助金と情報配信推進事業につ

きましては、これはＬＩＮＥクーポンの発行ということになります。 

  ＰＲについては、双方ともチラシを作る予定になっております。スマートホームページで

すとか情報配信メールですとか、そういった手段でＰＲをしていきたいと思います。 

  スマホのほうは、この間の全員協議会のほうで議会のほうの御理解をいただきまして、予

算が通る前のＰＲしてもいいよということでしたので、今週の月曜日に回覧のほうを回させ

ていただいて、既に昨日ぐらいからお問合せのほうをいただいているような状況となってお

ります。 

  両方とも現段階で補正予算で対応するとかということはちょっとお話しできないんですが、

両方とも町とすると今後のＤＸの進展に高齢者の方にも少しでもデジタル機器を使うことに

よって、便利になります、そういう恩恵にあずかっていただきたいということがございます

ので、もし予算オーバーするぐらい応募ですとか使用ですとかがあった場合には、また町長

と議会とも相談をして対応について検討したいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） 先行でＰＲをするということは、議会のほうの了解ももらって実施を

していると思うんですけれども、こういう下の情報の関係については、若い人たちもホーム

ページだとかメール等で確認ができるかなと思うんですけれども、やっぱり高齢者、スマー

トフォンも含めてなかなかその辺がうまく町民に伝わるのかなという、やっぱり心配があっ

たりして、例えば、伊豆新聞さんあたりにお願いをして新聞記事として取り上げていただく

とかという、その考え方はありませんか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 月に一度、町長交えて情報交換会といって下田記者クラブさ
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んと情報交換会をしておりまして、その中で既にこのスマートフォンのことについても情報

提供しておりまして、今後記事にしていただけるというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ありませんか。 

  ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） ３点ほどお伺いしたいと思います。 

  まず、11ページにあります、今開いているかと思いますけれども、この自治振興費、二次

交通確保実証事業委託料についてです。 

  こちらにつきまして、この80万円のうち20万円が広告費、４分の１が広告費ということで、

こちらの広告内容をお聞かせ願いたい。 

  それと以前、議案の説明会のときにこの車を止める場所の駐車料のことというのをちょっ

とお聞きしたと思いますので、その辺のところどうなっているのかお聞きしたいと思います。 

  それと、17ページになります。農業費、農業振興費、農業振興事業ということで農地の利

用効率化等支援交付金300万についてですが、これ当初予算でない項目だったかと思います。

この農業者の方がハウスを造りたいということで手を挙げられた。今後もこういう形の手挙

げがあった場合には積極的に支援、これ国からの補助金だと思いますけれども、対応される

のかどうか、ちょっとその辺のところもお聞きしたいと思います。 

  それから、19ページになりますが、商工振興費ということで宿泊割引キャンペーン事業補

助金2,248万1,000円、今報道によりますと、ＧｏＴｏトラベル等もまた始まるのではないか

というような話があります。そうしますと、こういったような補助金といいますか、これサ

ービスが重なる場合もあるかと思いますけれども、その辺の対応等どう整理されているのか

お聞きしたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 御質問いただいた二次交通確保実証事業につきましては、町

内でタクシーが減っているというようなこともありまして、観光客の足である二次交通があ

まり便利ではないと、これを解消できないかということで町内にシェアカーを設置するとい

う事業になっております。 

  御質問いただいた広告費については、ＳＮＳ等への広告の出稿ですとか、また観光客の皆

さんが中心にお使いになっていただくことになると思いますので、チラシ等を制作して各ホ

テル、旅館へ配架するというようなところを考えております。 
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  設置についての駐車場についてですが、これまだ予算が通る前の話しでしたので、正式に

今のところ駅に置くつもりですが、伊豆急行さんと内々に御協力いただきたいという話はし

てありますが、それが無料で御協力いただけるものなのか、月額少し駐車料金をお支払いす

ることになるのかということは現段階では決まっておりません。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 観光産業課長。 

○観光産業課長（山田義則君） それでは、まず農地利用効率化等の支援交付金についてなん

ですけれども、これ今回の補正という扱いになったんですけれども。今回この補正の事業プ

ラス県単事業ということで、県のその事業がある程度見通しが立たないと町のほうも並行し

て計上できないという形で今回補正という形になりました。 

  今後のこのような新規の施設建設等の支援なんですけれども、農業者のほうから希望があ

って申請等がしたいということになれば、町としても積極的に対応のほうは図っていきたい

と思います。 

  そして、宿泊割引クーポンの関係ですね。これは、マイクロツーリズム的なものプラス岡

谷市という姉妹都市、こちらを対象にした宿泊キャンペーンになるんですけれども、ＧｏＴ

ｏの場合は、大体首都圏のお客さんがかなり多くなると思います。ということで、客の地域

性はちょっとバッティングしない形になろうかと思いますので、ここら辺は粛々と進めてい

きたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第30号 令和４年度東伊豆町一般会計補正予算（第２号）を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第７ 議案第３１号 令和４年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第７ 議案第31号 令和４年度東伊豆町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました議案第31号 令和４年度東伊豆町国民健康保

険特別会計補正予算（第１号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ200万1,000円を増額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ17億3,598万8,000円とするものであります。 

  内容を申し上げますと、歳入では、保健福祉センターで実施しております国保ヘルスアッ

プ事業に係る特別交付金の増額であります。 

  歳出につきましては、国保ヘルスアップ事業に係る委託料の増額であります。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤徳人君） ただいま提案されました議案第31号 令和４年度東伊豆

町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、概要を説明させていただきます。 

  令和４年度東伊豆町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ200万1,000円を追加し、歳入歳出

の予算の総額を歳入歳出それぞれ17億3,598万8,000円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 
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  歳入の主な内容について説明させていただきます。 

  ４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、補正前の額に200万1,000円を追

加し、12億8,502万円といたします。 

  ２節特別交付金、細節１保険者努力支援分160万1,000円及び細節２特別調整交付金40万円

の増は、歳出において保健事業費の特定健康診査等事業費を増額補正するため、その分の交

付金を増額するものです。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  次に、歳出の主な内容について説明させていただきます。 

  ６款保健事業費、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、補正前の額に

200万1,000円を追加し、2,717万9,000円といたします。 

  12節委託料、細節５生活習慣病重症化予防における保健指導委託料104万6,000円及び細節

６健康教育委託料95万5,000円は、特定健康診査等事業費に係る経費の増額であります。 

  恐れ入りますが、３ページ、４ページへお戻りください。 

  ただいま御説明いたしました内容を歳入歳出補正予算事項別明細書に総括してあります。 

  まず、歳入ですが、合計で申し上げます。補正前の額17億3,398万7,000円に200万1,000円

を追加しまして、17億3,598万8,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額17億3,398万7,000円に200万1,000円を追加いたしまして、

17億3,598万8,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は国・県支出金200万1,000円の増といたします。 

  以上、簡単ではありますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第31号 令和４年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を採

決します。 

  この採決は起立によって行います。 
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  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第３２号 令和４年度東伊豆町風力発電事業特別会計補正予算

（第１号） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第８ 議案第32号 令和４年度東伊豆町風力発電事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 議案第32号 令和４年度東伊豆町風力発電事業特別会計補正予算（第

１号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ448万9,000円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ698万9,000円とするものであります。 

  町営風力発電施設の撤去時期が未定であることから、メンテナンス費用等を追加するもの

です。また、その費用について、ＧＰＳＳホールディングスに負担していただくことから、

負担金についても追加しております。 

  詳細につきましては、企画調整課長より御説明いたさせますので、よろしく御審議お願い

いたします。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） ただいま提案されました議案第32号 令和４年度東伊豆町風

力発電事業特別会計補正予算（第１号）について説明いたします。 

  令和４年度東伊豆町の風力発電事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ448万9,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ698万9,000円とする。 
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  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

  ５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入ですが、２款諸収入、１項１目１節雑入、細節１メンテナンス費用等負担金448万

9,000円の増は、町営風力発電施設の民間企業への譲渡の可否が決定するまでの間にかかっ

た風車の維持経費について、ＧＰＳＳホールディングスに御負担いただけることが確定した

ことから予算を計上するものです。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  次に、歳出ですが、１款電気事業費、１項１目風力発電事業費、10節需用費、細節４光熱

水費234万円、12節委託料、細節１発電施設保安管理委託料98万2,000円については、風車の

譲渡時期が未確定であることから年度末までの費用の見込みを補正するものです。 

  ３ページ、４ページにお戻りください。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書で補正内容を総括してあります。 

  補正前の歳入歳出予算の総額250万円に歳入歳出それぞれ448万9,000円を追加し、補正後

の歳入歳出予算の総額をそれぞれ698万9,000円とします。 

  なお、補正予算の財源は全て特定財源となっています。 

  以上、簡単ですが、御説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  11番、藤井議員。 

○１１番（藤井 明君） これはＧＰＳＳさんに負担させるということですけれども、それで

は直接負担させればいいだけのことであって、なぜ町を経由するのか、その点についてまず

１点伺っておきます。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） これは本日の一般質問のほうでもお答えをさせていただきま

したが、現在譲渡についての契約は済んでおりますが、風車建設が決定された時点で所有権

がＧＰＳＳのほうに移りますので、それまでの間の保守メンテナンスは町で行い、町が一度

それについて支払いを行うものです。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

○１１番（藤井 明君） そうすると、これはいつまで支払うのか。それから、いつまでとか
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来年度はどうなのかということとか、その後、本年度は補正の増額等はないのかどうかにつ

いて伺っておきます。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） いつまで支払うのかということですが、年度の途中で事業の

実施が決まればその時点までで、町の支払いは終了するということになります。 

  今年度の今後の予定でございますが、今回の補正の内容が光熱水費、電気料ですとか電話

料ですとか、若干月によっては上下するものですから、これで最終確定ということではござ

いませんで、その不足等が生じた場合には再度補正予算をお願いするということもあるかの

ように思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

  ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） この問題について、今、課長から企業側が払ってくれることが確定し

たという話がありましたけれども、確定というのは何か書面等でこうやり取りされているこ

となのか、どういう形なのか、ちょっとその辺の御説明いただきたいのと、今こういう形で

補正予算が上がっている中で風車の状態ですね、今の風車の状態というのは本当に今大丈夫

なのかどうか、ちょっとその辺のところもひとつ聞きたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 今回、町が支払ったものについてＧＰＳＳに負担していただ

くということは契約の中に明示しているということで、以前から御説明しておりますが、そ

の内容ということです。 

  現在の風力発電の風車の状況ですが、２年前に停止してからあまりいい状況ではございま

せん。ですので、大丈夫かと言われると大丈夫な状態だというお答えはできないものですか

ら、現在は風力発電所について立入禁止ということにさせていただいております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

  11番、藤井議員。 
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○１１番（藤井 明君） 私は反対の立場で討論させていただきます。 

  まず、町が譲渡したという契約はもう済んだということは再三言明されております。そう

しますと、町の所有は離れているわけでして、これは当町の所有権を離れた他人の物件に対

して町税を出費するということは、これはいかがなものかと、違法、不当なものではないか

と私は考えますので、このような、それは契約に基づいていると言いますけれども、そうし

ますとその契約自体は議会は知らされておりません。それで、その契約自体が根拠として、

言わば不当、不法なものではないかというふうに思いますので、このような形で町が既に譲

渡したものに対して厳しい財源の中から、町税の中から負担するということに関しては、私

は反対であります。 

○議長（稲葉義仁君） ただいま本案に反対する者の討論がございました。 

  次に、本案に賛成する者の発言がもしござましたらお願いいたします。討論ございますか。

ございませんか。 

  ２番、笠井議員。 

○２番（笠井政明君） 私は賛成の立場で討論させていただきます。 

  まず、課長の説明のとおり、譲渡契約自体は結ばれているということでしたが、所有権に

関してはまだ東伊豆町にあるという御説明でよろしかったと思います。 

  ですから、管理責任としては東伊豆町にあるということで、私は認識をしております。 

  また、この金額に関しては、ＧＰＳＳホールディングスのほうから入金があり、それを当

て込むということで説明いただいていると理解しておりますので、町税を勝手に使ってしま

うという藤井議員の考え方には賛成できませんので、私はこの議案に対しては賛成の立場で

意見をさせていただきました。 

○議長（稲葉義仁君） ほか討論ございませんか。 

  ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） 私も、こちらの補正予算については反対の立場で討論させていただき

ます。 

  今、課長からありましたように、風車の状態が非常に危険な状態であるということである

ならば、すぐさま撤去しなさいと言いたいです。町が会社側と信頼関係に基づいて契約を結

んだという話であるならば、町が立て替えて撤去をして後から企業に払ってもらえばいいの

ではないでしょうか。 

  一番大切なのは、あの風車の今危ないという、やはり危険性であって、これは町民に被害
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を与える可能性もあるというものです。 

  ですので、このような補正予算という形ではなく、撤去をするという方向で私は討論させ

ていただきました。 

○議長（稲葉義仁君） ほか討論ございませんか。 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） この風車の問題については、企画の課長からもう何回となく説明をい

ただいて、事業執行が決定をされた時点でＧＰＳＳ側に移行するというお話も聞いて、それ

を承諾しています。 

  税金を投入をするということですけれども、これは使った税金というより、支払ったもの

は全てＧＰＳＳから納付がされているということで町の税負担は全くない状況というふうな

こと。それから、危険な状況にあるということは、担当課も承知をしていて立入禁止の措置

もしっかりと取られているということですので、私は賛成ということで申し述べたいと思い

ます。 

○議長（稲葉義仁君） ほか討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） それでは、これで討論を終結いたします。 

  これより議案第32号 令和４年度東伊豆町風力発電事業特別会計補正予算（第１号）を採

決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 報告第１号 令和３年度東伊豆町一般会計繰越明許費繰計算書の報 

            告について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第９ 報告第１号 令和３年度東伊豆町一般会計繰越明許費繰越

計算書の報告についてを議題とします。 

  町長より報告を求めます。 
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  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました報告第１号 令和３年度東伊豆町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告について、提案理由を申し上げます。 

  本件につきましては、地域公共交通対策事業等計12事業の総額５億8,030万3,000円のうち、

２億4,188万6,000円を令和４年度に繰り越しましたので、地方自治法施行令第146条第２項

の規定により繰越計算書を調製し、ここに報告するものであります。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） ただいま提案されました報告第１号 令和３年度東伊豆町一般会

計繰越明許費繰越計算書の報告について、御説明させていただきます。 

  本件につきましては、令和４年度東伊豆町議会３月定例会において、東伊豆町一般会計補

正予算により、繰越明許費の設定を御承認いただきました12事業につきまして、それぞれの

繰越額が確定いたしましたので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、議会に報

告するものであります。 

  内容につきましては、令和３年度東伊豆町一般会計繰越明許費繰計算書に記載しておりま

す地域公共交通対策事業では、鉄道施設老朽化対策事業補助金は66万7,000円、戸籍住民基

本台帳管理事業では戸籍電算システム改修委託料が352万円、子育て世帯への臨時特別給付

金給付事業では給付金等が550万5,000円、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付

事業では給付金等が6,966万6,000円、保健・福祉センター維持管理事業では屋内消火栓等改

修工事が198万円、ごみ処理対策事業では町指定ごみ袋製造委託料が1,845万4,000円、漁港

整備事業では白田漁港津波対策整備工事が2,390万8,000円、道路新設改良事業では道路橋り

ょう補修工事（大川桟道橋、湯ケ岡赤川線）詳細設計業務委託料が１億860万円、河川改修

事業では湯ケ岡赤川線改築事業附帯工事等が395万4,000円、新型コロナウイルス感染症対策

事業（教育費）、幼稚園運営事業及び幼稚園施設維持管理事業では感染対象対策の備品、消

耗品購入等で計563万2,000円、計12事業、合計で２億4,188万6,000円を令和４年度へ繰り越

すものであります。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  以上で報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 報告第２号 令和３年度東伊豆町水道事業会計予算繰越計算書の報

告について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第10 報告第２号 令和３年度東伊豆町水道事業会計予算繰越計

算書の報告についてを議題とします。 

  町長より報告を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） ただいま上程されました報告第２号 令和３年度東伊豆町水道事業会

計予算繰越計算書の報告について、提案理由を申し上げます。 

  本件につきましては、令和３年度の新規井戸整備事業等において、事業に遅延が生じたこ

となどにより、予算額１億8,395万円を令和４年度に繰り越しましたので、地方公営企業法

第26条第３項の規定により、予算繰越計算書を調製し、ここに報告するものであります。 

  詳細につきましては、水道課長より説明いたさせますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） ただいま提案されました報告第２号 令和３年度東伊豆町水道事

業会計予算繰越計算書の報告について御説明いたします。 

  初めに、地方公営企業法第26条第１項の規定による建設改良費の繰越しといたしまして、

１款資本的支出、１項建設改良費、東伊豆町水道事業変更認可申請業務におきまして、新規

井戸整備に遅延が生じたため、1,200万円を繰越しといたしました。 

  次に、地方公営企業法第26条第２項ただし書の規定による事故繰越しといたしまして、収

益的支出の１款水道事業費用、１項営業費用、ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理業務におきま

して、廃棄物の年度内受入れが不可能だったため200万円を繰越しといたしました。 

  次に、資本的支出の１款資本的支出、１項建設改良費、新規井戸４・５号整備事業におき

まして、商用電力受電に遅延が生じ工期を延長したため１億3,410万円を繰越しといたしま
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した。 

  次に、新白田浄水場基本設計業務におきまして、高濁度時の水処理方法の検討に不測の日

数を要したため2,585万円を繰越しといたしました。 

  次に、東伊豆町水道用水供給事業認可申請等業務におきまして、町と民営簡易水道事業と

の間で申請書類提出の日程調整に不測の日数を要したため1,000万円を繰越しといたしまし

た。 

  各事業の繰越額及び財源内訳等は資料に記載のとおりでありますが、上段の地方公営企業

法第26条第１項の規定による繰越額が1,200万円、下段の地方公営企業法第26条第２項ただ

し書の規定による繰越額が１億7,195万円、合計で１億8,395万円を令和４年度へ繰り越しま

したので、地方公営企業法第26条第３項の規定により御報告するものであります。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  以上で報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 同意案第１１号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

  いて 

○議長（稲葉義仁君） 日程第11 同意案第11号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選

任についての同意を求める件を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 同意案第11号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選任について、

下記の者を東伊豆町固定資産評価審査委員会委員に選任することについて、地方税法第423

条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

  住所、賀茂郡東伊豆町奈良本。 
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  氏名、松井和司。 

  提案理由を申し上げます。 

  現任の太田正一委員が令和４年６月30日をもって任期満了となるため、選任をお願いする

ものでございます。 

  以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております同意案第11号 東伊豆町固定資産評価審査

委員会委員の選任についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり同意することに決しまし

た。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第12 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

します。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 岩井茂樹君登壇） 

○町長（岩井茂樹君） 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、下記の者を人権擁

護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるものであります。 

  住所、賀茂郡東伊豆町稲取。 
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  氏名、外岡惠美子。 

  提案理由を申し上げます。 

  現在、御活躍いただいております外岡惠美子氏の任期が、令和４年９月30日をもって満了

となりますので、再任をお願いするものであります。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり適任とすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり適任とすることに決しま

した。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１３ 常任委員会所管事務調査の報告について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第13 常任委員会所管事務調査の報告についてを議題とします。 

  本件について、総務経済常任委員長の報告を求めます。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） それでは、朗読をもって報告とさせていただきます。 

  令和４年６月９日。東伊豆町議会議長 稲葉義仁様。総務経済常任委員会委員長 須佐 

衛。 

  総務経済常任委員会報告書。 

  本委員会に付託された事件について、調査の結果を別紙のとおり、会議規則第77条の規定
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により報告します。 

  おめくりください。 

  １、調査事件。 

  農漁業の事業継承・後継者問題について。 

  ２、調査の経過。 

  （１）会議回数、月日、場所、出席委員等。 

  会議回数につきましては、委員会が計６回ということで、意見交換会等も実施しました。

あとはこちら御参照ください。 

  ３、調査に至る経緯。 

  事業継承と後継者問題に関する所管事務調査は、当常任委員会がコロナ禍で疲弊した町内

産業の調査を行ってきた中で、少子高齢化の問題と併せて内在化している農漁業者の後継者

問題に、特に着目して調査をすることになった。 

  ４、調査の結果。 

  （１）農業、漁業の現状。 

  ①農家・農業者は、この20年間で40％以上が減少している。現在の販売農家の人員は、65

歳以上の方が192人62.5％を占めている。 

  また、後継者を確保している農家は32軒18.3％である。 

  以下、農家数の推移でありますとか後継者確保状況、また販売農家人員の年齢構成等は、

表のほうを見ていただきたいと思います。 

  ②漁業者も、この20年間で船数、就業者がほぼ半減している。漁業の後継者も９軒18.0％

にとどまっている状況でございます。 

  こちら漁業経営体数の推移、あるいは自家漁業の後継者の有無等につきましては、こちら

の表のほうを御参照願いたいと思います。 

  ③この間の新規参入者は、農漁業ともに１名ずつである。また現在、国・県の支援制度を

活用しているのは、農業者で２名いる。 

  ④農業者、漁業者とも、今後10年で大幅な減少が予想される。それは、産業としての農漁

業の消滅を招きかねない。 

  ⑤ハウスミカン、カーネーション、キンメダイなどの農水産物で、隆盛を築いた時期もあ

る当町の農漁業であるが、産地間の競争が進み、従来の生産体制では経営を維持することが

困難になっている。 
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  ⑥Ｕターンによる後継者や経営規模の拡大に取り組んだ農業者、漁業者については、困難

を抱えながらも、販路の拡大などで意欲的な取組が行われている。 

  ⑦農業者・漁業者ともに、「家業を継ぐ」という認識で継承されていることが多い。一度、

町外で働いてもＵターンで農漁業に就業している人が少なくはない。親の働く姿とともに、

生産や漁の魅力により、農漁業の価値が伝えられているところでは、家業が継がれているこ

とも感じた。 

  ５、調査の中で明らかになった課題。 

  （１）現在の農漁業者に届く支援を。 

  事業継承・後継者の確保からも、従事者の生産意欲を高める支援が必要不可欠である。ま

た、安定した収入の確保につなげる支援を行政はすべきである。現在の経営の維持発展がな

ければ、次世代に継承できない。 

  ①農業関係。 

  ⅰ労働力の確保について。 

  農業経営を維持する、また、経営規模を拡大する上で、最大の課題は労働力の確保である。

農業者の労働環境の改善、充実と併せて、町内外でパート、アルバイト、ボランティア等に

よる労働力の確保が見込める体制、仕組みが必要である。 

  次のページをお願いします。 

  ⅱ活用できる農地を開示できる体制を整えることについて。 

  農地を借りたいが、農地所有者の貸出しの意向も分からず、行政でも教えてもらえないこ

とが、規模拡大など経営計画を立案する上で障害となっている。所有者の意向を基に農地の

情報開示ができるよう、農地台帳等の整備を進められたい。 

  ⅲ園地内の整備補修への支援について。 

  近年、自然災害の頻発化に伴い、防災対策や園地整備、道路整備等が欠かせなくなってい

るが、従前からあった生コン支給事業は終了している。農地を守ることは町を守ることにも

通じており、露地での生産を支援する事業を検討されたい。 

  ②漁業関係。 

  ⅰ食害対策に対する支援について。 

  せっかくキンメダイを釣り上げても途中でサメやバラムツ、イルカなどに奪われる事例が

多くなっている。それに対し、花火（煙火）の資格取得や突き棒などによる野生生物の排除

の検討も進んでいて、こうした取組を支援することを求めたい。 
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  ⅱ漁業規格の拡大統一化について。 

  キンメダイの操業規制の検討も行われているが、静岡県の漁法は古くから一本釣りで行わ

れている。神奈川、東京、千葉の周辺都県は、大型船による底引き網漁が中心となっており、

網の目が細かくキンメダイの稚魚なども根こそぎ水揚げしている現状がある。 

  資源を守り、持続可能な漁業を目指して、漁網の網目の拡大と統一化が必要である。 

  ⅲ漁業への支援・施策について。 

  漁業への支援や施策は、農業への施策に比べ不十分な面も見受けられる。漁業への支援や

施策も、農業と同等に充実させるよう検討されたい。 

  ③農漁業に共通する事項。 

  ⅰ燃油、資機材等の高騰は、経営を揺るがす大きな要因となっている。地方創生臨時交付

金の活用等で支援を行うこと。 

  ⅱ販路開拓のために、ふるさと納税やネット販売も想定した個別売りに対応できる、町の

“産直センター”のような施設・機能を検討すること。 

  ⅲ町の一次産業を後世へ伝えるため、農漁業の仕事の様子をプロモーションビデオに収め

て学習教材とすること。また、学校給食等において地産地消への啓蒙の取組を強化すること。 

  ⅳ「こらっしぇ」などの産直施設や町の観光イベント等において、農漁業の紹介や産品の

アピールの機会を増やすこと。また、これまで活用されていない規格外品や魚種の活用につ

いても研究を進められたい。 

  ⅴ将来の後継者、農業漁業への参入・新規参入の拡大を図ること。 

  （２）農漁業の未来を展望した基盤整備の推進を。 

  ①農地の圃場整備に取り組む。 

  中山間地域整備事業での圃場整備は、新規参入や経営規模拡大の効果を上げていて、農業

経営振興会や新規就農者からもその必要性が強く訴えられていた。町は国・県と連携を進め

ながら、未来を展望できる施策をいち早く着手すること。 

  ②生産体制の維持・近代化の推進。 

  漁に欠かせない燃料、氷・冷凍施設など生産支援施設の老朽化が進んでおり、機能を維持

確保するため伊豆漁協と連携して取り組まれたい。さらに、船の整備・近代化なども支援さ

れたい。 

  ③海洋資源の有効な活用に向けて。 

  町内の漁業の主要な産品は、テングサ、クジラ、マグロ、サバ、現在のキンメダイと時代
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とともに変わってきた。沿岸漁業の中で、海洋資源について、魚、貝、テングサなど、資源

の調査、活用について研究を行うこと。 

  ④持続可能な地域の取組を。 

  世界情勢の急変により、肥料・飼料等の高騰も懸念されている。観光地である東伊豆町に

とって、旅館等で廃棄される食物残渣を肥飼料に転化させる取組は非常に有意義で、町や関

係機関において研究を進められたい。 

  （３）新規参入者の課題。 

  ①２年の研修と５年の実習スキームによる国・県の制度はあるが、年数で支援が切れてし

まう。新規参入者は、就業の中で新たな課題に直面し克服することになる。新たな参入者を

迎え入れるためにも、継続的な相談体制と柔軟な支援対応が望まれる。 

  ②漁業者の新規参入では、研修のために乗り込む漁船が小さく対応が難しいという課題が

ある。他地域では大型船から独立する事例も見られることから、研修船や参入者への町独自

の支援が検討されるべきである。 

  ６、委員会の意見。 

  農漁業ともに、衰退の岐路に直面している。農漁業はなりわいとしてだけでなく、国土や

山海の自然環境の保全、また町の観光を支える役割を担っている。町が、これまで農業振興、

漁業振興について限定的な対応であったことが、今回の事業継承・後継者問題の調査で見え

てきた。この問題を解決するためにも、農業振興、漁業振興に取り組むことを強く要望する。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  以上で常任委員会所管事務調査の報告についてを終了いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１４ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第14 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についてを議題と

します。 

  議会運営委員長から、会議規則第75条の規定によってお手元にお配りしました本会議の会
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期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りします。申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（稲葉義仁君） これで本日の日程は全て終了いたしました。 

  会議を閉じます。 

  令和４年東伊豆町議会第２回定例会を閉会します。 

  長時間、お疲れさまでござました。 

 

閉会 午後 ４時１６分 
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